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1.本書は,高速 自動車国道北陸自動車道 (上市工事区)建設に伴 う埋蔵文化財発掘調査報告書である。

2.発掘調査は,昭和53・ 54年度に実施 し,報告書は,遺溝編,土器・石器編,木製品・総括編の二部作 として編集

する計画であり,56年度に第一分冊遺構編を刊行 している。本書は,第二分冊の上器・石器編である。

3.本書に収録 したのは,富 山県中新川郡上市町に所在する下記の八遺跡である。

神圏遺跡・正印新遺跡・下経団遺跡 。中小泉遺跡・飯坂遺跡 。江上 A遺跡 。江上 B遺跡・東江上遺跡。

4.本書の刊行は, 日本道路公団 (新潟建設局 )の委託 を受けて,上市町教育委員会が行い,出土遺物の整理及び本

書の編集は,富 山県埋蔵文化財センターが実施 した。

5.本書の作成にあたって,遣物整理・実測・製図などの業務は,下記の者が担当した。

富山県埋蔵文化財センター 橋本 正・岸本雅敏・狩野 睦・酒井重洋・宮田進―・神保孝造 。久々忠義・橋本正

春 (以上調査担当者 ),上野 章・山本正敏・池野正男・松島吉信。

有馬明吉 。大丸久仁・阿部浩―・山村郁明・荒井和樹・栗山周哉・栗山郁也・麻柄幸子・高木場万里・杉崎容

子・土田節子・土田ユキ子・坪田和子・坪田信子・矢後知恵子・山ロチズコ・清水由美子 。須藤順子・中滞治代・

小竹富佐子・山口玲子

富山大学学生 :贄 元洋・北野博司・楠 正勝・吉田秀則・荒川 史・木原 光 。田上浩幸・遠山昌和 。中川

渉・西田昌功・林 浩明・原田和幸・松田知幸・森 秀典・横山貴広 。宮田佐和子・南出そのみ・武藤 秀・吉田

由香・坂口美智子・江幡和子。                       ォ

6.本書は,調査担当者が編集 。執筆を行い,執筆分担は下記のとお りである。

I 宮田進―,H 橋本正春,Ⅲ 酒井重洋,Ⅳ 狩野 睦,V 岸本雅敏,Ⅵ 久々忠義,Ⅶ 宮田進一,橋

本正春,Ⅷ 岸本雅敏。

7.本書に掲載 した写真の撮影は,株式会社チューエツ写真部に委託 した。

3.写真図版の縮尺は,原則として三分の一である。それ以外の縮尺のものは,そ れぞれに別に記した。

9,遺物番号は,遺跡単位で土器・石器 。鉄器ごとに一連番号を付 した。

10.遺物の出土区 。出土遺構については,すでに刊行 した『北陸自動車道遺跡調査報告―一上市町遺構編一―』を参

照されたい。

11.遺物の分類は,遺跡ごとに行い,統一をはかっていない。

12.遺物整理,本書の作成にあたって,多 くの諸機関・諸氏から指導 と助言をうけてお り,そ れは今後 も続 くはずで

ある。したがって,こ の点に関する記述は,総括編において行うのが適切であると考え,本書では割愛した。

13.本書の標題中の道路名称は,引用の煩雑さを避けるため,略称を用いている。
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下 経 田 遺 跡

1.出 土 遺 物

遺物はすべて遺構に伴なわない。弥生時代後期末～古墳時代はじめの遺物はX18～ 26,Y23～ 26区に集中して出土

しているが,他の遺物は散在した出土状況を示す。

A 縄支時代 (図版第 1の 1～ 12)

1は波状口縁の深鉢で,口縁部に細い 2段 RLの縄文を施す。 2は浅鉢で,口 縁部に 2条の幅広沈線を引き,屈曲

部に連続刻みを施して円形圧痕文をそえる。 3は外反する口縁を持つ浅鉢である。 4は胴部屈曲する深鉢で,口 頸部

に 3条の幅広沈線を施し,その間を2段 RLの縄文をころがす。 5は胴屈曲部に 1条の幅広沈線を施す深鉢である。

6は注口土器の頸部で,平行な沈線をS字状沈線で区切 り縄文を施す。 7は波状口縁の波頂部で,沈線で楕円形を描

く。 8は 2段 RLの縄文が縦走する深鉢の口縁部である。 9はヘラで内外面を丁寧に仕上げた深鉢の口縁部である。

10は 沈線で縄文帯と無文帯をつ くる深鉢の胴部である。11は胴上半に沈線と磨消し縄文を施し,胴下半に 2段 LRの

縄文を施す重である。12は接合部が擬口縁状になっている深鉢である。 1～ 7は後期後半に属し, 1・ 4・ 6は井口

第 1期 〔橋本他1980〕 , 2・ 3・ 5は井口第Ⅲ期, 7は 井口第Ⅳ期にあたる。11は後期前半にあたるか。

B 弥生時代後期後半～古墳時代初頭 (13～ 22)

13は 口径16.5Cmの 鉢で,日 縁内外面にヨコナデ,胴部内外面にハケメを施す。口縁は外反し,外底面はヘラで丁寧

に仕上げる。14は 口径 15。 8cmの甕で,口 縁内外面にヨヨナデ,胴部外面にハケメ,内面にナデを施す。15は 口径11.5

cmの壷で,口縁菩るにヘラミガキを行 う。16は 口径13.9cmの 壺で,直立する口縁部に 6条の凹線文を施す。17は 口径14

Cmの壷で,日縁部は外反し,端部を内に直立さす。18は 口径19,6cmの 甕で, 口縁内外面にヨヨナデを,胴部にハケメ

を施す。19は 口唇部を両端に張出して内傾気味になるこの口縁である。20は壺の口縁で,内外にハケメを施す。22は

底部で,外面 。外底面にヘラケズリを,内面にハケメを施す。上記の上器群は滑川市魚弱遺跡 〔上野1973〕 。魚津市佐

伯遺跡 〔上野1979〕 に類例が求められ,当該期に属する。

C 平安時代 (23・ 24)

23は 口径10.8Cm,器高3.lcmの須恵器杯で,体部は外へ開き,外底面にヘラキリ痕を残す。24は 高台端部をやや内に

まげ,体部はしっかり立ち上がる須恵器杯である。23・ 24は 立山町法光寺谷 1号窯 〔藤田1974〕・佐伯遺跡 〔山本1979〕

に類例があり, 9世紀前半に属するものと考えたい。

D 中  世 (25～ 37)

土師質土器 (25～ 29) 口径により25。 26,27・ 28,29と 3つに分かれる。25は 口縁部外面にヨヨナデを行なうが,

段 を持たず,端部が九 くなる。26～ 28は 口縁部内外面をヨヨナデをする。休部には段をもたない。29はやや内彎ぎみ

の口縁の端部に面を取る。25～ 28は 16世紀に比定したい。

珠洲 (30～ 37)30～ 33は 内面にオロシメを持つ鉢である。31,3馴 ま口縁端部に7条の櫛目波状文を施す。34・ 36は

細い条線状のタタキメを持つ甕の胴部である。珠洲編年 〔吉岡1981〕 では,30・ 31は V期 (15世紀後半)に属す。

2。 ま と め

遺物は,縄文時代後期,弥生時代後期後半～古墳時代初頭,平安時代はじめ,室町時代,安土桃山時代のものがあ

る。その時代的中心は,弥生時代後期後半～古墳時代初頭にあると考える。本遺跡は縄文時代～近世初めまでの問,

遺物散布地 としての性格 を持ちつづけていたことがわかる。 (宮田進― )

註1 富山市白鳥城跡では,26～ 28の類例が16世紀後半に位置づけられている 〔藤田1981〕。石川県土師質土器の編年によれば,25～ 28の

類例が16世紀前葉～中葉に比定されている。 〔四柳1980〕 。
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H神 田 遺 跡

1.出 土 遺 物

遺物の種類では,土器・石器 。その他がある。上器は,土師器 (古墳時代 )・ 須恵器 (奈良～平安時代 )・ 珠洲・土

師質小皿 。中国製磁器・越前 (中世 )。 陶磁器類 (中 ～近世)があり,石器は祗石 (中世)がある。その他では,中世

に属する鉄滓・フイゴ羽口などがある。遺物は,できるかぎり遺構ごとにまとめ,実測不可能なものでも写真で示す

ようにした。遺物量は,他遺跡と比較すると少ない。土師器 。須恵器は,表面が摩滅しており,他から流されてきた

可能性がある。中世の遺物は,中央建物群を中心に西寄 りに集中していた。近世以後の遺物は, 1・ 2層 (表土)か

ら出上した。

A 古墳時代 (図版 2の 31～ 38)

古墳時代に属するものでは,土師器の壺 (31)。 甕 (32。 35)。 高杯 (34・ 86・ 37)・ 蓋 (33)・ 錘 (38)な どがあり,

すべて摩減した小破片である。31は,この底部で,35は 「く」の字口縁の甕である。33は ,蓋と考えた。これらの上

器は,器形などから古墳時代 と考えたい。

B 奈良～平安時代 (図版 2の 1～ 24)

ここで扱うものは,須恵器と土師器であるが,後者は数点で, しかも小破片であるため,図示,説明は略した。

須恵器は,杯身 (1～ 4・ 6～ 12)・ 杯蓋 (13・ 14)・ 醒 (15)・ 甕 (17～ 22)。 高杯 (16)の器種があり,土師器 と同

じ出土状況である。 1～ 4・ 11・ 12は ,高台のつ く杯身で,6～ 10は 無高台のものである。1は ,大型品である。杯蓋

は,つ まみがつ くと思われ,口 縁端部内面は九 く終わる。15は ,甦体部破片で,ク シ状具による連続波状文を持つ。器

肉は,薄 く,胎土・焼成は良い。17～ 23は ,甕体部破片で,17は 三かもしれない。これらの須恵器の時期は, 7C後

半～8C前半と考えている。 1は , 7C中 頃かも知れない。

土師器甕胴部破片24は ,古墳時代の土師器と別に扱った。時期は不明であるが,須恵器に伴うと考えている。

5は ,高台のつ く杯で,図などは須恵器の項で扱っているが,次に述べる特徴から須恵器と断定はしていない。内

底面に釉がみられる。高台は,長 く直線的に外方へ伸び,須恵器杯 1～ 4な どは異なる。

C 中 世 (図版 3～ 5)

遺物の種類では,上器・石器 。その他があり,土器は珠洲・土師質小皿・磁器がある。石器は,祗石がある。

珠洲には,甕・壺・鉢の器種があり,法量や器形などから細分できる。甕 (44・ 45。 49)は ,他の器種に比べて大

型である。44・ 45は ,日縁端部が薄く伸び,折り返すように下方へ垂れ下がる。壺は,中型壺 (42・ 46)と 小型壷 (47・

48)の 2種がある。中型壺は,体部最大径が上位にあり,頸部が長 く上に伸びる器形をとる。41～43は,内面にアテ

具痕が残っている。41。 43は車輪状で,42は 同心円文である。小型壷も同ようの器形となる。47は,肩上部にクシ状

具による連続波状文をもち,底部は回転糸切 りで,48は頸部下に連続刺突文をめ ぐらす。鉢は,内面にオロシメをも

つ指鉢 (50～ 54)と そうでないもの (こ ね鉢)(55～ 63)に分けれる。構鉢は,小型品が多く,細かなオロシメの間隔

は広 く,ま た,オ ロシメが交差する。器形は,平坦な底部から斜め上方に伸びる体部がそのまま口縁となり終わる。

体部と口縁部が内彎するものと直線的となる2者がある。口縁端部は,垂平で凹むものが多く,口縁部内外面は指に

よるヨヨナデで凹む。底部は,板目でカキ消す。51は ,オ ロシメが密であるが,互に交差する。54は,日縁端部が九 く

ふ くらみ,太いオロシメ間隔は密である。こね鉢は,悟鉢 と同じ器形となるが,日縁端部が平坦なものの他に,丸味

をもつ (57・ 61・ 62・ 65)がある。口縁端部が大きく内彎するもの,直線的に広が り大型となるものもみられる。50

は,日縁端部と体部外面に連続波状文をもつ。56は ,回転糸切 り底で,他のものは板目でカキ消している。鉢の中で

片口がみられるものは,少ないと思われる。66～ 71は ,壷・鉢の底部である。68。 71は ,回転糸切 り底で,67は 回転

-2-



糸切 り底で,鉢底部と考えれる。49は,甕体部破片で,四角の区画の中に「十」字を浮び上がらせる刻印を押す。

これらの特徴をまとめると,甕は口縁が薄 く下方へ垂れ下がる。中型重は,肩が張る器形である。また,内面にア

テ具痕を残すものがある。小型壺は,肩部に波状文・刺突文をめ ぐらす。播鉢は,小型品が多く,細かいオロシメが

広い間隔をもって平行あるいは交差してみられる。こね鉢は,信鉢 と同じく,平坦な底部から直線的に開き口緑とな

るものと内彎する器形となる。口縁端部は,凹む・丸い 。平担なものがある。底部は,壺・鉢で回転糸切 り底と静止

糸切 り底の両者がみられ,前者が多い。となる。この特徴は,珠洲編年 〔吉岡1981〕 の第 1段階第 1期にあたる。そ

の中で,41～ 43の 内面にアテ具痕を残すものについて吉岡氏は, I期の中でも特に古 く初期のものとしている 〔吉岡

1981〕。鉢50・ 51・ 62～ 65は,H期並行のものとし,こ こでは珠洲の大半のものをI期 としておく。鉢54は ,Ⅲ期 と考

えている。

土師質小皿は,器形・法量から4大別できる。日径が小さく浅い器形で,口縁端部が外開きするもの。丸い体部に

平坦な糸切 り底がつき,口縁部が直立するもの。浅い器形で,口 縁部が直立するもの。口径が大きく,浅い器形とな

り,端部がさらに細か く分かれるもの。以上である。81・ 82・ 131は 回転糸切 り底である。口縁部は, ヨコナデされ端

部を面取 りするもの,丸 くするものなどがあるが,こ こでは細分しなかった。部厚いつ くりのものは少ない。

これらの上師質小皿は,珠洲と同時期 と考え,第 1段階 (I～ H期 )を想定している。県内では,入善町じょうべ

のま遺跡 〔橋本1974〕 に類似するが, しかし,近接し,非常に近い時期に営なまれたと考えられる立山町若宮B遺跡

〔狩野他1982〕 とは類似点が少ない。これが,時期差を表わすのかどうかは不明である。

128は ,盤状で脚 (高台)のつ く器形をもち,上師質小皿に似るものである。ここでは同期のものとして扱った。

磁器は,青磁 と自磁の 2種があり,器種では,椀・杯・皿・合子蓋がある。青磁椀 (131～ 136・ 137・ 140)は ,口

縁端部が屈曲して外開きし,内面に文様をもつものと口縁端部が変化しないものがある。青磁皿 (137・ 138)は ,底

面が平坦で口縁端部が斜め上方に伸びる器形である。杯は,日 縁部が斜め上方に伸びる器形の147と 口縁が広 く開く

148がある。148は断面にウルシが付着しており,色調は黄白色である。合子蓋 141は,自磁で,シ ノギ文が外面にみ

られ,小型である。その他に次の特徴がある。青磁椀では,外底面にゆをかけない。青磁皿は, クシ状具による列点

文・猫掻文・シノギ状の文様がみられる。前者は,龍泉窯系・後者は,同安系青磁とみる。皿は,青磁椀と同ようの

文様をもち,同安窯系とみれる。これらの磁器類は,珠洲と同時期に使用され,九州の編年では,Ⅲ期 1小期 〔横田・

森田1978〕 にあたる。その他のものとして,祗石・スリ石 ?・ フイゴ羽口・鉄滓があり,いずれも中央建物群近 くか

ら出土し,珠洲と同時期 と考えられる。

D その他の時代

越中瀬戸がある。器種では,湯飲み茶椀 。茶椀・皿・悟鉢などがあるが,すべて破片である。

中世に属する遺物をまとめると次のようになる。完形品は少ないが,他時代の遺物に比べて量的に一番多く,神田

遺跡の中心時期 といえる。遺物の種類として,珠洲・土師質小皿 。磁器その他があり,こ れらすべてが同一時期ではな

い。珠洲では, I～ Ⅲ期までの資料があり,中心時期は I期である。土師質小皿は,珠洲 I・ H期並行とみる。磁器

は,九州編年ではⅢ期 1小期であるが,珠洲 I・ H期にわたり使用されたと考える。内面にアテ具痕を残す初期の珠

洲がある。となる。

立山町若宮B遺跡とは,珠洲の甕の接合資料がある 。建物群のあり方・遺跡同志が接近する 。珠洲,磁器などが類
註2

似する点などから密接な関係にあったと考えられるが,珠洲の中心時期・土師質小皿の器形や特徴がやや異なる。こ

れ らにつ いては,今後の課題 としたい。

註 1 この点に関しては,吉岡康暢氏の教示による。

(橋本正春 )

註 2 この点について,狩野 睦・酒井重洋両氏の指摘による。また,神田遺跡と若宮 B遺跡の共通性などについては,橋本 正氏の指

摘,教示による。
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HI正 印 新 遺 跡

1.出 土 遺 物

出土遺物には,縄文時代晩期,弥生時代前 。中・後期,古墳時代初頭,平安時代,中 ・近世のものがある。

遺物は,大 きく下層から 7・ 8層 に弥生時代前・中期, 3・ 5層 に弥生時代後期～古墳時代初頭,そ の上層から,

中・近世の陶磁器の順で出土 した。出土遺物は,時代 ごとに大別 しその特徴 を示すこととした。また,土器は,器種

ごとの大別とし,種類の細別は,示唆するにとどめた。遺構内の遺物は,遺構 ごととせず分類では一括 している。出土

遺構等は,表 を参照していただきたい。

A 縄文時代の遺物

縄文時代の土器 (64), 2～ 4単位の工字文様 を施 し胴下半は縄文 (RL)と なる。口縁は, 5～ 6単位の突起が

付けられ小波状 となる。大洞A'式期 〔林 1965〕 かそれ以降のものと思われる。

B 弥生時代の遺物

弥生時代前期の土器 (25)壼の口縁部で端部に貝殻腹縁によりX状の刻み日,頸部に 6条の押圧沈線を施す。遠賀

川式土器 〔佐原 1966〕 と思われる。

弥生時代中期の上器 (1～ 24・ 26～ 63。 63～ 93)三・甕・鉢がある。

壷A(6～ 8・ 11～ 23・ 26・ 55。 56。 73～ 76)平 口縁のものが大半でその特徴から数種みられる。 6・ 19は ,大

形の壷で胴部がはり口縁が逆「ハ」の字状に広がる。端部は,幅広となり格子目状の刻み目を施す。 7・ 8・ 11は ,

中・小形の壷で口縁が大きく外反するもので,口 縁内外面,端部には,刻み目・沈線を施す。この重は,中形の甕ロ

縁部と判別がつきにくく1部甕が含まれるかもしれない。器形は,11に みられ胴下半部にふ くらみをもつ。その他に

口縁端部の断面が三角形状 となる17。 18がある。

壷B(52～ 54・ 59～ 61・ 91)細 頸壷 と思われ,櫛 目により格子目。刻み・押し引き。波状文様などを描 くもので

朱塗 りされる59。 91がある。

甕は,平口縁のものだけがみられ,器形・口縁部の特徴から7～ 8種みられる。

養A(3・ 28・ 31。 32。 36。 41～ 46・ 50。 56・ 65～ 72・ 93) 口縁が,「 く」の字状に外反する甕で胴部のはる5が

ある。 3128・ ,1・ 32・ 36・ 45。 93は,胴部のあまりはらないもので口縁部内面に羽状の刻み目を施す 3。 28。 36・

41・ 45な どがみ
)ら

れる。28。 31・ 67・ 72は ,胴部下半にヘラケズリをもつ。35・ 37・ 40～ 46は,頸部のくびれが小さ

く「く」の字状,九みをおびて外反する口縁をもつ。また,端部に刻みや押圧を施す40。 41・ 44・ 46がある。56は ,胴

上部,日 縁部内面に櫛目文様を描 く甕。50は,把手で中形の甕に付けられる。この例は,戸水 B遺跡 〔湯尻1975〕 に

みられる。

養B(2・ 9・ 27・ 29・ 30)胴 上部に最大径をもち,日 縁が短か く外反するもので端部には,刻み目を施す 9・

30と 凹線を2～ 3条引く9・ 27が ある。また,27・ 29は ,胴上部に右下 り。左下 りの連続する刻みを施す。

菱C(1・ 37・ 39。 47)胴 部があまりはらない胴の長い甕で細かいハケメを施す。

菱 D(33・ 34) 口縁端部が小さく内曲するもので,押圧により小波状 とする33が ある。

養E(62・ 63・ 70)胴 がはり小さく外反する口縁の63と 鉢状の広日の62がある。いずれも荒い条痕が施される。

63は ,口縁端部に刻み目,62は 口縁内面に指頭圧痕を施す。

鉢 (48・ 51)逆 「ハ」の字状に外開きとなるもので,口 縁が肥厚し格子目状の刻みを施す。また,口 縁上部から

2個 1対の穴があけられる。48は,椀状の小形鉢で内外面ともヘラミガキが行なわれ朱塗 りされる。口縁部は, 2個

1対の穴があけられている。
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弥生時代後期から古墳時代の土器 (92・ 94～ 216)壺 。甕・高杯 。器台・台付壺 。鉢・蓋がある。

壷A(■ 3・ 114・ 127～ 133・ 137。 138)球形に近い胴部に複合口縁の付く壺。113・ 132・ 138は ,頸部が短か く口

縁の立つもので三 日月状のヘラ記号を施す138がある。127・ 128。 130は ,やや長めの頸部で口縁の立つもので,中 に

は,口 縁がやや外反する130が ある。114。 129は,頸部がやや開き口縁が外反する。137は ,口縁部が長 く直立する。

壷B 139は ,わ ゆるパレス形土器とよばれる東海系の土器 〔久永1965〕 で,竹管・ヘラ等により押圧・羽状の刻み

目を施し,丹念にヘラミガキが行われる。外面は,文様部分をのぞき朱塗りされる。

壺C 131は ,ソ ロバン玉状の胴部に長い頸部 と複合口縁の付 く壺。

壺 D 96。 140は ,逆「ハ」の字状に外反する口縁をもつ壷。大形の96と 中形の140がある。

壷E 134～ 136 平口縁の長頸壺で頸部の長い134。 135と 短かい136がある。

壼 F l17・ 209～ 212 台付壷で,「ハ」の字状の器形に台の付 く117・ 210・ 212と ソロバン玉状の209,ややまるみ

をもつ211が ある。台部は,細めのラッパ状に広 く脚部が付 くと思われる。

菟は,複合口縁のもの甕Aと 平口縁の甕Bがある。

箋 A(118。 141～ 164。 170・ 189)器形 。口縁部の特徴から7～ 9種がみられる。

118・ 141～ 149。 151・ 152。 154～ 161は ,日 縁部が外反するもので,145・ 152は ,口縁が小さく内ぞりとなる。 158

～161は ,口 縁が九みをおびて外開きとなる。118。 141～ 144・ 151は ,日 縁がやや長 く内ぞりし外反する。また胴部は

145・ 152・ 160。 161の胴中央部に最大径をもちやや胴長な器形となる。

146・ 149。 150。 162～ 164は ,口 縁が直立し,胴上部に最大径をもつ。149。 150・ 162は ,口縁に数条の凹線が施さ

れる。163は ,口 縁が立ちやや内へはいる。最大径は,日 縁部となる。154～ 156は ,口 縁端部をつまみ上げる。外反す

る156と 直立する155。 154が ある。147・ 148。 153。 170。 189は ,大形の甕で口縁部が外反する147・ 148。 170と 口縁部

の断面が三角形で立つ158。 189がある。

範B(167～ 169。 171～ 173)167・ 168は ,「 く」の字状に外反する口縁部で,胴下半に最大径をもつ。胴部は,球

状となる167と ,やや胴中央がはる168がある。その他に,小さく「く」の字状に外反する172と 口縁部が最大径に近 く

胴長となる172,台付の甕173が ある。

高杯 (92・ 95。 97・ 98。 111・ 112・ 120・ 125。 127・ 201・ 203・ 205。 206・ 208・ 213・ 214・ 216・ 217)全器形を

知るものは, 2点のみであるが,棒状脚に杯部が付 くAと ,ラ ッパ状に開く脚部に杯部が付 くBがある。

高杯A 有段棒状脚の97・ 126・ 205。 206と 棒状脚で無段の204がある。また,95。 126は ,脚部に刻み目を施す。

高杯B ラッパ状に開く脚部に杯部が付 く203がある。

杯部 (95。 111・ 112・ 195。 200・ 201)は ,休部が長く「U」 字状の突手の付く95や杯部がやや内彎しながら開く 195

がある。脚部は,ラ ッパ状に広がる92。 120。 208・ 213・ 214と 棒状脚のものがある。208・ 214は ,台付壷の脚と思わ

れる。

器台 (119・ 121・ 191～ 193・ 207・ 207) ラッパ状に開 く脚部に杯部の付 く器台 A(202・ 207)

脚 となる器台 B(119・ 191～ 193),やや太めの有段脚をもち,明 りょうな稜 をもつ器台 C(121)

鉢 (194・ 196～ 199)小 形のものと,中形のものがある。

と複合 口縁で棒状

がある。

鉢 A(194・ 196)九みをもち外反する口縁の鉢で,台の付 くものがあるかもしれない。

鉢 B(197～ 199)小形の椀状のもので口縁が小さく外反する197。 199と そうでない198が ある。

重は,つ まみ部分が 1点出上している (174)。 こしきは,底部 と思われる177が 1点出土している。その他に底部に

穿孔される186がある。また,底部は,凹底となるものが多い。

-5-



C その他の上器 (250～ 290)

平安時代と思われる須恵器 (251・ 260～ 262)・ 糸切底の上師質土器がある。251は 底面にヘラ切 り痕 を残す。 S D02

から出土 している。252は ,S K29か ら炭化物・炭化米 とともに出土 した。250。 264は ,土師質小皿でそれぞれ S D02

とS Dolか ら出上 している。また,珠洲 (256～ 259)・ 鉄さい (253)な ども出上している。

近世の遺物 としては,越中瀬戸・古伊万里などの陶磁器類 (263・ 265～ 290)皿・壷・椀 。す り鉢・茶入等が出上 し

ている。これらの多くは,S K26・ S D01と 2層 か ら出土 している。272・ 275は ,外底部にそれぞれ「七」。「十」 と

墨書されている。263は , S E35出上の古伊万里染付椀である。出上した遺物の大半は越中瀬戸と思われ,263・ 272・

265。 280。 286・ 287・ 288以 外はすべてそうである。

これらの遺物は,いずれも近世 と思われ越中瀬戸 (九佐衛門窯 )〔橋本 1979〕 に似るところから江戸時代中ごろと思

われる。

D 石  器

手J片 。石核・ピエスエスキーユ (1～ 5)。 石庖丁状石器 (34～ 36)。 石錐 (38)・ 祗石 (40。 41)・ 加工痕のある37

・39・ 42が出土している。 6～ 17・ 19～ 24は ,安山岩の崇J片 で 5 Cmほ どの平坦な石核 (18・ 25～ 27)か ら剖離された

と思われる。また,争J片 には,接合関係を示す13～ 15がある。

石器には, ピエスエスキーユが 5点ある。縦長の*J片 の両端を敲打する 5と 剖片の両端を加工し横長にする1～ 4

がある。約 lmほ どの範囲から集中して 8層から出土した。

石庖丁状石器 (34～ 36)硬 砂岩製で偏平な手J片から横長の原材を作 り,両端から小さく剖離調整を施し,端部は

横方向に磨かれる。端部は,断面「U」 字状 となり磨 り切 リエ具状となる。35は ,製品と未製品・原材,36は 原材の

接合関係を示す。この石器は,次場遺跡上層からも出土している。また,江上 B遺跡でも同ようの原材がある。ここ

では,石庖丁状石器としたが,その特徴から稲の穂つみ具 とは,考えがたく石庖丁の未製品もしくは,祗石状の石器

と考えておきたい。

37・ 42は,河原石に黒J離 を加えたもの。38は ,三角形状のまJ片端部に加工を行ない石錐 としている。祗石は,小形

で粘岩質の40と 硬砂岩製の41がある。40は 表面が風化し使用痕等は観察できない。いずれも3・ 5層から出土してい

る。

2.ま と め

弥生時代前期に位置づけられる遠賀川式上器 〔佐原1966〕 は,約 500mは なれた中小泉遺跡で2点出土しており,

いずれも高杯の脚部で,富山県下では,は じめての出土である。また,条痕文系の土器は,近年県下で天王山式系土

器・櫛目文土器などとともに佐伯遺跡 〔上野1979〕 ・頭川遺跡 〔上野1974〕 などでも発見されており,こ れらの上器

を含めて今後の問題となろう。

弥生時代中期の上器は,石塚遺跡 〔上野1972〕 ・河ヽ松遺跡 〔橋本1968〕 に代表される畿内第 3様式併行期により近

いと思われる52・ 53・ 58。 59な どもみられる。また,畝田遺跡 〔荒木1968〕 ・戸水B遺跡 〔湯尻1975〕 など畿内第Ⅳ

様式併行期の凹線文土器に近い 9。 29な どがある。器形については,かなりの器種がみられ,時間的な幅を加味しな

ければならないだろう。

弥生時代後期の上器群は,い わゆる次場上層 〔橋本1968〕 ・猫橋H式 〔浜岡1968〕 。柳田 〔谷内尾1973〕 などに代表

される弥生時代後期の上器と,月 影式 〔高堀・吉岡1966〕 とされる古墳時代に位置づけられる149・ 150・ 162がある。

また,壷 。甕などの口縁部特徴からもかなりの種類がみられ,時期幅をもつと思われる。また,弥生時代後期の上器

を大量に出上した江上A遺跡の上器群,周辺地域との比較が必要となろう。以上のことを加味して今後の検討課題と

しておきたい。
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Ⅳ 中 小 泉 遺 跡

1.出 土 遺 物 (図版19～ 24)

出土遺物は,弥生時代・古墳時代・奈良時代・中世・近世に属する。遺物量は全体的に少な く,弥生時代から中世

のものが主体 を占める。遺構より検出したものは,大半が弥生時代・古墳時代初頭に属 し,若干中世のものがある。

A 弥生時代 (図版19～ 21・ 24)

遺物には,上器・石器・小形傍製鏡がある。

前期 (1・ 2) S D33出上の高杯脚部 2点がある。器形は破片のため不明だが, 2,点 ともほぼ似た器形になると

思われる。文様は 2例 とも5条の沈線を引 くが,手法的に(1)は クシ状工具による押圧,121はヘラ描 きと,相異点があ

る。なお, 1の高杯の沈線と類似した手法をもつ壺が,正印新遺跡より1点検出されており,遠賀川式 〔佐原1966〕

に比定されると思われる。

中期 (3～ 40)器 種は壺・甕・鉢・高杯の4種類がある。

壺は,日縁部の破片が大半で,形状により,A・ (3・ 8・ 9・ 10。 18)「 く」の字状で弧状に外反する。B。 (7・ 19)

受け口状に伸長するに大別でき,Aは さらに緩 く外反 (8～ 10),大 きく外反 (18)に 分類できる。これらの土器のう

ちには,日 唇部に指頭圧痕 (3),外面にクシ状工具による刻み (8～ 10・ 18)。 口縁部外面に鋸歯状の沈線を引く

(19),頸部に簾状文を施すものがある (18)。

甕は,口縁の形状によりA。 (4・ 5。 11・ 14～ 17)「 く」の字状に外反する。 B。 (20～ 23)受け口状ないし,受けロ

状に近いに大丹Uで き,さ らにAは緩 く弧状に外反 (4・ 5。 11・ 14～ 17),大 きく弧状に外反 (13),直 線的に外反

(12・ 23・ 24)に分類できる。これらの甕のうちには,口唇部に指頭圧痕をもつ (5),内面にクシ状工具による刻み

をもつ (4・ 11・ 13),外面にクシ状工具による刻みをもつ (21)も のがある。調整は,内外面ともハケメであるが,

(12)は他よりも粗 く条痕状となる。

その他の器種には,逆「ハ」の字状に緩 く彎曲する鉢 (6)と ,脚部が短か く,重量感のある高杯の脚 ((25)あ る。

これらの土器群の時期は,遺物が量的に少なく,器形全体をうかがえない点より,一概に言えないが,近接した正

印新遺跡の土器群 とやや似た様相もあり,畿内第Ⅲ・Ⅳ様式に比定できよう。

弥生時代後期から古墳時代初頭 (図版21) 中期 と同じく遺物は量的に少ない。土器の器種は,壺 。甕・鉢・高杯

・蓋がある。

壷は,口縁部が逆「ハ」の字状に外反する (44)。 ゆるく外反する (49)。 直立した頸部に有段状の口縁部がつ く (53)。

逆「ハ」の字状に緩 く外反する長頭壷 (41・ 47)。 ほぼ直立する長頸壷 (48)が ある。(44)は 日縁部外面に凝凹線文

を施す。

甕は,「 く」の字口縁の (45。 50・ 51),複合口縁の (42)が ある。(44)は 口縁部外面にクシ状工具による刻みが

巡る。

鉢54は ,丸みをもち,口 縁が若千内反する。

蓋は,直線的にひろがる (46)。 やや彎曲しながらひろがる (55)がある。つまみの形状は,逆台形状 (46・ 55),

円柱状の (52)がみられる。

高杯 (56)は,棒状の脚部破片で,器形はうかがえない。

以上この土器群の時期は,弥生中期同よう即断できないが,器形及び調整等より,多少の時期幅をもつと思われる

が,一応塚崎 I～ Ⅱ式 〔吉岡1976〕 に比定できよう。

その他土器以外の遺物として,磨製石斧・小形傍製鏡が各 1点出上した。磨製石斧 1は S D46よ り出土した,大形
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蛤刃式石斧の半欠品で,丁寧に磨かれてお り,胴中部の欠損面を敲打により再加工 を加えている。石質は片麻岩系の

石材で,重量がある。時期は出土状態等より,弥生時代中期に属すると考えたい。

小形傍製鏡 (11)は , S D39の 肩部より単独出土した完形品で,遺存状態はよい。鏡面は凸レンズ状を呈 し面径7.1

cm,縁端の厚さ0 45cmを はか り,幅広の平縁をめ ぐらす。平縁の内側は,直行化 した櫛歯文帯, S字状の変化 した図

文,蕨手状の図文等が配され,赤色顔料が付着 している。鉦は大きく径 1 7cm,高 さ0 85Cmを はかる。時期は出土状

況より弥生時代後期 と考えたい。

B 古墳時代から奈良時代 (図版22・ 71～ 76)

須恵器の甕胴部破片 (75。 76)と 杯 (71～ 74)がある。(73・ 74)は 底部内外面の調整より7世紀後半,(71・ 72)

は奈良時代前半に比定されよう。

C 中 世 (図版22,23)

中世に属するものには,珠洲・土師質小皿 。青磁 (141～ 144)。 白磁 (145～ 146)。 瀬戸系陶器 (149～ 151)・ 染付

(147,148)がある。

珠洲には甕・壺・椿鉢の器種が認められる。

甕は,口 縁面に階段状圧痕 を残す (81)。 口縁部が若干外反し,九みをもつ (82)。 九みをもった口縁部を,「 く」の

字状に屈折させる (83)。 口唇先端を嘴状に拡張 し,体部径が器高より大きく,ず ん ぐりとした器形がある (84)。

こは,口 唇下端部をつまんで肥厚させた (85)。 国唇先端 を嘴状に拡張した (86)がある。なお,体部には櫛 目状文

(86),櫛、日波状文 (87'93)を 施 したもの もみられる。

橋鉢は,A・ 休部にふ くらみをもつ (95～ 98)と ,B。 ほぼ底部か ら一直線に立ち上がる (99～ 105)に 分類され

る。さらにAは ,小型で口唇端部内面をかるくつまんだもの (95),細 密なオロシロをもつ もの (96～ 98)がある。 B

は,全体的に中太ないし太 目のオロシロをもち, 口唇部内面に明瞭な稜がつ くものが多い。(102・ 103)一 S D01出

土―は口唇基部をつよく押えて,先端を嘴状に拡張 したもので,そ の上に櫛 目波状文を施す。

以上これらの珠洲の時期は, 口縁部形態ならびに休部の形態等より,珠洲編年 〔吉岡1981〕 に対比すれば,簑につ

いては,(81・ 84)がH期 (13世紀),(82・ 83)がⅣ期 (14世紀)な いしV期 (15世紀)に 比定される。また壷は,(86)

が I期 (12世紀)に 近いものと思われる。 (86)は Ⅲ (13世紀)～ Ⅳ期に比定されよう。悟鉢は (95～ 98)が H期 ,

(99。 100)が Ⅳ期 (101～ 103)が V期比定できよう。なお (95)は ,H期 よりI期に近いものかもしれない。

土師質小皿は,法量が7.6～ 15.OCm,器 高1.3～ 2.5cmとバラエティーにとむ。 遺構から出上したものは (■ 2・ 119。

124・ 133)で, S D01よ り出土した。器形は全体的に,体部に明瞭な稜をもつものは少ない。口縁はゆるく立ち上が

り,さ らに外側へ開 くものが分く,(120～ 124)の ように,口 唇内面をヨコナデにより若千くIFま せ,端部をはねあげ

た例もある。底部は手担による指頭圧痕を残すものが多い。これら土師質小皿の時期は, S D01出 上の珠洲との出土

状況等より,(112・ 119,124。 133)の上師質小皿はV期に比定されよう。また,他の土師質小皿も,器形及び口縁部

の形態より大半がV期ないし,それに近い時期のものと思われる。

D その他の遺物 (図版24)

その他の遺物 としては,近世の越中瀬戸 (151～ 157),時期不明な祗石 13)が ある。

2。 ま と め

遺物は,弥生時代前期 。中期・後期,古墳時代初頭・古墳時代末 ,奈良時代 ,中世 ,近世 と多期にわたり,いずれ

も断片的な資料であるが,県 内では初めての,弥生時代前期の遠賀川式上器,弥生時代後期 と考えられる,小形傍製

鏡の出土は,出土状況 とあわせて注目される。また中世に関しては,珠洲及び土師質小皿もH期 (13世紀 )・ V期 (15

(2～ 4),煙管 (12・

世紀)の資料を加えることとなった。
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V飯 坂 遺 跡

1.出 土 遺 物

遺物には,縄文土器・弥生土器・須恵器 。土師器・珠洲系陶器がある。列挙 したうち,弥生土器が大部分 を占める。

A 縄文時代 (図版25)

縄文土器が数点ある。 1は 椀形の浅鉢である。外面に楕円の工字文風の沈線文を施す。 2は深鉢である。口縁部外

面に沈線による楕円の工字文を施 し,口 唇部に貝殻腹縁による波状の押 しびきをめ ぐらせる。胴部外面には条痕文を

施す。上記の 1・ 2は ,晩期末の大洞A式に並行する土器である。 3は 台付鉢の台部である。外面には連弧文を施す。

晩期初頭の八 日市新保式の土器である。これらは,遺跡の南東隅の最下層から出土 したものである。

B 弥生時代

弥生土器には,天王山式系統の中期の土器 と,後期の上器 とがある。二者のうち,後期の土器が圧倒的に分い。

天王山式系統の上器 (図版25)お もに 3号方形周濤墓の周濤内,及び墳丘下層の単純包含層から出土 した。

4は 壷である。胴部上半は, RLの縄文地に沈線文を施す。 5～ 11は 甕 と考える。 5・ 8は 内傾 ぎみに外反する幅

広の複合 口縁 をもつ。 5は無節の Rの縄文を口縁部 と頸部の外面に施す。内外面 ともに無文の 8は ,器形からひとま

ずこの系統の上器 とみなしてお く。 6。 11は複合 口縁の外面に弧状の沈線文 をもつ。 7は外反した口縁の端部を丸 く

内側に折 りまげる。口縁の内外面にRLの縄文を,頸部外面に結節の縄文を施す。 9は複合 回線の外面にRLの縄文

地をつ くり,更に沈線文を施す。10は 外反する回線の端部を内側に届折させ,複合口縁 となす。口縁部外面にRLの

縄文を施す。破片 (12～ 20)は ,縄文地に曲線ないし直線の沈線文を施す。上記のうち, 3号方形周濤墓下層の単純

包含層から出上したものは, 4～ 7・ 9・ 11・ 13・ 16・ 17である。

後期の上器 (図版26～ 28)お もに方形周濤墓群 とその周辺から出土した。方形周濤墓に伴うものとそうでないも

のとがある。器種には,壷・甕・高杯・器台・鉢 。蓋がある。そのうち壺が大部分を占める。甕が少いのは,飯坂遺

跡が方形周濤墓群を中心とする遺跡であるためと考えられる。

壺 便宜上,器形から壷A～壺 Gに わける。壷A:玉ネギ形の胴部に外反する口縁部をもつもの。これには,壷れ ;

大形の胴部に外反する大きな口頸部をもち,口 縁が複合口縁となるもの (62。 67),壷 A2,中形の胴部にやや短い口

縁部をもつもの (53・ 54),壷 A3;刻 形`の胴部に幅広の複合口縁をもつもの (57・ 58)の 3種類ある。こAlの 62は ,頸

部に突帯をもち,口縁端に幅をもつ。口唇部の上端は内傾する。67も 62と ほぼ同じ口頸部をもつが,口 唇部の下端が

下方にのび,断面は横位のT宇状をなす。重A2の 53は 口縁が九 く外反し,端部を直立ぎみにつまみあげる。54は 短い

口縁部が強 く外反し,口唇部の上端が内傾する。こA3の 58は 幅広の口縁部外面に擬凹線を施す。ttAは ,胴部の外面

を丁寧にヘラミガキ調整するもの (54・ 58・ 62)と ハケメ調整するもの (52),内 面を全面にわたってハケメ調整する

もの (53・ 62)と 上半をヨヨナデ,下半をハケメ調整するもの (54・ 58)な ど調整に差異がみられる。なお,口 頸部

の長い壷Al(61。 67)は ,頸部の内外面をヘラミガキする。

壺B:球形の胴部と典型的な複合口縁をもつもの (69)。 口縁部を欠く68も ,胴部の形状は69に 近似する。

壺Ci口縁部が頸部から直線的にのび,外反するもの (56・ 66)。 口縁部は下記の壷Dほ ど長くない。また外反度は

強くない。口縁端部はわずかに内傾する。66の胴部内面はヘラケズリする。

重D:球形ないしナツメ玉状の胴部 と長い口頸部をもつもの (70・ 71・ 75,76・ 80)。 いわゆる長頸壺である。これ

には,日 頸部が直立ぎみのもの (70)と やや外反するもの (そ の他)と がある。また口縁部の形態には, a種 ;頸部

から直線的にのび,端部が肥厚しないもの (71・ 76),b種 ;ゆ るく外反する口縁の端部をつまみあげ,日 唇部に幅を

もつもの (70),c種 ;口縁端近 くで屈曲して直立し,幅のある複合口縁となるもの (75。 80)な どのバラエティーが
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ある。壺 Dは ,外面ハケメ調整を基調とするが,中 には更にヘラミガキするもの (75)も ある。胴部内面の調整手法

には,ハケメを施すものとヘラケズリするもの (71・ 75・ 80)と の 2種がみられる。

壷E:い わゆる細長頸壷である (77～ 79)。 国頸部の破片がある。外面は縦方向のヘラミガキを丁寧に行 う。

重F:エネギ形の胴部 と直線的に外反する口頸部をもつもの (83)。 胴部は壺Aと 同じである。口頸部は壺DoEに

比べて短い。底部は平底であるが,わずかにあげ底となる。

壷 G:球形の胴部と「く」の字状に外反する口縁をもつもの (108)。 底部は平底であるが,ほ とんど九底に近い。

壷H:「 く」の字状に外反する口縁が屈曲して直立するもの (55。 93)。 口縁端部は幅をもち,複合口縁となる。

こ I:装飾性に富む台付無頸壺である (81)。 81は 壺の胴下部の破片である。

甕 甕A:外反する幅広の複合口縁をもつもの (94・ 100)。 100は 口縁部外面に擬凹線を施すが,94は無文である。

胴部外面をヘラケズリする。甕BI「 く」の字状に外反した日縁の端部が幅の狭い複合口縁 となるもの (99・ 101)。

口唇部の下端がのび,そ りかえる甕 Bl(99)と ,口 唇部 を直立 ぎみにつまみあげた甕 B2の 2種がある。甕 Ci「 く」

の字状に外反する口縁が複合口縁とならないもの (95)① 甕D:頸部から強 く外反した口縁が届折し,短い口縁端部が

直立ぎみに立ちあがって受け口状の複合口縁となるもの (52。 104～ 107)。 口縁部の外面に斜めのキザ ミを連続的に施

す。

鉢 頸部が丸 く屈曲して口縁部が直線的に外反するもの (98),口 縁が受け口状に立ちあがるもの (97),小形で丸

底の椀形を呈するものの 3種ある。97は 口縁部外面に擬凹線を施す。

高杯 3種にわける。高杯A:浅い椀形の杯部と「ハ」の字状に開 く脚部をもつ (110)。 杯部・脚部 ともに段をも

たない。高杯B:い わゆる棒状有段の高杯である (111)。 脚柱は円筒形を呈し,脚台部には段をもち円孔を穿つ。粘

土帯を貼 りつけた脚端部はわずかに浮きあがる。高杯 C:内彎ぎみの杯部 をもち,口 縁部は屈曲して外く外反する

(112)。 脚部は,端部を欠 くが末広がりとなる。円孔を穿つ。

器台 受部 との接′点から「ハ」の字状に開 く脚台部をもつ (109)。 複合口縁の64・ 65は ,器台の受部 とみてよい。

B 古代 。中世 (図版29)

須恵器 151～ 154は広口重,155。 156は杯蓋である。下記の土師器とともに平安時代前期のものと考えておく。157

は6世紀末の杯身である。立ちあがりは短い。外底面をヘラケズリする。161・ 162は 甕の破片である。

上師器 すべて無高台の杯底部である (163～ 168)。 外底面に糸切り痕をとどめる。

珠洲系陶器 155～ 157は甕の休部,160は甕の口縁部,158・ 159は悟鉢の口縁部である。室町時代 とみてお く。

2.ま と め

出土土器の大部 を占める弥生土器は,方形周滞墓群が形成される以前の天王山式系統の上器 と,方形周濤墓群の形

成時期の上器 とに分かれる。前者は, 3号方形周濤墓の墳丘の下からその単純包含層が確認され,多 くはこの層から

出土した。方形周濤墓 との層位関係か ら,こ の土器 を弥生時代中期にお くことができる。

方形周濤墓群の形成期の上器には, 口縁端部が短 くかつ口唇部上端が内傾する古い様相のものと,幅広の複合口縁

に擬凹線を施す新しい様相のものとが含まれており,一定の時期幅が認められる。塚崎遺跡の上器編年 〔吉岡1976〕

註 2 註 3

と対照すれば,塚崎 I・ II式にほぼ対応す ると考 えられ,弥生時代 の後期後半か ら終末期 と言 うこ とができる。

(岸本雅敏 )

註 1 方形周溝墓に伴うものは,次のとおりである。1号方形周濤墓 ;78, 2号方形周濤墓 ;59, 3号方形周濤墓 ;53・ 62・ 65・ 67・ 84・

90,93・ 97・ 1■・112, 5号方形周濤墓 ;58・ 102, 7号 方形周溝墓 ;75,80, 8号 方形周濤墓 ;70。

註 2 中には,壺 108の ような丸底に近いものもみられ,塚崎ΠI式以降に下るものも若干含まれている。

註3 筆者は,別稿でもふれた 〔岸本1982〕 とおり,塚崎H・ Ⅲ式の段階は,ま だ古墳 (前方後円墳 。前方後方墳)出現以前の弥生時代

終末期と基本的には考えている。富山県・石川県地方に古墳が出現するのは,土器編年でいえば,塚崎Ⅲ式の末ないし古府クルビ式

の段階に到ってからであろう。古墳発生に関するこの考えは,都出比呂志氏の見解 〔都出1979〕 と同じ立場に立っている。
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Ⅵ 江 上 A遺 跡

1.出 土 遺 物

弥生時代,平安時代,室町時代の上器 。石器がある。平安時代の上器は底面が回転糸切 りの上師器605(S D12)と

須恵器杯699であり,室町時代の上器は珠洲甕700である。祗石76は凝灰岩質で平安・室町時代いずれかに属する。

弥生時代 のものは,図示したものの他に遺物整理箱約40箱 に及び, S D01を 中心とする濤・穴から多くの木製品に

混って出上した。弥生土器は一応遺構ごとに配列したが, S D01と S D02, S D01と S D03, S D01と S D03と SD

05, S D02と S D04, S D02と S D03と S D23, S D01と S K27, S D01と S K28は互いに接合するものがある。ま
註 2

たS D01内 でも,A・ B・ C・ D区問, B・ DoE区間で接合するものがあり,上層と下層でも接合する場合が分い。

S D01A区南端 とF区では,上器の出土量が B・ C・ D区に比べて比較的少なく,多 くが発掘区内の遺構に関係す

るものと考えられる。

石器は,玉類・石庖丁形石器・磨石・擦石・敲石・祗石があり,玉生産に関係するものが多い。

A 弥生時代 (図版30～ 69 表12)

後期に属するものが圧倒的な量を占めるが,中期の土器が若千量混っている。

中期の上器 (図版66。 69)上 下交互の連続刺突と沈線を施す壷802～ 803,沈線で平行あるいはジクザク形の文様

を描 く805～ 807,縄文を施す8C14・ 805。 807～ 811か らなる第 I群 と,外反する口縁部の内側に櫛状具による羽状刻み

を施す631・ 632・ 812・ 813,口 縁部が小波状になる630か らなる第H群がある。

第 I群は東北地方天王山式 〔坪井1953〕 に,後者は石川県の小松式 〔橋本1968〕 に比定できる。

後期の土器 (図版30～ 68)壺 ・甕・鉢 。高杯・器台・蓋・小形土器の器種があり,口 縁部・胴部の特徴,文様,

整形手法の違いなどから,各々は数種にわけられる。色調は責褐色,灰色,赤灰色などを呈するものがあり,二次的

加熱を受けて変色しているものも多い。胎土は赤色酸化砂粒,白色砂粒,金雲母などを含むものが多い。

壼 A類 (1～ 7・ 34～ 41・ 43～ 48・ 59。 61・ 381・ 403・ 405・ 406。 417。 421～ 424・ 426～ 429。 560・ 573・ 603・

608。 624・ 625)球形の胴部に外反する日縁部がつ くもの。口縁部が角ばり口唇部が斜め上を向く。37～ 39・ 560

(Al),国 唇部が幅広になり横を向く5。 34～ 36(A2),日 縁部が内側に段をなして短か く立ち幅狭の複合口縁とな

る2～ 4・ 40・ 43～ 45・ 403・ 406・ 417・ 421・ 422・ 424・ 426。 427・ 603・ 608(A3),口 縁部が細長 くのびた幅広の

複合口縁となる6・ 7・ 41・ 46～ 48・ 59。 61・ 423・ 428・ 429・ 624・ 625(A4)がある。

Al・ A2は 胴部の張 りが強 く胴部外面ヘラミガキ内面ハケ,A3は胴部が丸味のあるものが多く,胴部内外ハケのも

のと,外面ヘラミガキ内面ヘラミガキとヘラケズリのものがある。 6は胴部外面ハケ内面ヘラケズリとなる。

B類 (8。 60。 407～ 410。 613)A類 の小形のもの。口縁部がA2に 近い408(Bl),A3に近い407(B2),A4に 近い

8・ 60・ 409。 410。 613(B3)がある。口縁部胴部とも内外面ヘラミガキのものが多い。

C類 (9。 404)卵形の胴部に,広い口頸部がつ く広口壺。口縁部はAlに 近い。胴部内外面ハケを施す。

D類 (28・ 30・ 31・ 42・ 415)大形で球形の胴部にやや直立する頸部と複合口縁がつ く。頸部 と胴部の境に凸帯を

め ぐらす。日縁部がA3に 近い28(Dl)A4に近い30(D2)が ある。D3は 胴部の張 りが強 く凸帯を刻み,胴部外面ヘラ

ミガキ内面下半ヘラミガキするのに対し,D2は胴部が丸みがあり凸帯を刻まず,胴部内面下半をヘラケズリする。

E類 (26。 27・ 413。 414・ 416・ 425) そろばん玉状に張る胴部にやや内傾ぎみに立つ頸部と複合口縁のつくもの。

日縁部がA3に 近い26(El)と A4に 近い414・ 425(F2)がある。胴部外面ハケ内面ナデのものが多い。

註1 19cm× 40cm× 63cmの深箱にきっちりつめた場合。

註2 S D01は 6区にわけて,区名で呼んだ。南からBoSPま でをA区, BoCSP間 をB区,C・ SPと S D05の合流点までをC区 ,

DoSPま でをD区, S D03と の合流点までをE区,そ れより北がF区である。

註3 胎土・色調については土器1個 1個 について説明していない。総括編で総括的に扱いたいと考えている。
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F類 (25。 29,32・ 55～ 57・ 430。 582・ 623)球形の胴部に直立する長い頸部 と複合口縁がつくもの。口縁部がA3

に近い25(Fl)と A4に 近い29(F2)がかる。25は 胴部の張りが強 く外面ヘラミガキ内面ナデとハケ,F2は胴部が九

く外面ハケ内面ヘラケズリを施す。32は 胴都最大径が下位にあり,櫛描波状文を施す古い様相をもつ。

G類 (10～ 24・ 33,49～ 54・ 58・ 372・ 877～ 379。 411・ 412・ 418～ 420,561・ 572・ 583・ 586・ 595。 606・ 616～

622)球形あるいは卵形の胴部に, 円筒状の口頸部がつ く長頸壷。頸部がやや短か く,胴部と頸部境がなだらかな

12・ 411・ 583・ 618,619(Gl),長 い頸部が胴部との境でくの字に屈曲するもので,口縁部が角ばる10・ 11・ 13・ 14・

16・ 49～ 52・ 378・ 418～ 420・ 561・ 606・ 617(G2),外 反する頸部が口縁部でやや内傾する15。 17・ 20～ 24・ 53・ 54・

595,620～ 622(G3),口 縁部が九みのある14・ 19。 372・ 377・ 412・ 616(G4)な どがある。胴部内面は,Glはナデと

ハケ,G2・ G4はハケ・ナデとヘラケズリ,G3はヘラケズリのものが多い。

頸部に 1条の沈線をめ ぐらす10・ 21・ 49・ 50・ 52・ 411・ 606・ 621や,口 縁部に 2～ 3条の凹線をめ ぐらす53・ 54・

411・ 620がある。また,記号文や箆描文 (11・ 20・ 23・ 24・ 617・ 620)を 施すものが多い。

H類 (62～ 69。 431)球形あるいはそろばん玉状の胴部に,細長い口頸部がつ く細長頸壺。胴部外面ヘラミガキ内

面ナデとハケが多い。そろばん玉状の胴部で口縁部が丸い62(Hl),そ ろばん玉状の胴部に複合口縁がつ く63(H2)

胴部が球形で,日縁部に数条の凹線をめ ぐらす64(H3)がある。69は 把手をつける。

i類 (70～ 76。 380・ 497～499)台付壷を一括する。内傾する胴上部 と粘土帯の貼付けや連続刻みを施す胴下部に

円筒状脚柱がつ く装飾性の強い70。 71'76(11),飾 りのない72～ 75,380(12),Hl類 に脚のつく497(13)椀状の胴部

に脚のつ く498・ 499(14)な どがある。380は 片側に把手がつ く。

箆 A類 (120～ 125。 374・ 382・ 383・ 432～ 434・ 440～ 446。 574・ 636・ 639。 640)口縁部が くの字に外傾するも

ので,口 唇部が平坦である。胴部最大径が口径を越えないものが多いが,432・ 43・ 440は 胴部が口径を越える。口縁

部内外ハケ胴部外面ハケ内面ヘラケズリが多い。口唇部にハケや押圧を施す125。 383・ 440・ 636が ある。433・ 440は

口縁部・胴部内外面ハケを施す。

B類 (77～ 81・ 85,86。 90・ 144・ 146・ 147・ 149～ 154・ 375・ 453～ 455。 460・ 461・ 578・ 633・ 641～ 643) 口縁

部が くの字に外傾するもので,胴部最大径が口径より大きいもの。口唇部は面をなして横をむき,強いヨコナデによ

って凹むものや, 1～ 2条の凹線を残す144・ 145。 150・ 453,460が ある。口縁部は内外面ヨヨナデ胴部は外面ハケ内

面ヘラケズリを行 うものが多い。81・ 85・ 86の ように口縁部にハケを残すものがある。

C類 (82・ 88・ 126・ 127・ 132～ 134・ 136。 145。 234・ 435・ 436・ 448。 45卜 452・ 562・ 563・ 569・ 585。 589・

610。 637・ 638)口縁部がゆるく外反するもので,口縁部内外ヨコナデ胴部外面ハケ内面ハケ (一部ヘラケズリ)の

もの。胴部最大径が下位にある435(Cl),ほ ぼ中位にある82・ 88・ 610(C2)がある。

D類 (83・ 84,87・ 89'128～ 131・ 135。 137～ 143・ 447・ 449・ 450。 456～459) 口縁部が くの字に外反するもの

で,口縁部内外面ヨコナデ胴部外面ハケ内面ヘラケズリのもの。胴部最大径がやや上位にあるものが多い。口縁部が

外反する多くのもの (Dl),日 縁部がやや内彎する142・ 143・ 457・ 459(D2),口 縁部が凹線風で胴部量大径が口径

を越えない137～ 140(D3)な どがある。

E類 (91～ 96・ 148。 155～ 174・ 194・ 196～ 197・ 200・ 206～ 208・ 210・ 211・ 373・ 462・ 463。 473・ 565・ 566・

570,579・ 584・ 590・ 634・ 635,644・ 646～ 649・ 652・ 658)口 縁部内側に段をもって口縁部がわずかに立ち幅狭の

複合 口縁となるもの。胴部内面をヘ ラケズ リするものが多いが,ハケの 91・ 92・ 95。 170・ 373も ある。96,203・

635・ 647は 口縁部のアゴが丸みをもつ。206～ 208・ 211。 212な どは 2～ 3条の平行沈線をめ ぐらす。

F類 (97～ 116・ 175～ 193・ 195・ 201～ 205。 209。 212～ 217・ 376・ 384～ 392・ 437～ 439・ 464～ 472・ 474～ 484・

564・ 567・ 568,571・ 577・ 580・ 596・ 604・ 6■・614・ 645。 650・ 651・ 654～ 657・ 659～ 662・ 827)幅広の複合ロ
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縁部となるもの。E類 と区別しがたいものが多い。胴部内面はヘラケズリが徹底する。口縁部がやや短かめで直立す

る105。 176・ 178。 376・ 389・ 437・ 465・ 469・ 571・ 614・ 651(Fl)や 幅広 く外傾する101。 lo2・ 104・ 110～ ■6・

388・ 483・ 484・ 568・ 577・ 604・ 611(F2)S字状に屈曲する186。 187・ 189。 190・ 195・ 567・ 596・ 655(F3)な ど

がある。Flに は日縁部に3～ 5条の平行沈線をめぐらす107・ 474～ 477・ 482・ 564。 659～ 661や刻みを施す478・ 479。

481・ 580・ 662がある。F3に は胴上部に連続刻みを施すものが多い。F2は 口縁部や胴上部に沈線や刻み等の文様を施

すことが少ない。

G類 (117～ 119。 235)台 付のものを一括した。日縁部がくの字外反の117・ 118と 複合口縁の119があり,胴部内面

はナデとハケを施す。235は大形で把手をつけ,胴部は内面ヘラケズリである。

鉢 A類 (218～ 233・ 395。 487～ 492・ 494・ 59Ⅲ 613・ 626～ 628) 口縁部が内彎する218(Al)。 口縁部がくの字

に外反し平らな口唇部が斜め上を向く219。 220(A2),日唇部が幅広 くなって横をむ く233・ 591(A3),日 縁部が内側

に段をもって幅狭の複合口縁となる221～ 223・ 230・ 488(A4),幅 広の複合口縁となる224～ 229,231。 232・ 489～ 491'

613・ 626～ 628(A5)がある。胴部内外面ナデとヘラミガキを行 う。A5に は直立する口縁部に4～ 5条の平行沈線を

施す224。 225と 外反して8条の平行沈線を施す226がある。Al～ A2は 平底のものが多いが,A4に九底や底部の河ヽさな

ものがある。

B類 (250・ 251)口径約40cmの 大形のもの。胴上部に把手がつ く。日縁端部がA2に 近い251(Bl).A4に 近い250

(B2)がある。252は 口縁部に 3条の凹線がめ ぐる。胴部外面ハケ内面ナデ,ハケとヘラケズリがある。

C類 (236～ 249。 496・ 587・ 653)甕 。この胴部下半の形態で,底部を穿孔する甑形のもの。胴部外面ハケで内面

はハケだけの236～ 240。 248,ハ ケかナデとヘラケズリの241～ 247・ 249がある。また底部が平底の284凹底の236・

245,丸底に近い238・ 248がある。

高杯 A類 (252～ 254・ 258。 259・ 265。 272～ 274・ 277～ 280・ 284・ 295～ 299・ 500・ 50卜 504・ 505。 514・ 663)

杯部が中位で屈曲して口縁部が外反するもので,脚部は円筒状の脚柱 とハの字に開 く脚台からなるもの。口縁部 と体

部の比が 1:3と なる。日縁端部が肥厚 し脚端部に粘土帯 を貼付ける258・ 259・ 500・ 501(Al),日縁端部が肥厚

せず脚端部に貼付けのない252・ 253(A2)がある。Alは杯部に一対の環状把手がつ くものが多い。A2は 口縁端部及

び脚端部に面をとるものと丸いものがある。

B類 (260～ 262・ 300～ 304。 397)杯部が中位で屈曲して口縁部が外反するもので,脚部は円筒状の脚柱 と段をも

つ脚台からなるもの。口縁部が直立ぎみで肥厚した日唇部が内傾する261(Bl),や や幅広の口唇部が斜め上を向く260

(B2),口 縁部の反りかえりが大きい262(B3)がある。それぞれの脚端部は,粘土帯を貼付けるもの,反るもの,面
をなすものと変化に富む。

C類 (255～ 257・ 266～ 27Ⅲ 275。 285～ 294・ 502・ 503・ 512～ 513・ 515～ 517・ 576・ 598・ 612・ 664～ 667)杯部

が中位で屈曲して口縁部が外反するもので,胴部がラッパ状に開くもの。口縁部の反 りが大きく太い脚柱が杯部との

接合部からハの字状に開く257・ 287(Cl)と 口縁部の反りが小さく (口縁部 と体部の比が 1:4),比較的細い脚柱

とハの字状に開 く脚台の256・ 502(C2)がある。口唇部が平坦で外を向く265・ 271や ,日縁部がやや内屈する 267・

268な どがある。Cllま 口縁部が肥厚するものとしないものがあり,脚部にハケを残すものが日につ く。

D類 (263・ 264。 305～ 312・ 519～ 521・ 581・ 670,671)S宇状スタンプ文や櫛状具による刺突文・丹塗などを施

す装飾性の強いもの。264は 杯部が下位で屈曲して日縁部が大きく外反するもの (口 縁部と体部の比が 1:1)で
,

横を向く口唇部に4本単位の粘土帯を5箇所に貼付ける。

E類 (276・ 396) 口縁部が幅広の複合口縁となるもの。体部は九みをもつ。

F類 (283・ 506～ 511・ 518・ 597)皿状の杯部で脚部がラッパ状に開 くもの。器台にすべきかもしれない。

-13-



器台 A類 (324・ 325・ 327～ 330・ 332・ 398～ 400・ 526～ 529・ 532・ 668)受部が中位で屈曲して口縁部が外反する

もので,脚部は円筒状の脚柱 と段をもつ脚台か らなるもの。口縁部や脚台部が直線的に開く327～ 330。 398。 400・

526・ 527(Al)と 強 く反りかえる382・ 399(A2)がある。Alに は口縁部や脚台部に数条の平行沈線をめ ぐらす329・

398・ 400がある。口縁端部が丸いものや面をなすものがある。脚柱と受部の接続がゆるやかな327～ 330。 527と 段をな

す393・ 400な ど違いがある。

B類 (326・ 331・ 525・ 530。 533・ 669)受部が中位で屈曲して口縁部が外反するもので,胴部がラッパ状に開く

もの。口縁部が直線的で短か く (口 縁部と体部の比が 1:5),太 い脚柱部の326(Bl)と ,口縁部の外反度が強い

(口 縁部と体部の比が 1:2)331・ 525(B2)がある。

C類 (313～ 316・ 318。 321・ 323・ 522～ 524・ 531・ 535)皿状の受郡とハの字状に開く脚部からなるもの。脚柱部が

やや筒状となり,口 縁端部が丸い316(Cl),平 らな口唇部が斜め上を向いて面をなす313～ 315・ 522・ 523(C2),複

合口縁となる318・ 323・ 524・ 535(C3)がある。C3は 口縁部に 2～ 3条の平行沈線をめ ぐらす。

D類 (317・ 319～ 333・ 534・ 607)やや浅い受部と太 く高い脚部からなるもの。脚部に 2～ 3段の透しをいれる。

口縁部が短か く立つ317や,口 縁部に粘土帯 を貼付けて複合口縁とする320な どがある。321は 口縁部に 2個一対の円

形浮文を5か 所に貼付ける。

董 (334～ 337・ 536～ 538,672～ 679)ハの字状に開く形が多く,ハケとナデで整形する。頂部を穿孔する537・

672～ 674・ 677(A)と 穿孔しないもの (B)があり,Bに は皿をふせたような335,頂部が筒状にのびた334・ 676,

頂部が環状になる536・ 537・ 675,つ まみ部を横に穿孔する337・ 679が ある。高杯や器台の脚部内面に煤の付着した

ものがあり,蓋に転用したものであろう。

小型土器 口径が 5 Cm前後のものと10Cm前後のものにわかれる。前者はナデ (手づ くね)で後者はハケ・ヘラケバ

リで整形するものが多い。壺 。甕・鉢・高杯の器種がある。

壺 (368～ 370・ 493・ 495・ 551・ 592・ 593・ 691・ 694・ 697)壺 A類の小形の691の 他は,胴部中位で屈曲してロ

縁部が内傾する無頸壷である。甕 (342。 344～ 354・ 401・ 542・ 543・ 692) 日縁部が くの字に外反する344～ 350・

352・ 354,複合口縁となる342・ 351・ 353・ 692,そ の中間的な340。 352・ 542・ 550な どがある。鉢 (340・ 341・ 343・

355～ 867・ 371。 402・ 544～ 550・ 552～ 559・ 588・ 594・ 599・ 601・ 602・ 615・ 629・ 682～ 690・ 695。 696・ 698) 脚

のつ く365～ 367・ 555～ 559・ 588・ 695と つかないものがある。前者は体部が内彎するものが多い。後者にはゆるく内

彎するもの,斜め上へのびるもの,頸部で屈曲して複合口縁となる550・ 552・ 553な どがある。把手 1個 をつけた鉢

340は 壷64と 伴出し一対になる。高杯 (281・ 282・ 539・ 693)高杯 C類に近い282・ 539,B類に近い693がある。

丹塗土器 (2。 3・ 8。 60。 66・ 70。 254・ 255。 264・ 326・ 329・ 332・ 395。 403・ 407・ 509・ 520・ 521・ 523・

622)壺・鉢 。高杯・器台の器種に丹塗を施すものがある。

被籠土器 (25。 29・ 814・ 815。 403・ 411)壷 の胴部に自く痕跡をとどめるものが 6点ある。

切痕をもつ土器 (303・ 816・ 317)鉄器などの鋭利な刃物でつけた切痕をもつ土器片がある。軽石製祗石41・ 42に

みる切れ込みに共通する特徴である。

ヘラ描支 (23・ 24・ 32・ 62。 318・ 419)壷の胴上部・頸部,器台の口縁部内面に印される。

竹管文 (11・ 20。 422・ 425～ 427・ 617・ 620)壷の頸部に印され, 2～ 5個単位のものがある。

スタンプ支 (264・ 305～ 308)高杯の脚部 と口縁部内側に印される。 S字形に限られる。

把手 断面円形の環状のものが多いが,断面四角形の338。 680や ,胴部に貼 りついた540・ 541・ 681や棒状の339が

ある。
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底部 (393・ 394・ 575。 600・ 605・ 609・ 701～ 801)甕やこの底面はハケを施すものが多いが,葉脈状の708・ 709,

沈線の729が ある。776は 焼成後の穿孔である。台付のものは直線に開くものと外反ぎみに開くものがある。

B 石器 (図版70～ 74)

玉類 (1～ 40)勾 玉・管玉・小玉がある。完成品もしくはそれに近い 1～ 19,未成品の20～ 40,原石の78～ 93が

ある。玉類は S D03か らの出上が多い。勾玉 硬玉 (1・ 3・ 5)滑石 (2・ 4)製がある。 2はやや扁平なもの。

小玉 水晶 (6)硬玉 (7)製がある。 6は穿孔途上にある。菅玉 碧玉 (8～ 14・ 16～ 19)鉄石英 (17)製がある。

8。 9・ 10は光沢があり完成品,後は孔が貫通しなかったり外面に稜線を残す。太さが2.5mm(8)の 細いものから 1

Cm(19)の太いものまである。未完成品のものは断面が四角形で,整形のための調整手U離や擦痕 をもつ。碧玉 (21・

24～ 28・ 30・ 32・ 33・ 37)と 鉄石英 (20・ 23・ 29。 31・ 34)製 は管玉用,硬玉 (35～ 40)は 勾玉用であろう。原石

(78～ 93)鉄 石英・碧玉は大形のものがあり,硬玉は径 2 cmの 河原石が混る。その他水晶,めのうの手J片がある。

石庖丁形石器 (41)片面に自然面を残す手J片 を用い,鋭利な側辺に光沢のある擦痕を残す。歯こばれ状の小剖離

がみとめられる。青緑色を呈する。滑川市魚男遺跡 〔橋本他1973〕 に類例がある。

磨石 。擦石・敲石 蛇紋岩の扁平な河原石の側辺や平担面に光沢や擦痕を残す磨石 (46～ 48・ 60),河原石の側片や

平坦面に擦痕 (52～ 54・ 58・ 59・ 61～ 64)や凹み (61・ 62)敲打 (54～ 61・ 64)を 残すものがある。擦痕 と凹み (61・

62)擦痕 と敲打 (54・ 59'61・ 63・ 64)を合せ もつものが多い。緑色の玄武岩質のものが多く (54・ 58・ 59・ 60～ 64)

砂岩 。蛇紋岩のものもある。54は石斧の転用の可能性がある。

砥石 軽石 (42～ 45)泥岩 (49～ 51)砂岩 (65～ 75。 77)製のものがある。軽石製は平坦な面をもつ45,彎曲した

面をもつ43,深い切れ込みのある41・ 42がある。鉄器用であろうか。泥岩製は灰色を呈しきめが細かい。平坦な面に

擦痕をとどめる。砂岩製は責自色 を呈 し大形のものがある。平坦な面をもつ65～ 68・ 71～ 74,濤状の筋をもつ65～

67・ 72,敲打による凹みをもつ69～ 71・ 77がある。

3。 ま と め

弥生時代後期の土器群は,富山県内では小杉町囲山遺跡 〔橋本1970〕 高岡市下佐野遺跡 〔上野1967〕 氷見市柳田遺

跡 〔上野1972〕,石川県では柳田うわの遺跡濤状遺構A〔八谷尾1973〕 次場遺跡上層 〔橋本1973〕 出上の上器群に共通

した様相をもつ。北陸地方の弥生時代後期は,大きく前半 (猫橋 I式)と 後半 (猫橋H式 。次場上層式)にわけられ

ており 〔橋本1966〕,本遺跡の主体的な土器群は後半期に位置づけられよう。この時期の上器は,畿内第V様式(壺G)

山陰地方 (凹線文や鋸歯文壺410,平行沈線を施す器台329・ 400)伊勢湾地方 (台付甕117,櫛描文壺 3,日縁部がS

字状に近い甕384・ 385。 187)と の共通性が指摘されており,本遺跡でも同様である。

さて,本遺跡後期土器群は,日縁部や胴部の形態や整形手法など細部についてみると数種の違いをみとめる。日縁

部では①口唇部が斜め上を向いて面をなすもの (壷Al・ A2・ Bl・ C,甕 A・ B・ 鉢A2・ 高杯B2),②口縁部内側に段

をなし幅狭の複合口縁となるもの (壷A3・ B2・ Dl・ Fl・ 甕E・ 鉢A3),③幅広の複合口縁となる外反ぎみのもの (壷

A4・ D2・ E2・ F2,甕 F,釘ミA4)がある。

胴部内面の整形では,①ハケだけのもの (壺Gl・ 甕Cl),②ハケと一部ヘラケズリのもの (壷 G2・ 甕C2), ③ヘ

ラケズリだけのもの (壼 G3・ 甕C3)が ある。また,胴部最大径が①下位にあるもの (壺B2・ 甕Cl), ②中位にある

もの (甕 C2)③上位にあり丸味のあるもの (壷B2・ H2・ 甕C3)がある。文様についても① 2～ 3条の回線②4～ 5

条の平行沈線のものがある。中期から古墳時代の上器群の変化を通観した時に,これらの違いはおおむね時間的な流

れの中で変化していくものと考えられる。すなわち,それぞれの特徴の組み合せによって2～ 3段階の時期区分が可

能と考えられる。県内及び周辺地域の遺跡の状況との比較が必要であり,総括編で細かく検討してみたい。(久々忠義)
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Ⅶ 江 上 B遺 跡

1.出 土 遣 物 (図版75～ 90)

A 縄文時代 (図版75・ 76)

遺物には,縄文土器・打製石斧・磨製石斧・祗石・凹み石・叩石がある。大部分は S D030よ り出上 した。

縄文土器 1～ 9に は,口 唇部に圧痕 を加えた 1,平行沈線 と列点文の下に斜位の 2段 LRの縄文を施 した 2,条痕

文上に平行沈線 と列点文 を組み合せ た 4,口 縁に数条の平行沈線を引き,そ の間に縄文をころがす 6,条痕文の 9が

ある。 2は 中期後半, 1・ 3～ 9は晩期前半になろうか。打製石斧 1～ 8に は,短冊形のもの 1～ 3。 5,撥形のも

の 4・ 6～ 8がある。 4・ 7は撥形で刃部がやや凹む。 1～ 8は後・晩期のものか。13は 定角形の磨製石斧で,中期

に属する。その他,砥石 14～ 19。 凹み石 20。 叩石22が あり,祗石は時代不明である。

B 弥生時代 (図版76)

弥生土器の大部分は S D030よ り出上した。11～ 13・ 15'16は三の,14は 甕の口縁部であろう。口縁部は,縄文の上に

連弧文・指頭圧痕・刺突文・列点文を施す。11は 口唇部をヘラで刻み,連弧文 と平行沈線文を組み合せる。15の よう

に口唇部内外に縄文だけを施すものもある。縄文は 2段 RLの もの11～ 14と 2段 LRの もの15。 16がある。20は 細い

縄文を施す。上記の上器群は,魚津市佐伯遺跡 〔上野1979〕 に類似し,中期の天王山式に比定できる。 (宮 田進― )

C 弥生時代後期後半から古墳時代初頭 (図版76～ 82)

遺物は,土器・石器があり,多 くのものは濤内から出上した。

土器は,壺・甕・鉢・高杯・器台・蓋の 6器種に分けれる。壷は,長頸壺31・ 57,台付長頸壼67,広 口壷58・ 60,

無頸壺66,中型壷59。 61・ 62・ 64・ 65,小型壺 (ミ ニチュアを含む)63・ 68の 6種がある。

長頸壷は,口 縁部の形から,直線的に上方へ伸びるもの,やや斜め上方に伸びるものに分けられ,さ らに端部がそ

のまま終わるものと複合状となるものの 2者が合わさりみられる。胴部は,球形で大きく張るものと比較的小さなも

のがある。この他に,丸形の胴部で長く伸びるものもある。甕は,「 く」の字口縁のもの 80～ 85と,複合口縁 85～ 104。

106～ 120の基本的 2種があり,こ れに複合口縁で脚がつ く台付甕 105が加わる。鉢は,小平底の底部から休部が斜め

上方に伸びて口縁となる鉢141～ 146。 153～ 155,同様の器形で底部に穴を持つ甑の 2種がある。前者は,日縁部の形

により直線的に終わるもの141・ 144,内彎して終わるもの142・ 145,「 く」の字口縁のもの 153,複合口縁のもの 143・

154・ 155に 分 けれる。この他,台付鉢 146があり,内彎する口縁を持つ。高杯は,完形品が少なく脚部の形で,棒

状脚171・ 172・ 177。 180。 192と 「ハ」の字に開くもの174～ 178・ 181～ 185。 188～ 191に 2大別できる。棒状脚のもの

は,杯部が平らで,外面に稜をもって強 く屈曲して口縁部 となる。口縁部は,中程まで立ち上 り,大きく外反する。

脚は,長い筒状の棒状脚に丸味をもつ大きく外開きする脚裾がつ く。脚裾部は,低 く大きく開き端部が複合口縁とな

るかはね上るもの171・ 172,外面に段をもち,「ハ」の字状に広がり,端部が複合状となり水平に伸びんもの 173・

186・ 192が ある。「ハ」の字状の脚は,柱状部からゆるく開き,端部がそのままのもの176～ 178・ 181～ 185,188～ 191

・193と 複合状となるもの174・ 175が ある。この他に,杯部と脚が同様の型で小型のもの193がある。器台は,器受部

と脚が同じ形となるもの176～ 178・ 181～ 185。 188～ 191。 193。 201と 器受部から浅く大きく開き,「 夕ヽ」の字の脚がつ

くもの194・ 202～ 205がある。後者の口縁端部は,複合状となり,上下につまみ出される。蓋161～ 168は ,基本的には

笠形で直線的に伸び,逆台形のつまみがつく器形である。つまみは凹むものが多く,穴があけられるもの166も ある。

この他に,高杯の杯部 と似る器形のものがあるが,全器形が不明なため,こ こでは高杯の中で扱っておく。ただ,壷

の口縁の可能性があるものもあり,断定できない。

これらの上器の特徴をまとめると次のようになる。長頸壷の頸部内外面は,ハケメが日立ち,胴部内面は,ヘラケ
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ズリが日立つ。口縁郡・頸部外面に文様を持つ。複合口縁となる壷の外面には,ク シ状具による平行線文がみられる

壷では,丹塗 り例 。大型品は少ない。甕は,口縁部・胴部外面に「ノ」の字文を持つものがある。胴部内外面をハケ

メで整形するものは少なく,胴部内面をヘラケズリするものが多い。鉢は,飢とそうでないものの 2種がある。高杯

は,棒状脚例が多く,棒状有段脚もみられる。大型品は少なく,丹塗り例は少しみられる。器台は,高杯に比べて量

的に少なく,蓋は,他の器種に比べて多い。壷・甕の底部に葉脈状文122～ 124・ 127～ 129,「 ×」形の126を もつもの

がある。器種では,壺 。甕・鉢に台がつ く例がみられる。小型土器がみられる。

石器は,玉未成品と加工痕のあるものの 2者がある。玉未成品では,管玉 と勾玉の未成品がある。前者は,碧玉で

後者はヒスイでつ くられている。時期は,弥生時代後期後半から古墳時代初頭頃と考えられる。この他に,横長剖片

を用い,側面に打圧による制離を加え,一見打製石斧とみられるものがある。時期・性格・用途は不明であるが,一

応ここで扱った。

上器の時期は,上記の特徴などから塚崎Ⅱ式頃 〔吉岡1976〕 が主体を占める。それに先行する塚崎 I式 。小杉町囲

山遺物 〔橋本1970〕 などと類似点も見出せる。また,時期・距離的に近い江上A遺跡 〔久々1981(本書収録 )〕 の遺物

群とは,類似点も多いが異なる点も見られる。ここでは,遺物群の特徴をまとめる事とし,時間差・地域差・性格に

ついては,今後の課題 としたい。

D 中 世 (図版83～ 90)

(橋本正春 )

遺物には,珠洲 ,土師質土器,越前,中国製白磁・青磁,銅銭,瓦質火鉢,行火,鉄鎌があり,建物群周辺及び濤

から多く出上した。遺物の数量は,珠洲・銅銭が多く,その他はわずかである。

珠洲 穂 (221～ 238) 口径44cm前 後のものと67Cm前 後のものとの大・小がある。

口縁部の形態によりA～ C類に分かれる。A類は長い口縁が深 く屈折するもので,小型である。条線状のタタキが

頸基部のやや下った所から右下 りに始まるもの221と 頸基部直下から平行に始まるもの222がある。B類は短い口縁が

屈折し,端部に丸みのあるもので、大型のもの227・ 228と 小型のもの223・ 224。 226・ 227がある。タタキは,頸基部

直下から平行に始まり,やがて右下 りになる。227。
｀
228は 口縁端部がやや肥厚している。C類は短い,肥厚した口縁

が水平に届折するもの225・ 229で,刻 型ヽである。タタキの方向はB類 と同じである。日径は不明だが,230～ 234は C

類に含まれよう。A類の量はB・ C類に較べて少ない。

壷 (240～ 250) 口径10Cm前後のものと24cm前 後のものとの大・小がある。

小型の壷には,口 縁がやや直立するもの240,直立した口縁の端部を肥厚したもの243,口 縁が外反するもの241,外

反する口縁の端部外削りで面をとるもの242がある。肩部には右→左へ と櫛目波状文を描 く。

大型の壷は外反する口縁の端部外削りで面をもつ。248は 頸基部よりやや下った所からタタキを始める。249は ,胴

部がやや丸 くなり,頸基部直下よりやや右下 りにタタキを始める。この外底面には250以外静止糸切 り痕がある。

鉢 (253～ 282)口 縁端部の形態によりA～ F類に分かれる。

A類は端部外削りで面を取るもの253・ 281で,先端近 くでやや内彎する。内面にはオロシメを施さない。B類は,

端部がやや丸 くなるもの254で,オ ロシメを持たない。C類は端部を水平にするもので,オ ロシメを持つもの255と ,

持たないもの256がある。D類は端部外削りで面をとるもの257～ 261でLオ ロシメを施す。258は 口縁がやや内彎し,

端部が鋭 くなっている。E類は端部を強く押しつけて水平にし,その上に櫛目波状文を施すもの262・ 263・ 265で,内

面にオロシメを施す。F類は端部内削りで面をとるもの264で,他の破片より,内面にオロシメを施すことがわかる。

内面のオロシメは, C・ D類 よりE・ F類の方が太 く,多 く施されている。その点から考え,266～ 268。 280。 282は

C・ D類に,269～ 273は E・ F類に属する。確認できた鉢の外底面には,253の 回転糸切 り痕以外,すべて静止糸切 り

痕が残る。甕・鉢の断面に付着している漆は,土器の接合に用いられている。
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珠洲編年 〔吉岡1981〕 に従えば,甕 A類はH期 (13世紀前半),甕 B類はIII期 (13世紀後半),甕 C類はⅣ期 (14世

紀)と なろうか。片口壷240は ,直立する口縁と回転糸切りの底部により, I期 (12世紀後半)に 属すると考えられる

が,甕に I期のものがなく,糸切 り痕をもつ土師質小皿がないことから, I期の終りからH期の初めと考えたい。鉢

A類 も壷240と 同様に I期の終 りからH期の初めに考えておく。壺249は Ⅲ期,鉢 B・ C類は■期 となろう。鉢 D類は

Ⅲ期あるいはⅣ期の一部を,鉢 E・ F類はⅣ期あるいはV期 (15世紀前半)の一部を含むと考えられる。

土師質土器 皿 (290～ 310) 口径 9 cm以下のものと1lCm以上のものがある。

口縁部の形態によりA～ F類に分かれる。A類は体部がやや丸みをもって立ち上が り, 口縁に段を持たず,端部が

肥厚するものである。大型のもの300。 301・ 305。 306・ 310と 小型のもの290,291・ 296。 297がある。出土例が一番多

い。296・ 301は 端部の器厚が薄い。B類は体部が低 く立ち上がり,口 縁部にヨコナデによる段をつけ,内面の周縁に

1条の沈線を巡らすもの293・ 297・ 299で,小型である。C類は体部がやや開きぎみに立ち上がり, 日縁部にヨコナデ

による3段 をもつ。大型のもの303・ 304・ 308と 小型のもの294がある。303・ 304は 内面の周縁に 1条の沈線を巡らす。

D類はやや肥厚した口縁部にヨヨナデによる段をもち,端部に面をもつもの293で,小型である。E類は口縁端部を強

くナデるもので,大型のもの307と 小型のもの292がある。 F類は体部が外反して立ち上がり,端部で外へ届折するも

の309で,大型である。
註 4

土師質土器は外底面に回転糸切 り痕を残さないことから,13世紀以後に上限が求められる。D類は,安田城跡 〔久

々1979〕 に類似し,13世紀のものか。F類は石川県白山橋遺跡 〔四柳 1980〕 に類例が見られ,16世紀前半であろう。

その他の大半のものは,13世紀～15世紀であろうか。

中国製白磁 (315～ 317)315は 口縁端部が口禿になった皿で,体部外面の下位から底部にかけて施釉されていない。

太宰府編年 〔横田他1978〕 によれば,白磁皿Ⅸ期にあたり,13世紀中葉～14世紀中葉になろう。317は ,露胎の内面に

ロクロ成形痕を残す壷の破片を打ちかいたものである。

青磁 (318～ 323)龍泉窯系の椀には,内外無文のもの320と 鏑蓬弁のあるもの322。 323がある。13世紀中葉～14世

紀中葉になろうか。321は 茶色味の強い同安窯系の椀である。稜花皿319や 内底面を打ちかいた318が ある。

銅銭 (1～ 216)総出土枚数は595枚 である。その内訳は, S K106か ら559枚, S K088か ら27枚 , S D014か ら3

枚, S D066か ら1枚 , K17Y43区 から1枚 (寛永通宝),出土区不明 6枚 (1枚寛永通宝)である。寛永通宝以外の

銅錢は,北宋銭及びそれ以前の渡来銭である。明銭を含んでいない点から,銅銭の流通は,14世紀後半を下らない。

S K106出 上のものは,大半が北宋銭である。数量的には,皇宋通宝・熙寧通宝・元豊通宝等が多い。

その他,瓦質火鉢 (251),越前 (326),灰釉・鉄釉の瀬戸 (331～ 339),断面に漆付着の美濃 (347),石製の行火,

鉄鎌があり,行火 。鉄鎌以外は,室町時代後半に属する。染付の古伊万里 (348～ 351),唐津 (352・ 353),越 中瀬戸

(330。 341～ 347。 354～ 357)があり,近世以後のものである。

2。 ま と め

遺物には,縄文時代中期 。晩期,弥生時代中期,弥生時代後期末から古墳時代初頭,鎌倉時代～室町時代,近世以

降のものがあり,遺物が集中しているのは,弥生時代後期末から古墳時代初頭 と中世である。上器の編年的位置づけ,

遺物と遺構との関係等,本遺跡をとりまく諸問題は,今後の課題としたい。             (宮 田進― )

註1 ここで述べた鉢とは,吉岡康暢氏の分類した片口鉢類 〔吉岡1981他 〕のことである。しかし,こ の片口鉢類には片口でない鉢をも

含んでいるので,こ こでは,片 口を含めて鉢と呼んでおく。

註 2 甕222は ,胴上半の平行タタキメよりⅢ期に属すると考えられる。

註3 外底面に回転糸切り痕を持つ土師質小IllLは ,神 田遺跡 (本書所収)・ 若宮B遺跡 〔狩野1982〕 から一応珠洲I期 (12世紀後半)か ら

Ⅱ期を下限とすると考えられる。

註4 銅銭の計測には,富 山県教育科学センター研究主事邑本順亮氏の協力を得た。記して謝意を表する。

註5 瓦質火鉢類が15世紀より日常用器のセットに加わる 〔吉岡1981〕 。
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Ⅷ 東 江 上 遺 跡

1.出 土 遺 物

出上した遺物の大部分は, 7世紀末から8世紀初頭にかかるものである。これには,須恵器・土師器 。製塩土器・

祗石がある。このほか,中 。近世の陶磁器が若千ある。

A 古  代

(1)須恵器 (図版91～ 94)

須恵器には,蓋 A・ 蓋 B・ 蓋X・ 杯 A・ 杯 B・ 椀 A・ 指鉢・壷・甕・円面硯がある。列記した器種のうち,食器類

すなわち供膳用の蓋A・ 蓋 B。 杯 A・ 杯 Bが大部分を占めている。

蓋 蓋A・ Bは杯蓋である。内面に身受けのかえりをもつものを蓋A,かえりが消え屈曲する縁部をもつものを蓋

Bと する。これらは,法量によって,蓋AI(1～ 7;口径約18cm)・ 蓋AⅡ (8。 9,口径約16Cm)・ 蓋AⅢ (10～

19;口 径約13cm)・ 蓋AⅣ (20。 21,口径約10Cm)に わけることができる。蓋 Bも 同様に,蓋 BI(22～ 34)。 蓋BI

(35～ 48)・ 蓋BⅢ (49～ 56)と する。

蓋Aに は,かえりの先端が口縁端部の下方に出るものはない。かえりをもつ杯蓋としては終末期の型式である。蓋

Bの 口縁端部には,鋭い嘴状のものが多いが,直立ぎみに屈曲するもの (28・ 55)や,強 く内届 し断面が逆三角形を

呈するもの (23)も ある。後二者はかえりの消滅直後の型式であろう。蓋A・ 蓋Bと もに,頂部をとどめる個体はそ

の外面をヘラケズリする。内面は, ヨヨナデのみを行うものと, ヨヨナデののちナデを行うものとの二種がある。蓋

A22点について西区と東区との出土比をみると,西区 6点,東区16点で, 1:3の 比率 となる。また,蓋 Aと 蓋Bと

の出土比は,お よそ2:3である。蓋Aでは蓋AⅢが,蓋 Bでは蓋BHが主体を占める。なお,蓋X(57)はいわゆ

る薬壷の蓋である。

杯 杯は,高台をもたないものを杯A,高台をもつものを杯 Bと する。杯 Bが蓋Aないし蓋Bと 組みあう有蓋である

のに対し,平底の杯Aは『正倉院文書』にみえる「片杯」に相当し,基本的には無蓋であると考えられる 〔西1979〕 。

杯Aは ,蓋 A・ Bと 同様に法量から,杯 AI(欠如 )・ 杯AΠ (58。 59)・ 杯AⅢ (60～ 72)・ 杯 AⅣ (73～ 77)に わ

ける。形態的には, a種 :底部にやや九味をもつもの (61・ 66・ 72・ 76。 77),b種 :平底のもの (そ の他)と の二種

がある。それぞれの径高指数 (器高/口径×100)〔小笠原他1976〕 は, a種では平均値34.6, b種では杯A H22.2,

杯A m24.7,杯 A II1 28.3で ある。このように a種の指数がもっとも高 く, b種では杯AⅡ→杯AⅢ→杯 AⅣ と口径が

小さくなるほど指数が高い。なお,椀 AⅣ (78)の指数は34.5であり,杯Aa種の平均値 とほぼ同じである。整形・

調整では,内底面をヨヨナデするものと, ヨヨナデののちナデを行 うものとがある。

杯 Bは ,法量から杯 BI(79～ 81・ 83)。 杯BH(90～ 93・ 100～ 102)・ 杯 BⅢ (103。 111～ 114。 122～ 126・ 133)・

杯 BⅣ (134～ 144)に わける。高台は底部と体部の境よりもやや底部中央寄 りにつけられ,ために高台の外側でひと

たび屈曲して体部が外反するものが多い。この屈曲点は稜 となる。高台の端面には,内傾するもの (116),水平のも

の (95。 118な ど),外傾するもの (93・ 102な ど)の三種類ある。内,後二者が大部分を占める。内底面は, ヨヨナデ

を基調とするが, ヨヨナデののちナデるものがある (96・ 102)。 外底面は,丁寧にヘラケズリするもの (95)がわず

かにある。径高指数は,杯B126.2(口径は復原推定),杯 B H25.6,杯 B Ⅲ30.3,杯 B Ⅳ41.6である。杯 Bでも,杯

BI・ H→杯BH→杯 BⅣ と口径の小さい杯 BⅣがもっとも指数が高い。

杯 Aと 杯 Bと の出土比は21点 :68点 で,ほぼ 1,3である。また,蓋 A・ Bと 杯 A・ Bと の出土比は,56点 :89点

で, 2:3である。ちなみに,無蓋と考えられる杯Aを 除外し,蓋 A・ Bと それらと対をなすと考えられる杯 Bと の

比は,56点 。68点 で, 6:7と なり,上述の推定をほぼ裏づける比率 となる。
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壷 出土点数が少 く,かつ破片が多いので,器種分類は行わない。完形に近い145は ,体部外面にカキメを施し,底

部外面を不定方向に静止ヘラケズリする。152・ 153は 短頸壷,158・ 159は 台付壷の底部及び高台部である。

勇 口縁部 (162・ 163)。 体部の破片が若干ある。復元しえたものは,西区の大濤 S D05の底から出土した 1個体の

みである (164)。 器高91.4cmの 大甕である。休部は頸部以下全面にわたって,外面を平行タタキメ,内面を同心円文

でうめる。

円面硯 (161)外堤の径17Cm,脚台の径23.8Cm,高 さ8 cmの 大形品である。海部と陸部 との境には内堤 をもたな

い。陸部 と脚台部との境に突帯をもつ。脚台の端部は大きく外方へふんばる。脚台部に十字形のスカシをもつ。陸部

は焼成時の焼けひずみによって中央が盛 りあがっているが,使用痕がみられ,硯として機能したことが窺える。

12)上師器 (図版95。 96)

上師器には,甕 A・ 甕 B・ 甕 C・ 壺・高杯 。椀がある。列記した器種のうち,煮沸形態である甕 A・ 甕 B。 甕 Cが

計20余点あり,大部分を占める。供膳形態では,椀 1点があるほか杯・蓋の類はまったく存在しない。

菟 形態・法量から便宜上,三つの器種にわける。甕A;大形の長甕 (201～ 205;口 径19.6cm～ 24cm,器高約24cm

～27Cm),甕 B;中形の長甕 (206～ 211,口 径16cm～ 19.6cm,器高21.5cm～ 23cm),甕 C;小形の丸甕と長甕 (212～

217;口 径12cm～ 14.4cm,器高13.8Cm～ 16Cm)である。形態的には,いずれも口縁部が「く」の字形にゆるく外反し,

端部を九 くおさめる。甕 A・ 甕 Bが基本的に長甕であるのに対し,甕 Cは長胴ぎみのもの (213)と ,球形の胴部をも

つ九甕 (212)と の二種がある。3器種ともに成形・調整の上では変わらない。すなわち,①粘土紐巻きあげにより成

形したと考えられ,それを示す接合痕ないし凹凸を器面にとどめるものがある。②口縁部は内外面ともに横方向にナ

デる。③胴部外面は縦方向にハケメ調整する。④胴部内面は横方向ないし斜めにハケメ調整する。⑤前記の③・④の

ハケメ調整はしばしば口縁部にも及ぶ。以上から明らかなとおり,東江上遺跡の甕には,奈良時代以降の甕にみられ

るカキメ・ヘラケズリ。タタキメ 。同心円文がまったく認められず,須恵器の製作技法が未だ導入される以前の段階

のものである。

壷 219は 内黒の小壷である。外面はハケメ調整,内面はナデる。230は 形態・法量ともに甕 Aと 共通するが,口縁

部が丸 く外反し,胴部内面をハケメののちヘラミガキすることから,ひ とまずこ と考えておく。218は 遺跡外 (ト レン

チ)出上のもので,上記の上器群に伴うものではない。

高杯  1点ある (221)。 杯部の内面は内黒である。脚部の上半と杯部の外面はハケメ。脚端部の外面はナデる。

椀 1点ある (220)。 断面は半円形を呈する。厚手である。ロクロ成形した形跡はない。外面にわずかにハケメ。

土製支脚 2点ある (222・ 223)。 いずれも上半を欠く。上下両端が太い棒状のものである。外面をハケメする。

13)製塩土器 (図版96)

東区の竪穴住居 S K19内及びその周辺から破片が出上した。せいぜい数個体であったと推定される。ラッパ状に開

く口縁部 。細長い胴部 。尖 り底をもつ「小形棒状尖底」の能登式製塩土器 〔近藤1962〕 と考えられる。近藤義郎氏の

分類による「城ヶ崎タイプ」〔近藤1962〕 ,橋本澄夫氏の分類によるC類 〔橋本1976〕 中の「尖底 a類」〔橋本1981〕 に

該当する。本遺跡から汀線まで直線距離にして約 5 kmあ り,こ の遺跡で土器製塩が行われたとは考えがたい。おそら

く,煎蒸容器であった製塩土器を,そ のまま塩の運搬容器として利用し,こ の遺跡に搬入したものであろう。

B 中世 。近世

東区の土砿 S K18か ら珠洲系陶器の椿鉢の破片 (251)及 び土師質小皿 (234)が 出上した。前者は,吉岡康暢氏に

よる珠洲陶の最新の編年 〔吉岡1981〕 に従えば,そのⅢ期にほぼ該当し,13世紀中頃ないし後半の所産と考えられる。

これと共伴した土師質小皿の年代についても同様である。上記のほか,遺構に伴わない珠洲系陶器の破片が若千ある

(252～ 254)。 また,近世の川 S D27の底から越中瀬戸が数点出土している。
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2。 ま と め

A 須恵器について

須恵器の大部分は,供膳形態の蓋A・ 蓋B・ 杯A・ 杯 Bである。蓋には,内面にかえりをもつ蓋 Aと , もたない蓋

Bがある。型式学的には新旧の関係にあるこの二者は,同時期にしばしば共存 している。窯跡・宮殿址・集落遺跡に

おいて確認されていることである。例えば,富山県下では富山市金草 1号窯 〔岡崎 。藤田1970〕,小矢部市西蓮沼新堤

窯,県外では大阪府陶邑古窯l■群中のT K217号窯 〔田辺1966〕 ,平城宮跡 S D 1900Aな どにおいてそうである。また,

蓋A・ Bと 杯 A・ Bと の共存関係を想定することにも,無理はないと考えてよい。したがって,上記の土器群は,飛

鳥・藤原宮の土器編年 〔西1978〕 でいえば,飛鳥Ⅳ期・V期に該当し, 7世紀の第 4四半期から8世紀の第 1四半期

の土器と考えることができる。絶対年代でいえば,お よそA D675年 頃からA D715年頃ということになる。土器のこ

うした年代観に大過なければ,こ の遺跡の存続期間は,せいぜい40年前後と推定することができる。遺構をみたとき,

掘立柱建物群に,数期にわたる建て替えがみられないことは,その傍証といえるだろう。

B 土師器について

土師器でもっとも注目されるのは甕である。いずれも口縁部を横方向にナデ,胴部の内外面をハケメ調整する。こ

の種の甕は,長胴化の傾向を除けば,製作技法上は古墳時代以来の伝統的な甕であり,い わば「古墳時代的な甕」と

いえる。事実,古墳時代後期の甕との間に大きな技術的差異は認められない。

一方,奈良時代以降の甕は様相が一変する。すなわち,長甕という点では形態的に変わりないが,成形・調整技

法では以下の諸特徴をそなえている:① 口縁部の内外面を, 回転力を利用してヨヨナデする。 したがって, 旧来は

九 くおさめていた口縁端部が,内側に向って尖 りぎみとなる。②胴部上半の内外面には,回転力を利用したハケメつ

まリカキメを横方向に施す。③胴部下半から底部にかけて,外面には平行タタキを,内面には同心円文を施す。①胴

部外面の中ほどには, しばしばヘラケズリを行う。このように,ロ クロ技法・タタキ技法,新たなヘラケズリ技法の

採用という諸点から,明 らかに須恵器の製作技法によって生産されているのである。また同様の製作技法は, もう一

つの煮沸形態である土蝸にも等しく認められる。こうした現象は,須恵器生産 と上師器生産を分離してみるならば,

土師器生産に生じた大きな技術革新 として評価できる。しかし,今一つ看過しえない現象がある。すなわち,こ の種

の形態・技法をもった甕・土塙は,一方では害窯において須恵器としても焼成・生産されているのである。したがっ

て,こ の事実からすれば,須恵器生産 と土師器生産を三分して捉え,前者から後者への技術体系の一方的な伝播・流

出を想定することはむつかしい。

ひるがえって,東江上遺跡の上師器に再び目を転ずれば,すでにふれたとおり上師器の供膳形態がまったく欠如し

ているという事実が浮かぶ。換言すれば,供膳形態は須恵器によって占められていたということである。この時期に

畿内では,暗文を多用する土師器の杯・椀類が供膳形態としてなお大きな比重を占めており, きわめて対照的である。

前記のことは,東江上遺跡に限られた現象ではなく。 7世紀末から8世紀代の北陸地方では,一一黒色土器の椀 。杯

が若千あることを捨象すれば一一 かなリー般的なあり方であったと考えられる。こうした点から,す でに 7世紀末

において北陸地方では,須恵器生産の優越性を否定できず,上師生産は,土師器固有の機能である煮沸形態 (甕 )に

ほぼ限られるほどの壊減的状況にあったと推論できるであろう。だとすれば,上述の須恵器の技法による甕・土鍋 も,

奈良時代に到って土師器生産が須恵器生産体制のなかに包括・併呑され,新たな土器生産体制の下に生産されたもの

と考えられよう。つまり,旧来の上師器生産の一定の解体とその新たな再編成が, この時期になされたと考えるので

ある。また,その再編成には,在地の有力豪族あるいは首長層 (郡司層)の関与が介在したと考えている。その成立

時期が奈良時代初頭である点に注目すれば,新たに成立したこの土器生産体制は,いわば地方における「律令的土器

生産体制」の成立として捉えるべきであろう。
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註 1 西 弘海氏のこの見解は,奈良時代の上器について『正倉院文書』の分析から導き出されたものである。年代的にな7,8世紀の

交にあたる本遺跡の上器にこの見解を適用するのは,不適当と思われるかもしれない。しかし,内面にかえりをもつ蓋と組みあう平

底の杯 (西氏のいう杯G)が,飛鳥Ⅳ期にはほとんど消滅している 〔西1976〕 ことから考えれば,飛鳥Ⅳ・ V期に該当する本遺跡の

上器に西氏の見解は適用しうると考える。

また,本文中で,杯 Aが「基本的には」無蓋と述べたのは,実際の使用の場においては, ときに有蓋として現われた蓋然性を考慮

したからである。

註2 ただし,杯 A・ Bいずれかを判別しえない口縁部の破片を捨象しているので,こ の数値には,今後若子の変動が生ずるかもしれな

い。一つの傾向を示すものとして,本文ではとりあげた。

註3 本書の遺構編 〔岸本1981〕 では,土器の編年的位置は,飛鳥Ⅳ期に限定した。しかし,そ の後土器を整理・検討した結果,飛鳥Ⅳ

期に限定することは困難であり,飛鳥Ⅳ oV期 と幅をもたせて考えたい。ここに修正しておく。上記の判断材料としては,蓋 Aと 蓋

Bと の比土比率がおよそ2:3であること,ま た蓋B・ 杯A・ Bの上器型式が,飛鳥Ⅳにはとうてい限定できないことを挙げておく。

註4 筆者が甕Cと 呼んだ小形甕では,奈良時代以降,本文中に掲げた①～④の技法のすべてが,必ずしも採用されてはいない。特に,

タタキ技法は欠如していることが多い。富山県砺波市高沢島H遺跡の出土土器 〔神保1978〕 はその好例である。

註 5 須恵器の製作技法によるこの新たな甕は,北陸地方に普遍的に分布しており,奈良時代の北陸地方における上師器甕の地域性とな

っている。この種の甕は,平安時代以降には,東北地方にも波及しているが,そ の出現の故地が北陸地方にあることは,本文から明

らかである。以上二つの理由から,こ の種の甕を,橋本 正氏の提唱に従って「北陸型の上師器 (長 )甕」と呼ぶことにする。

なお,橋本 正氏は,日頭において前記の事実をしばしば強調され,上記の用語をすでに使用されていることを明らかにしておく。

註6 例えば,富山県下の窯跡では,大円町小杉流通業務団地内れ16遺跡第2号窯跡 〔上野・池野1980〕 ,小矢部市平桜岡山3号窯 〔伊藤

1981〕 等において認められる。前者は,そ の出土須恵器が,平城宮の土器編年 〔小笠原他1976〕 の平城宮Hに併行することから,A
D730年頃にはすでに,こ うした現象が生じていたことを示している。

註7 須恵器生産から土師器生産への一方的な技術伝播・流出にとどまっていたものであれば,こ の種の甕は,あ くまで土師器にのみ見

出されるはずである。しかるに,須恵器としても焼成されているのであるから,須恵器生産組織のなかにおいても,こ の種の甕が製

作されていることは,十分推論できることである。この関係は,両工人集国の緊密な技術交流を想定する 〔吉肉1967〕 だけでは,説
明しきれない面をもっている。

以上述べたように,奈良時代以降には,土師器上産への新技術の導入にとどまらず,須恵器二人が上師器の生産に関与した形跡が

認められるのである。このことから,農業共同体内に存在した上師器二人の消滅ないし須恵器生産組織への吸収をただちに考えない

にせよ,旧来の上師器生産・須恵器生産が再編成され,両者を包括した新たな土器生産組織・流通機構が整備されたと考えざるをえ

ない。

8世紀末以降,糸切 り技法を採用した土師器が出現する背景には,上に想定したような段階が前提条件として存在したと考えてい

る。

註8 吉岡康暢氏は,石川県三浦遺跡中層の上器について,「供膳・貯蔵形態は須恵器,煮沸形態は土師器という器種による明瞭な機能分

化がみとめられる」ことを,すでに指摘されている〔吉岡1967〕。また,高島忠平氏も,北陸地方の奈良時代に食器が須恵器に限られ,

全国的にみると特異な現象であると述べている 〔高島1964〕 。

註 9 甕以外の器種の生産をまったく否定しようとするものではない。土師器生産が主に煮沸形態の甕によって占められるまでに後退し

ている点を強調するにすぎない。ここでいう土師器生産の後退は,須恵器生産の優越性と表裏一体の関係にある。

註10 同じ形態・製作技法をもつ土器を,焼成段階で土師器と須恵器とに焼き分ける,「焼き分け」が存在したと考えている。焼き分けを

必要とした理由は,そ の器種が甕と塙にほぼ限られていることからも明らかなとおり,煮沸形態のみは耐火性の上師器として酸化烙

焼成せざるをえなかったためと考える。

註■ この点に関しては,日中琢・浅香年木両氏の論考 〔田中1967・ 浅香1971〕 から多くのことを学んだ。

付記 本遺跡では出上していない新種の「北陸型長甕」について綾々述べたのIも これが本遺跡出上の甕ときわめて対照的であるため,

これを採りあげることによって,逆に本遺跡の甕のもつ意味を浮上させようと意図したからにほかならない。東江上遺跡の土師器の

甕は,本文・註で述べた北陸型土師器甕の出現前夜の上器として位置づけられるのである。
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表 1 神田遺跡珠洲観察表

番 号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 脚底径 器  高 口縁 部 体  部 頂 部 脚・底部 口縁部 体 部 頂 部 脚・底部

霊 S K103 160 タタキ
円形,テ 具
痕

甕 32 8
回転糸切 り ヨコナデ

波状文あり
眉部に波状文あ り

甕 48 0 ヨヨナデ タタキ ヨヨナデ
指頭圧譲

アテ員痕

軍 22.6 タタキ
アテ具痕

指頭圧痕

望 15 2 6.0 11.6 ,コ ナデ
回転系切 り

士霊
ヨヨナア

刺突文あり
ヨヨナデ

指 鉢 23.0 状
デ
波

ナ
に

コ
部

ヨ
端
文

ナデ と櫛状

具
ヨヨナデ ヨヨナデ ヨヨナア

田緑端部に波状文

底部静止糸切 り

指 鉢 28 8 12.0 ヨヨナデ
ナアと櫛状

具
5条 の オ ロシ メ

績 鉢 27 4 ヨヨナデ

指 鉢 29,0 ヨヨナデ ヨヨナデ

播 鉢 48.5 ヨヨナデ ヨコナア

播 鉢 S BO03 20 6 10.2 ナデ ? ヨヨナデ ヨコナデ ヨヨナテ

括 鉢 17.8
り
消糊薙

転
状

ｏ

回
櫛
す

ヨコナア

福 鉢 24.2 ヨヨナデ

婚  鉢 21 2 ヨヨナデ ヨヨナデ ヨコナア

犠 鉢 25 4 ヨヨナデ ヨヨナデ コヨナデ ヨコナア

構 鉢 24.0 ヨヨナデ ヨヨナデ

糟 鉢 24.0 ヨヨナア ヨヨナデ

悟 鉢 27.0 ヨコナア

指 鉢 30 4 ヨヨナア ヨヨナア ヨヨナア

指 鉢 32 6 ヨコナア ヨコナア

種 鉢 37.4 ヨヨナデ ヨコナア ヨヨナデ 焼成不良

ナ デ ヨヨナデ ヨヨナア

11.0 ヨヨナデ
静止糸切り

102 ヨヨナア 回転糸切 り ヨコナデ

ヨヨナデ 衛状具 ヨヨナデ コナデ

X21-24
衛状具 ヨヨナア ヨヨナア

S B a16 ヨヨナア ヨコナデ
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神田遺跡土師賀小皿観察表

番号 出 土 区

法  量
成 形 調 整

備  考 番号 出 上 区

法 量
成 形 調 整

備  考外 面 内 面 外 面 内 面

口径 器 演 口径 器 高口縁部 底  部 口縁部 底 部 日縁部 底  部 口縁部 底 部

ヨヨナデ 糸切 り ヨヨナデ ヨヨナデ

ヨヨナア 糸切 り ヨコナア

ヨコナア 107

ナア ナ ア ヨヨナア

ヨコナア ナ ア ヨヨナデ ナ デ ヨコナデ ヨヨナア 内面放オ状の
用突文

ヨコナデ 内面スス付着

ヨヨナデ ヨヨナデ

ヨヨナデ ヨコナア 内置スス付着 ナ デ ナ デ ナ ア ナデ

ヨコナア ナデ ヨナア ナデ ヨナア ヨナア

指頭痕あつ

ナ デ

ヨヨナア ヨヨナア
″
“

ヨヨナア ヨヨナデ

ヨヨナア ヨヨナテ ヨヨナア ヨヨナア

コナア コナデ ヨナア

S B010に伴
う構か

ヨヨナア 外面にスス付
着

ヨヨナア ヨヨナア

内面スス付着

ヨヨナア ヨヨナデ 内底 クン ヨヨナデ ヨ ヨナ ア ヨヨナア

ヨヨナア ヨヨナデ ヨヨナア

ヨヨナデ ヨヨナデ ヨヨナデ

104
X22 24

ナデ ナ デ
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表 3 工印新遺跡弥生土器・土師器観察表

香 号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日 径 体部径 脚底径 器  高
口縁 部 胴上部 胴下部 脚・底部 日縁言Б 胴上部 胴  部 脚・底言!

1 甕 130 ヨナデ ナデ 外面にスス付着

2 甕 14.6 ヨナデ ヨヨナデ
外面にスス付着

口縁に′ヽケ先で刻み

甕 24.0
外面にスス付着
口緑内面にハケ先て
羽状に刻み

甕 23 4 29.6 37 4 コヨナデ ヨコナデ 外面にスス付着

士霊 44 0 100 ヨコナテ
ナ デ

ナ ア
ナデ ナ デ

7 士霊 16 2
日緑内面にハケ先で

刻み

甕 S K34 16.0
外面にスス付着

口縁にX状の刻み

甕 16 5 ナ デ ヨナデ ナ デ
外面にスス付着
口緑に 2条の回線籐
上部に刻み

11 士霊 S層一括
29 0 ベラミガキ

壺 12.0 外面にスス付着

霊 7層
13 6 ヨヨナデ ヨコナア 外面にスス付着

一霊 2 3層 14.0
口縁内外面に刻み

頸部に沈線

一笠 8層
13 0

口緑にクン先による

刻み

霊 7層
16.0

ヨヨナデ
ヘラミガキ

ヨコナデ
頸部に洗練

霊 17.6 ヨヨナデ ヨヨナデ 外面にスス付着

士霊 7層
18.0

壺 2 3層 18.0
ヨヨナデ ヨヨナア

霊 8層
14,0

外面にスス付着
口縁外面に刻み、内
面格子状の刻み

壷 8層
18.0 口縁内面に指頭圧振

一霊 176 ヨナア

一霊 8層
18.2 ナデ

室 7層
15,7 ヨヨナデ

士霊 160 ヨコナデ ナデ

口緑に貝殻によるカレ
沈線は貝殻腹緑
外面にスス付着

gE
7層

26.6 ナ テ
ナ デ 口緑ナアの後、格子

目を刻む

甕 7 8層 22.5 31.7
ユヨナア ヨヨナデ 外面にスス付着

胴上部に刻み

甕 8層
145 170

ヨヨナデ
ヘラタズリ

外面にスス付着

口緑内面に甥潮 み

甕 16.5 ヨヨナデ ナ デ ヨナア
舛面にスス付着

口緑に回線

甕
7・ 8層

17 3 21 1 ヨヨナア
ナ デ 口縁にハケ先で刻み

外面にスス付着

甕 8層 一括
12.7 16.2 24.0

ヨヨナデ
ヘラクズリ

ヨヨナア

ナ デ ナ デ
外面にスス付着

簑 8層 一括
16 8 18.8 7.4 27 0 外面にスス付着
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 脚底径 器  高 口頸部 月Π」ヒ著躊 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

甕 7層
150 口緑外面に指頭圧痕

甕 7層
17.4

口緑内外面にスス付

着

甕 145 13.8
ナ デ

ヨヨナデ
ナ デ

外面にスス付着

甕 8層 一括
19 5 ヨコナデ

日緑内面にヘラによ

る刻み

甕 7層
20 0 外面にスス付着

甕 8層
148 ヨコナデ ヨナデ 外面にスス付着

甕 7層
13.4 124

ヨヨナデ ヨコナデ 外面にスス付着

内面に接合痕残る

甕 16.2 17.5 160 ヨヨナア 外面にスス付着

甕 7層
17.2 ヨコナデ ヨコナデ 外面にスス付着

甕 8層
17 6 ヨコナデ 外面にスス付増

甕 5層
170 ヨコナデ ヨナデ 外面にスス付君

甕 8層
20.0

外面にスス付着

口縁内面に指頭圧度

甕 8層
19.0

ナ デ

効蜻儒′ヽケ先‐こめ外面，こス
甕 8層

180 175
ヨヨナデ

ヨヨナア
日縁に指頭圧痕 頸
翻こハケ匁引聴(よる
班熟 外面にスス仕若

甕 8層
11 0 11 6 11.5 ナ デ ヨコナデ ヘラケズリ

外面にスス付着

外面舟透 り

鉢
8層

ナ デ
外面 と内面上部丹塗

り 真よ2鶴Ⅲ賃 24・FI

鉢 26 0
口緑にハケ先で格子
状の刻み
2個―対 の穴あ り

甕 8層
25.5 24 4

ナデ

条痕
条痕 条 痕

条痕

指頭圧痕
条痕 条痕

外面内下部にスス付

着

甕 8層 ―猪
23.1 31.0 条痕 条痕 条痕 ナ デ 内外面にスス付着

甕 8層
12 8 15,5 ヘラミガキ ヘラミオキ Rと の縄文 ヘラミ才キ ヘラミ〃キ

外面にスス付着
文様 波状日緑は 3

単位か

霊 14.5
ナ デ

外面丹塗 り

高  杯 18.0
ヘラミガキ
ヨヨナデ

ヨヨナア
脚端部に 7～ 8 em幅

で舟塗 り

獲 8層 14.2 138 145
ヨコナデ ヨヨナア

ナア 外面 にスス付着

甕 20 6 ナデ 外面にスス付着

高 杯 27.2 ミガキ
ヨコナア
ミ〃キ

ミ才キ 犯っ手力fIHく

軍 25.5
ヨヨナデ

高 杯 3層 一指 22 6 ヘラミガキ

高 杯 24 0 ベラミオキ ヘラミオキ 外面にスス付着

高 杯 24.2 ヘラミ才キ ヘラミ〃キ

高 杯 25.0 ペラミ″キ ヘラミ〃キ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 脚底径 器  高 日頸部 胴上部 汀同
~FttБ

脚・底部 口頸部 胴上部 月Π¬ド言ト 脚・底部

壺 12,7 ヘラミガキ
ヨヨナデ

ナデ

霊 138 20 5 23.8
ヨヨナデ
^ヽ ラミガキ ^ヽ ラミガキ

ベラミガキ
凹底

ナ デ

韓
霊 X8 Y4  5層 19,0 ベラミガキ ナ ア 竹管による刺突

甕 25 5 ヘラミガキ ベラミ才キ 外面にスス付着

器  台
巧
層

一
ｅ
‐４

ｎ
　
Ｄ

24 0 ヘラミガキ

高 杯
ヘラミ才キ ヘラミオキ

器  台 S D14 ナデ ヘラミガキ
ヘラケズリ

外面にスス付着

高 杯 X16 Y40 3 J冒
ヘラミ才キ 脚段部にキザ ミあ り

霊 5層
136 ヨヨナデ ヨコナデ

士霊 ― 括
13 7

ヨヨナデ ヨヨナデ

ナア

129 軍 ヨコナデ

宝 13.8
ヨヨナデ
ヘラミガキ

ヨコナ ア
ヘラミガキ

士霊 18.8 34 0
ヨヨナデ コヨナデ ヘラケズリ

軍
一 緒

12 4 ヨナデ ナ デ
口縁内面に炭化物付

着

士霊 21 5
ナ デ

ナデ
指頭圧痕 ヘラクズリ

134
2・ 3層

14.0
ナ デ

ヘラ記号あ り

霊 14 0 20.5

士霊 12.5 17.0 23 8

137 霊 3層 12.5
ヘラミ才キ ヘラミオキ ナ ア

ナア

空 11.8 30.8 6.5 31.5 ヨヨナア
口底

ヨヨナデ
ナ デ ナデ

ヘ ラ記号あ り

〓霊 S層一括
19.8 30,2

ヨヨナデ ナデ
ヘラミガキ

ヘラミ〃キ ヘラミガキ
ヨヨナデ
ベラミオキ

文様部分をのでき外面
丹量り、ハケ先によ
り文様を施文

霊
―括

17.2
ヨコナア ヨヨナデ

甕
X8 Y45
-括 16.5

ヨヨナデ
ヨヨナデ 外面にスス付着

甕
2・ 3層

19 5
ヨヨナア ヨヨナア

甕 ―猪
19 5 ヨヨナデ

ヨヨナア

甕 21.5 ヨヨナデ ヨコナア

甕 3層
15,4 外面にスス付着

蓑 3層
16.0 ヨヨナデ

ヨコナデ
ヘラケズリ

外面にスス付着

147 甕
Ю

層 21 8
ナデ

ヨヨナデ

ナデ
外面にスス付着

甕 3層
26.2 33.6 ヨコナデ 外面にスス付着
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―

―

―

―

―

匡

番 号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 体部径 脚底径 器  高 日頸部 】同」し言h 胴下部 脚・底部 口頸部 打同」L著ト 汀Π下部 脚・底部

甕 3層
11 2

ヨヨナデ

クンメ

甕 3層
11 2 11 3 10.0 ヨヨナデ

ナ デ
外面にスス付着

甕 16.8 14.0
ナ デ ナ デ ナ デ

ベラケズリ 外面にスス付着

甕 8層―括
16.0 190

ヨヨナア

甕 5層
15.5 ヨヨナデ

甕 155 ヨヨナア ヨヨナデ 外面にスス付着

甕 5層
170 ヨヨナア ヨヨナア 外面にスス付着

甕 3層一括
16 8 ヨヨナデ

157 甕 18.0 ヘラミオキ

甕 ユ・ 2層
16.8

ヨコナア

ナデ
ナデ

ヨヨナア
外面にスス付着

甕 12.0 ヨヨナア 外面にスス付着

甕 5層
14.2 15 5 ヨヨナア ヨヨナデ

甕 14.0 16 5 ヨヨナデ ヨヨナデ ナデ 内外面にスス付着

甕 8層
17 0 21.5 26 5

ヨコナ デ

ナデ ナ デ

ヨヨナデ

指頭圧痕
内外面にスス付着

甕 18.2 172
ヨヨナデ

ナデ
ナ デ

ヨヨナデ
ヘラケズリ

甕 3層
17.2 22.8 27 0｀

ヨヨナデ
ヨ ヨナ デ 外面にスス付着

菱 5層
12 5 11,7 12.3 ヨヨナデ ヘラミ才キ ヘラミ才キ

ヘラミオキ

凹底

ヨヨナデ

ナデ
ヘラケズリ

甕
‐２

層 19.2
ナ デ ナ デ

外面にスス付着

甕 15.2 165 ヨコナデ
ナデ ナ デ

甕 一 括
ユ52 184

ヨヨナア ヨヨナデ

ナデ
外面にスス付着

甕 2,3層 25 8 ヨヨナデ
ヨヨナデ

外面にスス付着

甕 3層
26 2 33.6 ヨヨナデ ヨナア 外面にスス付着

甕 3・ 4層
12.0 ヨヨナデ 外面にスス付着

甕 5層
19.2

ヨヨナデ ナ ア
外面にスス付着

台付甕 2 3層

甕 3層
164

ヨコチア ヨヨナデ
外面にスス付着

器  台 21.5
ヨコナデ
ヘラミ才キ

ヨヨナデ

器  台 3層
25.8

ヨヨナア
ヘラミオキ

ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ

器  台
3層

25,9 ヘラミオキ ヘラミガキ

器  台
3層 ―猛

20.5
ヨヨナデ
ヘラミオキ

ヨヨナ デ ヘラミオキ
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

偏 考外 面 内 面

日  径 体部径 脚底径 器  高 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 日頸部 】同」L著る 月同
~F言

ト 脚・底部

鉢 180 ^ヽ ラミオキ ヘラミオキ ^ヽ ラミオキ

高  杯 5層
23 0 ミガキ 外面にスス付着

鉢 22.8 ヘラミガキ ヘラミガキ

鉢 8層
118 110 5,7 才キ ヘラミ才キ ヘラミ〃キ ‐ラミ″キ

鉢 3層
12 5

ナ デ
ガ キ ヘラミオキ 口底 ミガキ ミガキ ミガキ

鉢 3層―括
12,7 13 2 ヨヨナデ ヘラナデ ナデ ヨヨナア

高 杯 24 0 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミオキ ヘラミ〃キ スス付着

高 杯
2・ 3層

23 0 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミ才キ

器  台 8層 一括
26 7 スス付着

高 杯 5層一括
26.5 170 20 0 ヘラミガキ

ヘラミガキ
ヨヨナテ

ナデ
ヨヨナデ

3ツ 穴

高 杯 3層―括
28.2 19,0 22.5 ヘラミガキ ヘラミオキ ヘラミガキ ヘラミオキ 4ツ 穴

205 高 杯 ヘラミガキ ナ デ 外面丹塗 り

206 高 杯 3層
ヘラミオキ

ナ デ

器  台 3層 ―柘
174 ナ デ

208 器  台 3層一緒
148

ナ デ

シボリ
ナデ スス付着

台付長首
霊 3層―指

103 ヘラミガキ かヽラミシ,キ ヘラミガキ

210 台付長首
霊

19.4 ヘラミオキ ナ デ ナ デ

台付長首
宝 8層一緒

15 0 12 3 19 0
ヨヨナア ナ デ ポ́リ 脚と胴の接合部は格

上紐をはり蓋をする

212 台付長首
霊

20 8 ベラミ才キ ヘラミガキ
ヨヨナデ ナ デ

クシ状工具による羽
状の刻み
竹管文様は 4単位

高 杯
一 括

18 5 ヘラミ″キ
ヨヨナデ

ヘラケズリ
ハケメナデ

高 杯 3層―括
17 3 ^ヽ ラミガキ ヘラミガキ

ヨヨナデ
ヘラミオキ 内外面にスス付着
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表 4 中小泉遺跡 弥生土器・土師器観察表

番 号 器 種 出 上 区

法 量
成 形 調 査

備 考外 面 内 面

口 径 胴苫卜径 脚底径 器 高 口頸部 胴上部 月同
~ド

吉卜 脚・底部 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

l 高  杯 逢と控壬景あ売禽電
BIく

2 高 杯
ヘラ鵜きによる五条
の沈線を引く

3 13.4
ヨ
ヘ

メ
デ
〃

ケ
ナ
ミ ラミ才キ ヨナデ

指頭圧痕

4 甕 15,2 ヨコナア
外面にスス付着 内
面に タシ状工具によ
る列点

5 甕 22.0 19,7 27 5 ヨヨナデ
指頭圧痕 外面にス

ス付着

6 鉢 22 4 内 ,外面にスス付着

7 士霊 15.4
一つは穿孔,こつは

未貫通

8 と笠 S D36
14.1 かヽラ

口督部にクン状工呉

による刻み

9 21.0 タン状工具による刻

169 ヨヨナデ ヨコナテ クシ状工具による力

甕 16 1 ヨヨナデ
内面にクシ状工具に

よる羽状の列点

甕 19 8 21 4 29 8 ナ テ

甕 19 0 ヨコナデ
内外面にスス付着
内面にクシ状工具に
よる羽状の列点

甕 S D30
18.2

ヨヨナデ ヨヨナア
内外面にスス付着

甕 15 2 13 6 11,7
ヨコナア ヨヨナデ

内外面にスス付着

甕 16 4 144 14.8
ヨヨナデ

ヨヨナデ 内外面にスス付着

甕 S D36
20.0 7.6 外面にスス付着・内

面に指頭圧痕

霊 14.0
クシ状工具による刻

み・ 外面に簾状文

壺 16.0 外面に鋸歯状の沈練

を引く

甕 1層
20,0 19,0 10.8

ヨヨナデ ヨヨナデ
外面にスス付着

甕 2層 19,0
ヨヨナア

ヨヨナデ
・
具傍

紅
ス
ク
み

離
縦
初

外
唇
よ

甕 17.0 ヨヨナデ ヨヨナデ 外面にスス付着

甕 21 0
ヨヨナテ ヨヨナデ 外面にスス付着・ロ

督部は中口みとなる

甕 1層
16 0 ヨコナア 内外面にスス付着

2 3層 重量感がある

甕 ナ デ
内蔵面に指頭痕があ

る

甕 S D33 外面にスス付着

甕
ハケメ サ

デ

甕 20
ハケメ ナ

ア
外面にスス付着

士軍 S D33 ヘラミ〃キ 外面にスス付着
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 査

備 考外 面 内 面

日  径 胴部径 脚底径 器 高 口頸部 】同」L吉h 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

ハケメ ナ

デ

ナ デ 黒班がある

甕 内外面にスス付着

34 74

S D35 72 ナ デ
内底面に指頭痕があ

る

7.4
ハケメ ナ

デ

内外面にスス付着
焼成後に2箇所を穿
をL

2 3層
外面にスス付着・黒

班がある

X17 Y61
1層

5.6 外面にスス付着

2 3層 19

長頸壷 15.0 63
ヨヨナア ヨヨナデ

甕 16.0 140 ヨヨナデ ヨコナア ナ デ

外面にスス付着・ ロ
縁部外面に クン状エ
具による刻み

S D36 15.1 17
クン状工具による押
圧したこ条の沈線を
辱Iく

一空 15 2
ヨヨナデ

敷条の凝回線文

甕 182 外面にスス付着

蓋 12 4
ヨコナデ・

ラミオキ

ヨヨナデ

長頸壺 S D04 と90
ヨヨナデ・
ハケ″ ナ
デ

ヨヨナデ

ナデ

長頸壷 11.2 17.0 18.9
ハケメ・ナ

壺 14.0
ラミ才キ

ヘラミガキ

甕 15.8 160 137
ヨヨナア ヨヨナテ

外面にススr・f■

甕 17.0 外面にスス付着

蓋
ヘラミガキ ヘラミガキ

2 3層 102
ユヨナデ ヨヨナデ・ ヘラケズリ

鉢
２８

層 120 ヘラミ〃キ

蓋
1層

12.4
ヨヨナア

高 杯 ヘラミガキ

′ヽケメ・ナ ハクメ ナ
黒斑がある

2・ 3層

ハケメ ナ

デ
ナ デ

表株 内面にスス付着
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表 5 中小泉遺跡須恵器観察表

表 6 中小泉遺跡珠洲観察表

番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 脚底径 器  高 日縁 者巨 休  部 頂  部 脚・底言I 日縁部 体  言隅 頂  部 脚・部

杯 10.8 41 ヨヨナデ

邦 11.0 ヨヨナデ

杯 11 2
ヨヨナデ
ヘラケズリ

ヨコナデ

ナデ

杯 91
ヨコナア
ヘラケズリ

ヨヨナデ

ナデ

番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

傭 考外 面 内 面

日  径 体部径 脚底径 器  高 日頸部 体上 部 体下部 脚・底卸 口頸著Б 体上部 体下部 脚,底部

甕 48 7 タタキ ヨヨナデ タタキ
口緑内面に階段状圧

痕を残す

甕 35 7 タタキ ヨヨナデ

甕 60 0 ヨヨナデ

甕
三

３５

２５

Ｅ
66 0 61 6 24 0 45 8 ヨヨナデ タタキ 静上糸切痕

タタキ
ナデ

ナ デ
口唇先端を嘴状に拡

長

士霊 13 0

士霊 112 ヨヨナテ ヨヨナア
口督先端 を嘴状に拡

長

〓霊 17 6 134 コナデ ヨヨナデ
体上部に櫛描波状文

あり

ヨヨナデ 静止糸切痕

タタキ
静止糸切痕

指 鉢 16 1 ヨヨナデ ヨヨナデ
口唇内面につまみだ

した稜をもつ

悟 鉢 30 8 ヨヨナデ ヨヨナデ

指 鉢 36 8 12 3 15 4 静止糸切痕 ヨナデ コナデ ヨヨナデ

信 鉢 31 0 110 ヨコナデ ヨヨナア ヨヨナデ

橋 鉢 23 4 コナア ヨナア ヨヨナデ

悟 鉢 35 0 コナデ ヨヨナデ

信 鉢 29 0 ヨヨナデ

悟  鉢 43 4 ヨヨナデ ヨヨナデ ヨヨナデ
口緑部に葡描波状文

あり

悟 鉢 31 8 90
口緑部に櫛描波状文

あり

橋 鉢 30 2 16 6 静止系切痕 ヨナア

悟 鉢 14 8
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表 7 中小泉遺隊土師質小皿観察表

番号 出  土  区

法  量
成  形 ・ 調  整

備 考 番号 出 土 区

法  量
成  形 。 調  整

備 考外 面 内 画 外 面 内 面

口径 器高 口径 器高日縁部 底 部 口縁部 底  部 口縁部 底  部 日縁部 底  部

コナア ヨヨナデ

ヨヨナデ ナ デ ナデ

ヨヨナア
口燎内外面に
スス付オ

ヵ

４‐
ヨヨナア ヨヨナア

ヨコナア 指顕庄痕
ナア

ヨヨナデ ナ デ
白緑内外面に
スス付着

者頭圧痕

表採 ヨヨナア 指頭圧痕 ヨ ヨナ デ
ヨヨナデ
ナア 129

８５

守

130 ヨヨナデ 指頭圧痕 ヨコナデ

ナ ア ヨヨナア ナ デ ヨヨナア ヨコナデ

‐９

中
ヨヨナア ナ ア ヨヨナア ナ デ 指頭圧痕 ヨヨナデ ナ ア

ヨヨナデ ナデ コナア

ヨコナア ヨヨナデ 指頭圧痕
ナア

コヨナテ ナ ア
口緑内外面に
スス付着

ヨコナア ヨコナア
口緑内外面に
入ス付着

表採 ヨヨナア ヨ コナ ア
口緑内外面に
スス付着

ヨヨナア ナデ ヨヨナア ヨヨナデ ヨナア ナ デ

ヨヨナア ナ ア ヨヨナア ナア
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表 8 飯坂遺跡弥生土器観察表

番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

捕 考外 面 内 面

日  径 打同」L吉L 】同
~F者

ト 器  高 口頸部 胴部径 脚底径 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

士霊 3層
18.0

ヨヨナア 田緑部 胴上半に

キザミあり

士宝 5層
16 5 ヨヨナデ

口隷部 lB上半にキ

ザミあり

壺
3号方形

周溝墓
14.5 25 4

ヨョナデ ヨヨナア

霊 5層
14.0 24 5 ヨヨナア ヘラミガキ ベラミ″キ ヨナデ

士霊 5層
15,0 ヨヨナデ

軍 5層
14.0

ヨヨナア
ヘラミ才キ

ヨコナア ナデ
口総内面と外面は舟

」置り

空 5層
11 6 ヨコナア ナ デ

内面口縁 と外面は丹

重 り

士霊
5号方形周溝

墓溝内
12.8 10.7

士霊
2号方形周滞

墓溝内
110

霊 3層
13.0

霊 5層
12 2 コナア

一霊
3号方形周溝

塞澪内
24 0 36.6 40 0

ヨヨナデ
ヘラミ才キ

ヘラミ才キ ヘラミガキ ガキ
ヨヨナデ
ヘラミ才キ

3 4層 14.2 ヨヨナデ ヨコナデ
口緑に円形の刻み

あり

一霊 5層
22.2

宝

3号方形周薄

≧溝内
22 0

ヨヨナデ
ヘラミ才キ

霊 5層
13 5

霊

3号方形周清

墓溝内
25 0

ヨヨナデ
ヘラミガキ

ガキ
ヨヨナデ
ヘラミ才キ

ベラミ才キ

士霊 2層
23.6

壺 2月
13.8 23.6 26.8 ヘラミ才キ ヘラミガキ ヘラミ″キ ヘラミ才キ ヘラミガキ ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミ才キ

霊

8号方形周滞

塞澪内
140 180 26 5

ヨコナア
ナ デ ナ ア

士霊
X30 Y40
1 2層 9,8 164 定

お
推
２６

ヨコナデ ヨヨナア ヘラクズリ ヘラクズリ スス付着

7号あるいは8号

周お墓澪内
ヘラケズリ 底部のみ

7号あるいは 8号周

周藩墓溝内
ヘラケズリ 底部のみ

74
5層

5.0 ヘラミガキ 底部のみ

一霊
7号方形周溝

墓溝内
14.2 19,2 25.5 ヨヨナデ

ヨヨナデ

ナテ
ヘラクズリ ヘラケズリ ヘラケズリ 外面スス付差

gE
5嬉

13 5
ヨヨナデ ヨコナデ

望 3層
10.0

ヨヨナデ

と霊
1号方形周溝

墓溝内

ヨコナア
ヘラミオキ

^ヽ ラミオキ

霊 1 2層
ヨヨナア ヨヨナデ

ベラミガキ

霊

7号方形周濤

墓薄内
14.2 192 25.5

ヨヨナデ ヨヨナア

ナア
ヘラケズリ スス付着
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日  径 月同吝卜径 脚底径 器  高 口頸部 胴上部 打Π下部 脚・底部 口頸部 胴上部 】同
~Ftth

脚・底部

3層
ベラミガキ

1・ 2層
11 8

ヨコナデ ヨヨナデ

S D26内 10 5 17 0 17.0 ナ テ ナ デ 内 外面スス付着

3号方形周溶

墓澪内
ナ デ

5層

第2文化層

1層
ヘラケズリ

8層
ナ デ 底部穿孔

2層
ナ デ

8号方形周藩

墓藩内

1 2層
外底面にヘラ記号

霊 1 2層 2.2 オ キ

一霊
3号方形周落

墓溶内
13.5 18 5 22.0

ユヨナデ ヨヨナデ ナ デ
胴上半に記号あ り

甕 3-5層 13.0 12 2 1.5 115 コナデ ヨヨナア ヘラケズリ ヘラケズリ

鉢
2層

15.2 ヨヨナデ
ヨヨナデ

ナデ

鉢
3層

17 8 ヨヨナデ ヘラミオキ ^ヽ ラミオキ ラミオキ ヘラミガキ

高 杯
8号方形周務

墓濤内
21 5 ヨコナデ

甕 4層
26 0 ヘラミ〃キ ラヽミガキ

内面口縁端吉卜に丹塗

り痕あり

甕 2 3層 16 8 17 8 22 ヘラクズリ

甕 1 2層 16 0 15 0 ヨヨナデ ヘラケズリ

蓋 5層
16.4

ヨヨナデ
ヨヨナテ

鉢
5号方形周溝

墓薄内
舛面丹塗 り

甕 2層
13.2

コナデ

甕 5層
18 3 ヨコナア ナデ 口縁にキザミあり

甕 S D27内 17 5 ヨヨナデ
口縁部 ,胴上半に

キザミあり

106 甕 5層
11 6 ヨナデ ヨヨナア 口縁にキザミあり

重 5層
19 5 ナ デ ナ ア

一霊 2層
15 8 22 5 24 2 ヨコナデ ヨヨナテ 孔 ユつあ り

高 杯
1・ 2層

140 ヨナア

高 杯 1 2層 15 8 13 8 13.2
ヨヨナア
ヘラミ方キ

ヨコチデ
ヘラミオキ

ヨヨナデ
ヘラミオキ ベラミ才キ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 詞 整

備 考外 面 内 面

日 径 胴部径 脚底径 器 高 日頸部 月同」ヒ言卜 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 打同
~FttЬ

脚・底部

高 杯
3号方形周溝塞藩内

S D23内
23 0 ヘラミ〃キ

脚端部に日塗り痕あ

り

高  杯
8号方形周溝墓

27.5 ヘラミオキ ´ヽラミオキ ヘラミガキ ヘラミオキ ヘラミオキ

表 9 飯坂遺跡須恵器観察表

表10 飯坂遺跡珠洲観察表

表11 飯坂遺RIt土師器杯観察表

番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 詞 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 底  径 器 高 口縁部 体  部 頂  部 底  部 口縁部 体  部 頂  部 底  部

宝 ヨナア ヨヨナデ
体部外面に2条 の沈

線あり

一霊 2層
18.2 ヨナデ ヨコナデ ヨヨナア 〕ヨナデ

体部外面の上方に 二

条の沈線あ り

霊 1層
150 ヨヨナデ ヨヨナア

口縁部外面の中ほど

に 2条 の沈線あ り

遊 離

蓋 2層

蓋 2層
120

杯 ユー2層
140 推定

30 ヨヨナデ
ヨヨナデ

ヨナデ

番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 詞 整

備 考外 面 内 面

日 径 体部径 底  部 器 高 日縁部 体  吉h 頂  部 底  部 口縁部 体 部 頂  部 底  部

甕 1層

条線状タタ

キメ

円形アテ具

痕
休都破片

甕 1層

条練状タタ

キメ
円形アテ具

痕
体部破片

甕 1 2層
条線状タタ

キメ

円形アテ具

痕
休部破片

信 鉢 1層
ヨコナデ ヨヨナデ ヨヨナア

ヨヨナデの

ちオロシメ

悟  鉢
口緑部破片
口唇部内面に櫛描波
状文

甕
条線状タタ

キメ

円形アテ具

痕
口縁部破片

番号 出 上 区

法 量
成 形 調 整

備  考 番 号 出 土 区

法  量
成 形 調 整

備  考外 面 内 面 外 面 内 面

磯径 器 高 底 径 器 高口縁部 底 部 口縁部 底 部 日縁部 底 部 口縁部 底  部

糸切 り ヨヨナデ ヨヨナア

３５

“

ヨヨナデ 系切 り ヨヨナテ ココナデ 168 ヨコナデ 系切 り ヨヨナデ
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表12 江上A遺跡弥生土器観察表

番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 査

備 考外 面 内 面

口 径 】同部径 脚底径 器 高 日頸部 】同」ヒ著ト 胴 下 部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

1 壷  A S D013区 下層 140 29 0 29.5
ヨヨナデ
ヘラミ才キ ハ、ラミオキ

ラミガキ Щ底 ラミガキ

2 壼  A S D01Att B区 110 22 0
ヨヨナデ

ヨコナデ 用上部にヘ ラお文

3 霊  A S D01C区 中層 13 5 21 5 24 0
コ線部に連続刻み
同上部に櫛描文
]線部 .胴 上部丹塗

霊  A
S D01Att C区

D区下層
14 5 22 0

ヨヨナア

ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミ才キ

5 壺  A S DolA区 11.0 22 0 18 5 ヘラミ才キ ラヽミ〃キ
コ底 ヘラケズリ ＼ラケズリ

ヨ線部に 6条 の沈線

6 壼  A 14 5 ヘラケズリ 同上部にヘラ猫文

7 壺  A S DolD区 中層 19 0 19 0 ベラミ才キ ラヽミオキ
片デ

＼ラミ才キ

8 壺  B S D013区 下層 135 11 0 15 11 5 ヘラミオキ ヘラミオキ ラヽミ〃キ ヘラミ才キ ヘラミオキ ヘラミオキ

Ⅲ面・口緑部内面丹

廷

9 壷 C S D01B区 中・下層 190 23 5 34 0
ヨヨナデ

ヘラケズリ
ラケズリ

ヨヨナデ
ヘラミ才キ

霊  G
S D01B区 下層

D区下層
13 5 180 27 0

ヨヨナデ ヨヨナデ
ナ デ 箕部に 1条 の沈線

重  G 140 16 0 25 0 寮部に竹管文

壺  G SDOICtt D区 14 5 23 0 45 30.5 ´ヽラミ才キ ヘラミガキ ラヽミ才キ
ナデ

重  G S D01E区 上層 13 5 19 0 ナデ ナア ナ デ

壷 G S DOユ E区下層 14 0 19 5
ヨヨナテ

トデ

壺  G S D01D区 11 5 19 5
ヨヨナデ

ナア

ヨヨナデ

壼  G 12 0 22 0
胴上部に爪による刻

壷  G S D01下 層 13.5 22 0
ヨヨナデ ヨヨナデ

壺  G 15 0
ヨヨナデ ヨコナア

壺  G S DOl拡 張区 13 0 19 0 28 0 ラヽケズリ ヘラケズ リ

壷  G S DOiC区 ,D区 13.0 19.5 30 0 ガ
↓ツ

ヨ

ハ

ペ
ヘラミガキ

ヨヨナア
ラヽケズリ ヘラケズリ 頃部に竹管文

三  G S D01B区 14,0 16 0
ヨヨナア コナデ

ラミ才キ
くラケズリ 願部に 1条の沈線

壺  G
S D01B区 上 中層

B区下層
12 5

ヨコナデ ヨヨナデ

壺  G S D01B区 下層 13 0
ヨコナデ

貫部にヘラ緒文

壺  G
S D01B区 下層

C区下層

ヨコナア ヨヨナデ

ラヽミオキ
貫部にヘラ繕文

壺  F S D01B区 ,C区

D区
17 5 22 5

ヨヨナデ

ヘラミ〃キ ヘラミオキ

ヨヨナア

ヘラミオキ
ナ テ 莞籠土器

壺 E S D03C区
S D03D区

140 23 0
ヨ〕ナア

壷 E S D01A区 20 5 ナ デ

霊  D
層下

層
層

中
下
下

区
区
区

19 5 38 5 46 5
ヨヨナデ

ヘラミガキ ヘラミ〃キ ベラミガキ
ラヽミガキ

ヨコナア

ヘラミオキ ヘラミガキ

】緑部に 8条 の沈線
貫部に連続刻み を付
ンた凸帯

霊  F
S DOIC区 中層

D区下層
16 5 20 0 29 0

ヨコナア ヨヨナデ
ヘラケズリ 完籠土器

30 壺  D S D01C区 中層 22 0 36 0
ヨヨナデ ヘラミオキか ヘラミ〃キ

コナア
質部に凸帯
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 詞 査

備 考外 面 内 面

日  径 胴部 径 脚 底 径 器 高 口頸部 胴上部 l同TttFS 脚・底部 口頸部 】同」L音ト 】同T苫ト 脚・底都

壷  D
S DOIA区 中 下層

A区 中層
30 0

ナ デ

壺  F S DOID区 23.0
ナ デ

凹底 ナ デ ナ デ
頸部にヘ ラ描文

胴上部に櫛描文

壷  G S D01D区 中居 18.0

壷  A S D01上 層 150 ヨヨナデ
ヨヨナデ

指圧 口緑部に連続刻み

壷 A S D01A区 下層 145
ヨヨナテ

ヘラミ才キ
ヨコナデ

霊  A 15 5
ヨヨナデ

ヨコナデ
胴上半部に連続則突

と沈線

壺  A S DOIE区 中央 12 0 口縁部に沈線

壷  A S DOID区 下層 16.0

壷  A S D01E区 上層 11 0
ヨコナデ

ベラクズリ

壺  A 145
ヨヨナデ

ナデ

壷  A S DOIA区 145 ,ヨ ナデ ヨコナア

壷 D S DOID区下層 15 0
ヨコナデ
ヘラミ〃キ

ヨヨナデ
ナ デ

顕部に刻みを付 した

凸帝

霊  A
S D01B D区中層

C D区 下層
170

ヨヨナデ
ヘフミガキ

口緑部に2条 の沈練

壺  A S D01C区 下層 120
ヨコナデ
ヘラミガキ

ヨコナデ

壷  A 16_5
ヨヨナデ ヨコナデ

壺  A
S D013区 下層

C区下層
14.5 ヘラミ方キ

ヨヨナデ

壷  A S DOID区 下層 15 5 ヨヨナデ ヨヨナデ 日縁部に刻み

壷  A S DOIB C D区下層 21 5
ヨヨナデ
ヘラミオ| ヘラミ〃キ

ヨコナア

壷  G S D01A区 16 5
ヨコナデ ヨヨナア

頸部に 1条 の沈線

壷  G S D01D区 中層 13 5
ヨコナア ヨヨナデ

ナデ
釈部に 1条 の沈像

壺 G S D01B区 中 下層

C区下層
13.0 ヘラミガキ ヘラミ〃キ

ナア

壷  G S DOIB区 下層 11.0
ヨコナデ ヨヨナデ

ナデ
ヘラケズリ 顕部に 二条の沈線

霊  G
S DOIB区 下層

S D03D区 上層
15.5

ヨコナデ

ナデ

ヨ]ナデ

ナデ
ヘラケズリ 口縁部に 3条 の回線

壺  G 15.5
ヨコナア ヨナデ

口緑部に 3条 の日線

壺  F
S D01D区 中 下層

E区下層
13 5

ヨヨナア コナデ
口緑部に 3条 の口線

壼  F S DOユ D区下層 140
ヨヨナア ヨヨナデ

壺  F 170
ヨヨナア ヨヨナア

壷 G S D01A区 20 0
ヨヨナデ ヨヨナデ

gg A S D01D区 下層 11.0
ヨコナデ
ヘラミ才キ

ナ ア
ヨヨナア

ナデ
ナデ

壷  B
S D01B区 下層

C区下層
14.0

ヨヨナデ
ヘラミ才キ

外面 口頸部内面丹

塗
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S D01D区 下層

コヨナデ
ヘラミオキ

S D01B区 下層

S D01C区 下層

S DOユ B区下層

ヘラミガキ
ヨヨナデ

S D01C区

D区 中・下層

S D01D区 下層
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番 号 品  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 胴部径 脚底径 器  高 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

甕  E S D01A区 下層 17.0 160 ヨヨナア

甕  E S DOIE区 上層 16 5 23 0 ヨヨナデ
ヨヨナア

ナア

甕  E S D01D区 180 23 0 ヨヨナデ
ヘラクズリ

口緑部,こ連続刻み

甕  E S D01A区 ・ B区 18.0 21.0 ヨヨナア ヨヨナア ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  E
S DolC区 中層

D区下層
20 0 25.0 ヨヨナデ ヨヨナア 購上部に連続刻み

甕  E S D01A区 15.5 15.0 18 0 ヨヨナア ヨナア ヘラケズリ ヘラケズリ 口縁部に 1条の洗線

甕  F S DOID区 下層 12 5 13.0 16 5 ヨヨナア ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  F S Doユ 15,0 15.0 160 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  F S D01B区 下層 19.5 170 18.0 ヨナア ベラケズリ

甕  F S DOIF区 上層 20.0 21.0 25.5 ヨヨナア ヘラケズリ

甕  F S DolC区 中層 185 20.0 23 5 ヨヨナア ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  F S DOIC区 中層 19 0 180 21.5 ヨヨナテ ヨコナア ヘラケズリ ヘラケズリ

103 甕  F S DOIE区 上層 18.5 ヨヨナア ヘラケズリ

甕  F 19.5 17 5 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕 F S DOIF区 上層 13.0 15 5 ヨナア ヘラケズリ

甕 F S D01C区 170 18.0 ヨヨナア
ヘラケズリ

甕  F S D01A区 17 0 20.5 ヨ ヨナ デ
ヨコナデ

ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ 口緑部に 3条の回線

甕  F S D01C区 18.5 20 0 ヨコナデ ヘラケズリ BR上部に連続刻み

甕  F S D01B区 20.5 21 5 ヨヨナデ ヨコナア ヘラケズリ 胴上部に連続刻み

甕 F S D01D区 下層 19 0 16.5 ヨナア

甕  F S D01C区 下層 18.0 17.0 ヨ ヨナ デ ヨヨナア ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  F S D01B区 16.5 13.5 14 5 ヨヨナデ
コヨナア ヘラケズリ 胴上部に櫛緒文

甕  F 18,0 150 15,0 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  F 140 ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラケズリ

. 115 甕 F S D01F区 上層 16.0
ヘラケズリ

ヘラケズリ

甕 F S D01A区 中 下層 34.0 38.5 12.0 39.5 コヨナテ ヨコナア ヘラケズリ

甕  G S D01C区 19,0 21.0 21 0 ヨコナア ヨヨナデ ナ デ
ナア
ヘラケズリ

ナ ア
口督部、用上部に連

続刻み

甕 G S D01C区 下層 15.5 185 ヨヨナア ヨヨナア ナ ア

甕  G S D01B区 150 14.5 105 18.5
ナ ア

ヨヨナデ
ナア ナ ア

甕  A S DolA区 20.5
ヨヨナア

ヘラケズリ
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番号 品  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

偏 考外 面 内 面

口 径 河同吉卜径 脚底径 器  高 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

甕  A S D01E区 16 5 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕 A S DOID区 下層 22 0 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  A S D01D区 19.5 ヨヨナア

甕  A S D01E区 上層 130

甕  A S D02C区 17.0

甕 C S D01A区 160 15.5

甕  C S D01A区 17 5 ヨヨナデ ヨヨナア
ナテ

甕  D S D01E区 12.0 ヨヨナデ ヨコナア ヘラクズリ

129 甕  D S D01E区 下層 15 0 16.0 ヨヨナア ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  D S D01上 層 14.0 160 ヨ ヨナ ア
ヘラケズリ

口緑部に 1条の沈線

甕  D S DOIB区 中層 15 5
ナア
ヘラケズリ

甕 C S DOiC区 下層 14.5

甕  C S D01C区 中層 180 ヨヨナデ ヨヨナデ

甕 C S D01C区 中 下層 19 5 ヨコナア ヨヨナデ

甕 D S DOIB区 下層 180 ヨコナデ ヨコナデ ヘラケズリ

甕 C S DOIF区 下層 170

甕  D S D01B区 下層 17 5 ヘラケズリ

甕  D
S D01B区 下層

C区下層
14.5 ヨヨナデ ヨヨナア

甕 D S DOiC区 中層 19.5 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ 口緑部に 3条の回線

姿 D S DoiC区 中層 17 5 17.5 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラクズリ 口緑部に2条 の凹練

甕 D S DOID区 下層 19.5 15 5 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕 D S D01C区 中層 18 5 16.5

甕  D 19.5 20.5
ヨヨナデ

甕  B S DOIE区 上層 15.0 ヨナデ ヨナデ ヘラケズリ 口緑部に 2条の沈線

甕 C
S DOiC区

S D05B区
15.0 ヨコナデ

ヨヨナア

ナデ
口緑部に 1条の沈線

菱  B
S DOIA区

C区下層
18,0 ヨコナデ ヨコナデ ヘラケズリ

甕 B 16 5 ヨヨナデ ヨコナア ヘラケズリ

甕 E S DolC区 下層 160

甕  B
S DOIC区 下層

D区下層
180 20 5 ナ ア

甕  B S D01D区 下層 17.0
ヨヨナデ

ヘラケズリ 口緑部に 1条の沈線
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 胴部径 脚底径 器  高 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 日頸部 胴上部 胴下都 脚・底部

甕  B S D01A区 下層 13 5 ヨコナア ヘラケズリ

152 甕  B S D01上 層 150 16.0 ヨヨナデ
口縁都 と胴上部に蓮

続刻み

甕  B S D01C D区下層 145 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕 B S D01A区 145 ヨヨナデ ヨナデ ヘラケズリ

甕  E
S D01B区 下層

C区下層
16.0

甕  E S DOID区 下層 20.0 ヨヨナア

甕  E
S D01C区 下層

S D03D区
14 0 ヨナデ ヨヨナア ナ デ

口縁部に 1条の回線

158 甕  E S D01C区 14.0 16 5 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  E S D01A区 15.5 ヨコナア

160 甕  E S DOID区 下層 16.0 ヨヨナデ

甕  E S D01A区 下層 19 0
ヨヨナア

ヘラケズリ

甕  E S D01A区 中 下層 16.5 ヨヨナデ ヘラクズリ

甕 E 16.5 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  E S D01A区 130 130 ヨヨナデ ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  E S D01E区 上層 21.0 コヨナデ ヨコナデ

甕  E S D01E区 上層 18.5 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  E S D01B区 16 0 ココナデ ベラケズリ

甕  E S DOl上層 15 5 ヨヨナデ ベラケズリ

甕  E S D01B区 下層 18 5 150 ヨコナア ヨヨナデ

甕  E
S D01C区 中 下層

D区下層
17.0 ヨヨナデ 胴上部に連続刻み

甕 E S DOIA区 18 0 20.0 ヨヨナア

甕  E S D01E区 下層 23 0 ヨヨナデ

甕  E 22.5 ヨナデ ヨヨナデ
ナ デ

甕  E S D01F区 上層 17.5 ヨコナア ヨヨナデ ヘラケズリ

175 甕  F S D01C区 16.0 ヨヨナア

甕  F S D01C区 下層 15.5 ヨヨナデ

甕  F 17 0 ヨコナア ナ ア

甕  F S D01C区 中層 14.0 ヨコナデ ナデ

甕  F S DOID区 13 5 ヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  F S D01D区 15,0 ヨヨナデ ヘラケズリ
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備  考外 面 内 面

口  径 月同吉Ь径 脚底径 器 高 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 日頸部 胴上部 胴下部 船底部

甕  F
S DolB区 上層

S DOiC区 中層
14.0 ヨヨナデ

甕 F S DOl上 層 160 コナデ ヨヨナデ

甕  F S D01D区 中層 16.5 ヨヨナア

甕  F S D01C区 中層 18.0 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  F S D01下 層 19.0 ヘラケズリ

186 甕  F
S D01B区 下層

C区下層
18,0 ヘラケズリ 胴上部に連続刻み

甕  F S DOIA区 下層 170 ヨヨナア コナデ

甕  F S D01A区 15 0 ヨナア ヨヨナデ

189 甕  F S D01A区 ヨコナデ ヨヨナア 胴上部に連続刻み

甕  F S D01D区 下層 17 0 ヨヨナデ

甕  F S DOIC区 下層 ヨコナデ ヘラケズリ

甕  F ヨナデ
ナデ
ヘラクズリ

胴上部に連続刻み

甕  F S D01D区 下層 16.5 ヨヨナデ コヨナデ 胴上部に連続刻み

甕  E S DoiA区 ヨヨナデ ヨヨナデ ナデか 胴上部に連続刻み

甕  F S D01上 層 ヨヨナデ 胴上部に連続刻み

蓑  E S DOiC区 下層 ヨコナデ ナ デ 口緑部に連続刻み

甕 E S Doュ A区 ヨヨナデ 口緑部に連続刻み

甕  E S D01C D区 ヨコナデ 口緑部に連続刻み

甕  F S D01D区 下層 ヨナデ ヨヨナデ 口緑部に連統刻み

200 甕  E S D01C区 下層 ヨヨナデ 口緑部に進統刻み

甕  F 160 ヨヨナデ ヘラケズリ 口緑部に 4条の回線

202 甕  F S Do3C区 190 口緑部に 4条の回線

203 甕  F S DolD区 下層 18.0 ヨヨナデ ケヽか ヨヨナデ ヘラケズリ 口緑部に 1条の回線

甕  F S D01E区 下層 ヨナア ヨヨナデ 口隷部に 3条の凹線

205 甕  F 15 5 ヨヨナア 口緑部に 4条の沈線

甕 E S D01C区 下層

D区下層
23.5 ヨヨナデ ヨヨナア 日緑部に 3条の回線

獲  E
S D01B区

D区下層
30.0 ヨナデ 口縁部に 3条の凹線

208 甕  E S D01C区 28.0 ヨコナデ ヨナデ 口緑部に3条の沈線

甕  F S D01D区 下層 ヨヨナデ ヨヨナア ベラケズリ 口縁部に 3条の沈線

210 甕 E S DOIC区 ヨヨナデ ヨヨナデ 口緑部に 4条の沈線
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日 径 胴部径 脚底径 器 高 日頸部 胴上部 】同Tttb 脚。底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

甕  E S D01A区 中層 19,0 ヨヨナデ ヨヨナデ 口縁部に 4条 の沈線

甕  E S DOIE区 下層 17 5 ヨヨナデ ヨナデ ヘラケズリ 口縁部に 4条の沈線

甕 F S DOl上層 17.5 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラクズリ 口緑部に6条の沈線

甕  F S DOIA区 140 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ 口縁部に 5条の沈繰

妻  F SDOユ E区上層 14.0 ヨヨナデ ヨヨナデ ヽラケズリ 口縁部に 5条の流線

甕  F S DOIA区 145 口縁部に 4条の沈篠

甕  F S DOIB区 中層 16.5 ヨヨナデ 口縁部に12条の沈線

鉢  A S DOIB区 上層 16 0 ナ デ ナ デ ナ デ

鉢  A S D01B区 下層 19,0 ヘラミガキ ヘラミ才キ ヘラミ″キ ^ヽ ラミガキ ヘラミオキ ヘラミオキ

鉢  A S D01A区 下層 17.5 95 ヨヨナデ ナア ヨコナデ ナア ナ デ

鉢  A
S D01B区 中層

C区下層
18.5 17.5 ナデか ヨコナデ ナデか

222 鉢  A
S DolB区 下層

C区中層
17 0 15 5 凹底 ヘラミガキ ヘラミガキ 口緑部に連続刻み

鉢  A S D01F区 下層 185 ラヽミガキか ヘラミ,'キカ ヘラミ″キカ ラヽミオキガ

鉢  A S DOIB区 下層 19.5 15 5 12.0 ヨコナア ヘラミ〃キ
ヨナア

ヘラケズリ
ヘラミガキ

ヘラケズリ
ヘラミガキ

口緑部に 4条の回線

鉢  A S D01B区 下層 23.0 190 11.0 ヨヨナデ ヘラミオキ ヘラミガキ
ヘラミ〃キ

ヘラミ″キ
ヘラミ〃キ 口緑部に 6条の沈線

鉢  A S D01B区 下層 25,0 ヘラミガキ ヘラミオキ ヘラミガキ 口縁部に8条の沈線

227 鉢  A S D01E区 上層 21.0 16.5 ベラミガキ ヘラミ才キ
胴部外面上半 と内面

に丹塗

228 鉢  A S D01E区 下層 19b ヘラミオキ ヘラミ〃キ

鉢  A 20.0 15.5 コナア ヘラミ〃キ

鉢  A S D01B区 180 ヨヨナデ 口緑部に 1条 の洗線

鉢  A S D01A区 下層 18.0 14.0 コヨナデ ヘラミ才キ ヘラミガキ ヨヨナア ヘラミオキ ^ヽ ラミガキ

鉢  A S DolC区 下層 15.5 ヨヨナア ヨヨナデ 頸部に 2個 1対 の人

鉢  A S D01C区 下層 24.0 21.5 ナデ ベフミガキカ

甕  C
S D01C区 中層

下層
24 0

胴上部に櫛緒文 と連

続刻み

甕  G
SD∝

ど震宰層
D区

34 0 ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラケズリ
同上部に柄緒文 と連
院刻み
8手が付 く

鉢  C S D01F区 上層 16.5 凹底

237 鉢  C S D01B区 下層 180 135

238 鉢  C S D01C区 20 0 10.0

鉢  C S D01B区 下層 20 5 125

240 鉢  C
�415Y41421E

18.5 105
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日 径 胴部径 脚底径 器  高 口頸部 胴 上部 I同

~Ftth
脚・底部 日頸部 Л同」ヒ著躊 胴下部 脚・底部

241 鉢  C S DOiC区 中層 165 12.0

242 鉢  C S D01B区 中層 185 ヘラケズリ
ヘラケズリ

鉢  C S DOIB区 20 0 13 5 ヘラケズリ ヘラケズリ

鉢  C S D01B区 145 15 15 5 ベラケズリ ヘラケズリ

245 鉢  C S DOIB区 上 。中層 15 5 145 ヨヨナデ ナ デ 凹底 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

鉢  C S DOIB区 中層 180 145 ナ デ ナ デ ナ デ ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

鉢  C S DolB区 下層 17.5 15 5 ナ デ

鉢  C S D01E区 上層 175 15.5 平底

鉢  C S DOID区 下層 160 ヘラケズリ

鉢  B
S DOIA区

B区下層
C区下層

36.5 ヨナア ヨヨナデ
口縁部に3条 の回線

把手がつく

鉢  B
S D01A区

B区下層
38.0 23.5 ヨコナア ヨヨナデ

ヘラケズリ ヘラケズリ
片口状になる

252 高杯A
S DOIA区・C区中層

S K28   
邸 唇 28 0 20,0 19 5 20 5 ヘラミガキ ヘラミガキ ^ヽ ラミガキ ^ヽ ラミガキ

蓋に転用

穴 4カ 所

253 高杯 A S D01E区 上 下層 27.5 22.0 18.5 21.0 ヘラミガキ ヘラミガキ
^ヽ ラミガキ ヘラミオキ

ヘラタズリ

ナデ
穴 4カ 所

高杯A S DOIA区

S D03C区
24 0 18 5 17 5 20 0 ヘラミ〃キ

ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミ方キ ヘラミ才キ
外面 と杯部内面を月
塗
穴 3カ 所

255 高杯 C S DOIB区 中 下層 16 0 13 5 100 11 5 ヨヨナデ ヘラミ才キ
ヘラミガキ

ヨヨナデ
かヽフミ,'キカ ラヽミ才キカ

'

ヘラミガキカ ヨヨナデ
外面 と杯部内面を升
塗
穴 3カ 所

高杯 C S DOiC区 中層 22 5 19 0 15,0 16 5 ヨコナテ
^ヽ ラミガキ

ヘラミガキ ヨヨナデ ヘラミオキ ヘラミガキ

ヘラケズリ

高杯 C
S D01A鬱【

B区 中層
23.5 18.5 16.5 19.5 ヨヨナデ ナ デ ヨコナデ ヨヨナデ

ヘラケズリ

258 高示 A S DOIB区 下層 31.0 23 5 21 5 25 5 ヘラミガ主
把手がつ く

穴 4カ 所

259 高杯 A S D01E区 下層

D区下層
30 0 23.5 24 0 26 0 ヘラミ才キカ

ベラミオキ
ヘラミガキ ベラミオキ ベラミ才キ ヘフミガキカ

し1=り

ナデ
穴 4カ 所

260 高杯 B S D01E区 上層 27 5 21 0 21,0 22.5
ヘラミ才キ ナ デ

261 高杯 B S DolB区 下層 29.0 25 0 21 0 24 0 ヘラミガキ ヘラミオキ ^ヽ ラミガキ
ヘラミガキ

ヘラミガキ ^ヽ ラミ〃キ ヘラミオキ 力所

262 高邦 B
S DOIB区 中層

下層
C区下層

31.0 19 5 20.5 22.0 ^ヽラミ才キカ ヘラミオキ ヘラミガキ ヘラミ才キ ヘラミガキ
ヨヨナデ

把手がつ く

穴 4カ 所

高杯 D S D01D区
脚部に連続刺突

穴 2個 1対  4カ 所

高杯 D
層下区

区
区

30.0 13.0 ベラミオキ ヘラミガキ

口燎部内側にS字 スタ
ンア文 4本 kdの FtLA
5カ 所 内外面にJIttI

265 高杯A S D01E区 中 下層

C区下層
26.0 22 0 ヘラミオキ ヘラミ〃キ ヘラミガキ

高杯 C S DOIC区 28.0 21 5
ヨヨナデ→

ヘラミガキ

ヨヨナデ→

ヘラミガキ
ヘラミ才キ ヘラミガキ ^ヽ ラミガキ ヘラミガキ 蓋に転用

267 高杯 C S D01B区 中・下層 26 5 21 5
ヨヨナデ→

‐ラミオキ

ヨヨナデ→

ヘラミ才キ ヘラミガキ
ヘラミガキ ヘラミオキ ヘラミオキ

高杯 C

”蝉］
26 0 21 0

ヨヨナデ→

ヘラミガキ

ヨヨナア→

ヘラミガキ ヘラミオキ
ヘラミ〃キ ヘラミ才キ

口緑部に1条 の沈線

穴4カ 所

高杯 C S D01E区 上 下層 27 0 22.5 ヘラミオキ ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミ才キ

ヘラケズリ

270 高杯 C
S D01A区

S DoaC区 上層
24 0 21 0 ヘラミガキ ヘラミ″キ ヘラミ才キ ヘラミガキカ ラヽミ才キ方 ヘラミかキカ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備  考外 面 内 面

口  径 胴部径 脚底径 器 高 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

271 高杯 C 27 0 24 0 ヘラミオキ ヘラミ〃キ ベラミ″キ ヘラミ〃キ しぼり
口緑部に 1条の沈線

穴 4カ 所

高杯A S DOIE区 上層 25 5 20.0 ペフミガ勅 ヨヨナア ヘラミ″キ ラヽミガキカ|

273 高杯 A 30.0 22.0 ヘラミ才キ ヘラミ〃 キ ヘラミオわ ヘラミガキ ヘラミオキ フヽミカキカ
ー

274 高杯A
S D01A区

31.5 25.0 ラミ〃キカ ラヽミガキオ ラヽミ才幼 ヘラミオキ ヘラミガキ

高杯 C S D01D区 下層 27 5 21.0 ヨヨナア ヨヨナア ヘラミ〃キ ヘラミガキ
ヘラミオキ ヘラミ″キ ヘラケズリ

275 高杯 E S DOID区 中 下層 14.0 ヨコナデ ^ヽ ラミガキ ヘラミ才キ

277 高杯A S DOIB区 上層

C区下層
28 0 22.5 才キ ヘラミ才キ ^ヽ ラミオキ

高杯A
S DOIB区 中層

27 0 20,0 ヘラミオキ ミ〃キ ヘラミガキ ヘラミ〃キ ヘラミ才キ ベラミガキ

高杯A S D01C区 下層 25 0 185 ヘラミ才キ ヘラミガキ ヘラミ才キ ヘラミガキ
ヘラミ〃キ ヘラミオキ ヘラミ才れ ヽヘラケズリ

高杯A S D01B区 下層

C区上層
27 5 20 0 ヘラミ才キ ヘラミオキ ^ヽラミガキカ ナアか ^ヽラミ〃キカ ラミガキカ ラヽミ才キか

小型高杯 S D01B区 下層 ヘラミガキ ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミ才キ ヘラミガキ

小型高杯 S D01E区 下層 105 ヨヨナデ ヘラミガキ ヨヨナデ ヘラミガキ ヘラミガキ

高杯 F S DOiC区 下層 ヘラミ才キ ヘラミ〃キ ^ヽラミオキ

高杯A S D01B区 中層 21 0 ヘラミオキ
妻に転用

穴 4カ 所

高杯 C S D01C区 中層
ヘラミ才キ

ヘラクズ W

ヨヨナデ
穴4カ 所

286 高杯 C S DOIE区
ヨコナア

ヘラケズリ
ヨヨナア

重に転用

高杯 C S D01B区 下層
ヘラミガキ

ヨヨナデ
穴 4カ 所

高杯 C S D01B区 下層 170 ヘラケズ リ

ヨヨナア

壷に転用

穴 4カ 所

高杯C S D01A区 下層 ヘラミ才キ
ヨヨナア

穴 3カ所

290 高杯C S DolB区 下層 17.5 ヘラミ〃キ
ヨヨナア

壺に転用

高杯C S D01A区
ヘラミ〃キ

穴 3カ 所

292 高杯C
S D01A区 下層

B区下層
ヘラミオキ ヘラミオキ ラ ミ〃キお

ヘラケズリ

ヨヨナデ

高杯 C ´ヽラミガキ 穴4カ 所

294 高杯 C S D01E区 上層 ヘラミ〃キ ヘラミ〃キ
ヘラケズリ
ヨヨナア

壷に転用

穴3カ 所

295 高杯A S D01C・ D区下層 24.5 ヘラミガキ
こに転用

穴 2個 1対 4カ所

高杯A S D01C区 中層 22.0 ＼フミ″れ
―

穴 4カ 所

高杯A S D01A区

C区 24.0 ヘラミガキ
とに転用
穴 4カ 所

高杯A S DOIC区 20.0 歳に転用

高杯A 21.0 ヘラミ才キ ヘラミガキ 穴 4カ 所

300 高杯 B S DolB区 21.0 ヘラミオキ
ヨコナア

穴 4カ 所
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備   考外 面 内 面

日径径 胴部径 脚底径 器 高 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

301 高杯B S D01E区 上層 21 5 ヘフミガキ

ヘラミ〃キ
ヨヨナ デか

穴 4カ 所

高杯 B S D01E区 上層 20 5 ヘラミ才キ

高杯B ヘラミオキカ ヨヨナア
脚部内面に切痕

304 高杯 B
S D01B C D区
下層

22.0 ヘラミ〃キ
ヨヨナア

穴 4カ 所

305 高杯 D S DOIB D区下層
28 0 ヘラミ才キ ラミ才キか

脚部に S字スタンア

文

306 高杯D S D01C区
ヨコナア

HI部に S字スタンブ

文

高杯D
S D03D区 上層

23.5 ヘラミ才キ
脚部に S字スタンフ

文

高杯 D S D01A区 下層 20 0 ヘラミガキ
脚部に S字スタンブ

文

高杯 D 26.0 ラヽミガキ ヨヨナア 脚部に連続薫よ突

高杯D S DOIB区 穴・16

S D03C区
22 0 ヘラミ〃キ ヨヨナア 脚部に連続刺突

高杯 D 22 0 ヘラミガキ 脚部に 5条 の沈線

高杯 D S D01C区 下層 ヘラミオキ
ヘラミガキ
ヨヨナア

脚部にこ統刺突

313 器 台 C S D01D区 下層 22.0 20 5 ヨヨナア ヘラミガキ ヘラミガキ
ヘラミ〃キ
ヨヨナア

ヘラミ才キ
ヘラケズリ

入 4カ 所

器台C
S D01B区 下月

D区
20.5 ヨヨナア ヘラミガキ ベラミガキ ヘラミガキ

ヨヨナア ヘラミ才キ ヘラミガキ

器台 C S DolD区 7ナ ア ナ ア ヨヨナア
ナ デ

回線部に 1条の沈線

器台C S D01B・ C区 18 0 ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミガキ ^、ラミガキ ラミオキ ヘラミオキ ヘラミガキ
ヨヨナデ

器台C S DOiB区 上層 17.5 ヨヨナア
ナア ヘラケズリ

器台C 22.5 ヨヨナア ヘラミガキ
ヨヨナ ア

ヨコナア
ヨコナア

口緑部内面 ,こヘ ラ橘

文

器台D S D01A区 23.0 19.0 ヨコナア
ナア

ヘラミガ主
ア

ク

ナ

ハ
ヘラミガキ ヘラミガキ

ヘラケズリ
ナデ 穴 4カ 所・ 2段

器台 D S D01D区 中層 22.0 ベラミ才キ ヘラミ″キ ヘラミ才キ ヨヨナデ ヘラミオキ ヘラミ才キ
口緑部に2条 の凹燎

穴4 所 。3段

器台D S D01E区 上層 27 0 22.0 22.0 ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミ才キ
ケ

ア

ハ

ナ

口緑部に 2個 1対円
形浮文
穴 4カ 所・ 2段 タカ

器台D S DOIB C区下層 21.5 ヨヨナア コナア ヘラミ〃キ ヘラミガキ

器台C S D01B区 下層 20,0 ヨヨナア ヘラミオキ ヨヨナア ヘラミガキ 口緑部に 2条の回線

器台A SD01A区 中・下層 17.0
ナデか

ヘラミ″キ ヨコナデ
穴 4カ 所

325 器台A S D01上 層 ヘ ラ ミ″キ ヘラミ″キ ハヽフミ″キカ ヘラケズリ
コナア

穴 4カ 所・ 2段

326 器台B S D01上層 22.5 18 0 ヘラミ〃キ ヘラミ才キ ヘラミ〃キ
ヘラミ〃キ ヘラミオキ ヘラミ才キ

ヘラケズリ
ヨヨナア

外面 と杯部内面を丹
塗
穴 3カ 所

327 器台A S D01A区

C区 中層
26.5 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミ才キ ヨヨナデ

穴 4カ 所

323 器 台 A S D01C・ D区 中層 25,0 19.0 23 5 ヨヨナアか ヘラミ〃キ ヘラミ才キ ^ヽフミ″■カ 穴大 4カ 所小 4カ 所

器台A S D01E区 上層 27.0 21 0 23.0 くフミ〃キカ| ヘラミガキ ヘラミ″キ ヘラミガキ ヘラケズリ
ナデ

口緑部外面・杯部内
面を丹豊 穴4カ 所
脚部に■条の沈線

器台A S D01D区 下層

S DOSC区
24 5 175 20.0 ヘラミ″キ ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミガキ ヨヨナア ヘラミガキ ヘラミ才キ

-50-



穴 4カ 所 2段

S D01B区 下層

S DOIC区 下層

S D01E区 上層

S D01B区

S D01B区 下層

S DOID区 下層
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 胴部径 脚底径 器 高 口頸部 月同」Lとh 胴下都 脚・底部 口頸部 】同」L吉卜 胴下部 脚・底部

小型鉢 S D01B区 ナ デ

362 小型鉢 S DOIB区 下層 ナ デ Ч底

363 小型鉢 S D01C区 ナ ア ナデ ナ デ ナ デ ナデ

小型鉢 ナ デ ナデ ナア ナア

365 小型鉢 S DOiC区 下層 13 5 ^ヽ ラミガキ ヘラミガキ ナア ヘラミ〃キ ヘラミオキ ナデ ナ デ

366 小型鉢 S D01A区 10 5 ナ デ 片デ

小型鉢 S DOID区 下層 ナ ア

小型壷 S D01A区 中層 ナ ア ナデ

小型壷 S D01B区 ヨヨナデ ナ デ ナア ナ ア ナ デ

370 小型壺 S DOIE区 下層 片デ ナア ナア ナ デ ナ ア ナデ

371 小型鉢 S D013区 下層 ナ ア ナ ア ナ テ ナデ ナデ ナデ

主 G S D02B区 13.0 19 0 27 5 ヨコナデ
ヨヨナデ

ラケズリ

373 甕  E S D02 19.5 22 0
ヨヨナテ

ヨヨナア
ナデ

日緑部・ B周 上部に進

続刻み

374 甕  A S D02B区 17.0 160 18.0 ヨヨナデ ラヽケズリ

甕  B S D02A区 150 15.5 ヨコナデ ヨヨナデ ラヽケズリ ヘラケズリ

376 甕  F S D02B区 30.0 33 0 36 0 ヨコナデ ラヽケズリ ヘラケズリ

壷 G S D02B区 12.5
ヨヨナア ヨヨナ デ

壷  G S D02 11 0

霊  G S D 02 14.0 ヨヨナデ
ヨコナア

380 壷  I 17.0 ヘラミガキ ヘラミ〃キ ヘラミ〃キ ナデか ナデか ナデか 把手がつ く

壺  A S D02B区 19.5 ヨヨナデ ベラケズリ 頸部に 1条の沈線

甕  A 15 5

383 甕  A 23 0 口辰部に押E

甕  F S D02C区 130 ヨヨナデ ラヽケズリか

甕  F S D02A区 160

386 甕  F S D02B区 20,0 ヨヨナデ ヨコナデ

甕  F S D02B区 東 18,0 ヨコナデ ヘラケズリ 口緑部に連続刻み

甕  F S D 02 18 0

甕  F 15.0 ヨヨナデ ヨヨナデ

甕  F S D02A区 17.5 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日  径 IΠ部径 脚底径 器  高 口頸部 胴上部 B同¬ド言ト 脚・底部 日頸部 胴上部 胴下都 脚・底部

甕  F S D023区 19 0 ヨコナデ ヨヨナア

甕  F 17.0 15.5 ヨヨナテ ヨコナデ ヘラケズリ

底 部 S D02B区 西

底  部 S D02A区
45
65

鉢  A 18.5 145 ヘラミ才主 ヘラミ才キ ヘラミガキ ヘラミガキ 口織部内外丹塗

高杯E 24 0 190 ヘラミ〃キ ヘラミ才キ ラヽミガキ ヘラミ才キ ヘラミ″キ ヘラミガキ

高杯 B S D02B区

S D04C区
24.0 ^ヽラミ〃キ

ヨコナア ヨヨナ ア

器 台 A 21 0 ヨコナ ア
脚部に14条の茂線

蓋に転用

器台A
唸

∝

熔
30 0 21 0 24 0 21 0 ^ヽラミガキ ヘラミ才キ

ヨヨナア

器台A S D02B区 25 0 18 5 21 0 25 0 ヘラミオキ ヘラミガキ ヘラミ″キ ヘラミ〃キ
ヨヨナア

口緑部に 8条・脚部

にli条の沈練

小型甕 12 5 コナデ ナ ア ナア

小型鉢 ナ デ ナア ナ デ

霊  A S D083区 18.0 30 0 36 0
ヨヨナア
ヘラミ″キ ヘラミオキ ヘラミ才キ

ヨヨナア
ヘラケズリ

口緑部内外・隔部上
半丹豊
被籠土器

404 壷  C S D03D区 18.0
ヨコナデ

ナデ

ヨヨナデ

ナア

壺  A S D03D区 155 ヨヨナ ア

406 壺  A S D03D区 12 5

407 壺  B S D03D区 10.0 14.0 12.0 ヨヨナア デミ″キか ラミ岩 カ ヨヨナア ラヽミ〃キか ヘラミガキ
口隷部に穴

外面 と内面丹墾

408 壷  B S D03A区 下層 10 5 12 0 11.0 ヨコナデ ヘラミ才キ ヘラミ才キ ヨヨナア
ヘラケズリ
ベラミ才キ

ヘラミ〃キ

壺 B S D03B区 15.5 15,0 13.0 ,ヨ ナア ヘラミ〃キ ヘラミガキ
ヨヨナ デ

ヘラミオキ
ヘラミガキ ラミオキ 口緑部に 6条の沈線

霊  B
S D03C区

S D05A区 14.0 14 5 120 ベラミ〃キ ヘラミ才キ ヘラミガキか
ヘラミガキ 翻上部に鋸歯文

口緑部に 5条の沈線

霊  G S D03B区 13 5 19.0 34.0 ヘラケズリ
口顕部に3条の凹擦

被籠土器

412 壷 G S D03C区 12 0 175 ヘラミオキ ヘラミ〃キ

壺 E S D03B区 13.0 22 0 26 0
ヨヨナア ヨコナデ

ナア

立 E S D03B区

S D05B区 140 20.5
ヨヨナア ヨヨナデ

ナ ア

415 壷 D S D05D区 29 0 ヘラミ″キ ヘラミガキ
ラヽケズリか ヘラケズリ

壷 E S D03B区 19 0 ナア

gE A S D03D区 15 5
ヨヨナア

418 霊  G S D03C区 上層 13 5
ヨナア ヨコナア ヘラケズリ

壺  G
S D03A区 下層

B区 140 ナ デ 用上部にヘ ラ描文

420 壷 G S D08A区 135 ヘラケズリ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 画

日 径 胴部径 脚底径 器  高 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

壷  A S DOSA区 140 ヨヨナデ
口縁部に 2条 の回線

壺  A S D03D区 130
ヨヨナデ ヨヨナデ 顕部に竹管文 1個以

上

壷 A S D03D区 上層 135

壷  A S D03B区 120 ヨヨナデ ヨヨナデ

壺  E S Do3D区 上層 130 ヨヨナデ ヨヨナデ
口縁部に 2条 の沈線

顕部に 3個 の竹管文

壺 A S D03A区 15,0
ヨヨナデ

ヨヨナデ
口緑部に 2条 の沈線

頸部に 4個の竹管文

壺  A S D03D区 155 ヨコナデ
ヘラミ〃キ

ヨヨナデ ヘラケズリ
口縁部に2条の凹線

顕部に5個 の竹管文

428 壷 A S D03C区 上層 18 5 ヨヨナア 才キ
ヨヨナア
ヘラミ才キ ヘラケズリ

壷 A S D03下 層 11 0 ヨヨナデ ヨヨナア 口縁部に4条の回線

壺  F S D03B区 17 5
ヨコナデ ヨヨナデ

壷  H ヘラミ才キ ヘラミガキ
ヘラミ才キ

ナデ

432 甕  A S D03A区 下層 19 0 25,0
ヘラケズリ

甕  A S D03D区 145 16.5 16.5

甕  A S DOSA区 175 11 5 19,0 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ

435 甕  C S D03D区 上層 13 0 18 5 25.0 ヨヨナデ ヨヨナデ

甕 C S D03A区 下層 13 5 15,0 145 ヨヨナデ
ナ ア ナ デ ヘラケズリ

顕部に 2個 1対の穴

2カ 所

甕  F S DOSA区 下層 15 5 160 ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  F S D03A区 下層 14.0 14.5 ヘラケズリ ベラケズリ lB上部に連続刻み

甕  F S D03C区 上層 15 5 22 5 ヨヨナア
ヘラケズリ

ベラケズリ 胴上部に連続刻み

甕 A S D08A区

D区
25.5

441 甕 A S DOaD区 19.5

甕 A 14.0

甕 A S Do3C D区 中層 18.0 15,5 ヨヨナア ヘラケズリ

444 甕  A S DOaC区 中居 19,0 ヘラケズリ

445 甕 A S Do3A匡 14.0 13 5 ヘラケズリ ヘラケズリ

甕 A 20.0 18.5 ヘラケズリ ヘラケズリ

萎  D S D03C区 185 ヨヨナデ ベラケズリ

甕 C 16.0 ヨヨナデ ヨコナデ

甕  D S Dl13 A区 16.0 15 0 ヨコナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  D S D03A区 20.0 ヘラケズリ
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 詞 整

備 考外 面 内 面

日 径 打同吉卜径 脚底径 器 高 日頸部 月同■言爵 】同
~F著

ト 脚・底部 口頸部 月同」ヒ著Ь 胴下部 脚・ゼ郵

甕  C S D03C区 14 0 ヨコナデ
ナ デ

452 甕  C S D03A区 下層 160 15 0 ヨコナデ ヨコナデ ナ デ

甕  B S D03A区 100 ヨヨナテ ヨコナデ ナ テ

甕  B S DOSC区 上層 10 0 95 口縁部に 2条 の 1/t線

甕  B S D03B区 105 100 10.5

甕  D S DOaA区 160 14 0 ヘラケズリ

甕  D S D03A区 13 0 12 0 ヘラケズリ

甕  D S D03A区 16 0 15 5 ヨヨナデ コナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  D S D03D区 上層 14 0 13 5 ヨヨナデ ヨヨナデ

甕  B S D03C区 15 0 ヨヨナデ ヨコナデ

甕 B S D03下 層 18 5 口縁部に 1条 の回線

甕  E S D03A区 下層 165

甕  E S D03D区 上層 20 0 23 0

甕  F S D03A区 下層 14 0 ヨヨナデ ヨナデ ヘラケズリ

甕  F S D03D区 上層 15 0 ヨコナデ コヨナデ ヘラケズリ

甕  F S D08B区 15 0 135

甕  F S D03C区 16 5

甕  F S D03上 層 21 0 コヨナデ

甕  F S D03B区 18,0 gナ デ

甕  F 180 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラタズリ

甕  F S DOaC区 19 5 ,コ ナデ ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  F S D03C区 18 5 20 0
ココナデ

甕  E S D03C区 18 5 18 5

簑  F S DOSC区 上層 17 5 コ緑部に 2条 の回線

甕  F S D03A区 17 0 コナデ ヘラケズリ 口縁部に 2条 の四線

甕  F 18 5 ヨヨナデ ヨコナテ ヘラケズリ H縁部に 4条の回線

簑  F S D03A区 18 0 ヨコナデ ヘラケズリ

甕  F S D03C区 17 0 口縁部に連続刻み

甕  F S D03C区 15 5
日縁部 と胴上部に逆

続刻み

甕  F S D03C区 17 0 ヨナデ 胴上部に連続刻み
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番号 器  種 出 土 区

法 旦
里

成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 打同部径 脚底径 器  高 口頸部 胴上部 I同

~F著
躊 脚・底部 口頸部 胴上部 Л同

~FttБ

脚・底部

481 姿  F S D03D区 西上層 19 0
口縁菩卜と41・l上部に連

続刻み

甕  F S D03C区 19 0 ヨヨナデ ヘラケズリ
口縁部に 4条の凹線

と

'向

上部に連続刻み

甕  F
S D 03 A EXF下層

C区 34 0 34 0 ヨナデ ヨヨナデ ベラケズリ 用上部に連続刻み

484 甕  F S DOSA区 下層 29 0 コナデ ヘラケズリ

士霊 155 20

甕 S D03D区 上層 140

鉢  A S D03C区 18.5 155 100

鉢  A S D03B区 18 0 15 0 ヘラミがキ ヘラミ〃キ ヘラミガキ ヘラミガキ 口緑菩卜に 8条の洗線

鉢  A 25 0 19 5 120 ヨヨナデ
ヘラミガキ ヘラミオキ

口縁部に 4条 の沈線

鉢  A S D03B区 18 0 140 ヨナデ ヨヨナテ ラケズJか 口縁部に 5条 の回線

鉢  A S D03C区 上層 15 0 13 5 25 110 コヨナデ
ヘラミ〃キ

ヨコ′
ヘラタズリ

492 鉢  A S D03C区 17 5 ヨコナデ

卜型重 S D03A区 12 0 165 115 ヘラミオキ ヘラミガキ ヘラミ〃キ
オ キ 回線部に 2条の回線

494 鉢  A S D03B区 20 5 17 5 ヘラミガキ ヘラミガキ ヨナデ ヘラミ〃キ ヘラミオキ

小型壺 S D03B区 下層 12 5 180 ヨコナデ

鉢  C S D03D区 ■60 140 ヘラタズリ

壷  I S D03A区 下層 140 コヨナア ベラミオキ ヘラミオキ ヨコナデ ナア

498 壺  I S D03D区 170 18 5 12 0 15 5 ヘラミガキ ヘラミ〃キ ヘラミオキ

壺 I S D03B区 115

500 高杯A
S D03A区 下層

C区
D区

32 0 25 0 25 0 28 0 ラヽミ才キ ラ ミが 共 ヘラミオキ ヘラミオキ ヘラミオキカ ヨコナデ
把手がつ く

穴 4カ 所

高杯 A S D03A区 下層

S D01D区 下層
32 0 25 0 23 5 25 0 ヘラミガキ ^ヽ ラミオキ ヘラミ才キ ヘラミオキ

ヘラミオキ ヘラミ//キ ヘラミガキ
杞手がつ く

穴 4カ 所

高杯 C 24 0 19 5 180 170 ヘラミガキカ ヘラミオキカ ヘラミガキカ
ラミガキか

ヘラミ〃キカ ラミオキか

高辱 C S D03A区 25 5 195 ヨヨナデ ヘラミ〃キ ヘラミオキ

高杯 A S D03B区 30 5 22 0 ヘラミ才キ ヘラミ才キ

505 高杯 A S D03A区 27 0 ラヽミガキか ^ヽラミガキカ

高杯 F S D038区 14 0 14 0 13 0 ヘラミ″キカ オ キ ラミ方キか ヘラミオキカ

高杯 F S D03D区 16 5 135 ヘラミ才キカ ヘラミ才キカ ヘラミオキ ヨヨナデ ヘラミガキか ヘラミ才キカ チ ア

高杯 F S D03D区 15 0 100 95 ヘラミ才■ ^ヽ ラミオキ ペラミ〃キ ヨヨナデ ヘラミ才キ

高杯 F S D03D区 14 0 ヨヨナデか ヘラミ汀キカ ベラミ〃キか 口縁部外面に分塗 り

高杯 F S D03A区 150 ヨヨナデか ヘラミオキカ ペラミ〃キカ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備   考外 面 内 面

口 径 】同吉h径 脚底径 器  高 日頸部 胴上部 胴下 部 脚・底都 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

高杯 F S DOSA区 ヨヨナア ヘラミガキ
ヘラミ才キ ヨヨナデか ヘラミ才キか

高杯 C S D03A区 下層 165 ヘラミ才キ ^ヽラミガキ
フヽミ才キカ. 穴 4カ 所

高杯 C S D03C区 ペラミ〃キ ヘラミオキ ラ ミガキか 穴 4カ 所

高杯A S D03A区 20 0 ラヽミ″キか フヽミ才キか 方所

高杯 C S DOSD区 上層 ヘラミガキ ヘラミ才キ
ラヽミオキか 穴 4カ 所

高杯C S DOSC区 ベラミ〃キ ヨヨナア

高杯 C S D03B区 ヘラミオキ
義に転用

穴 4カ 所

高杯 F S D03D区 ヘラミガキ ヘラミガキ
ナアか

高杯 D S D08D区 ヘラミオキ 即部に連続束J突

520 高杯D S D03A区 ヘラミガキ
外面丹盪

脚部に連続刺突

高杯D S D03A区 ヘラミオキ
外面丹塗

脚部に連続刺突

522 器台 C S DOSA区 170 15 5 ヨコナデ ベラミ才キ ヘラミ″キ
ヨナア ヘラミ〃キ

ヨヨナデ
穴 4カ 所

523 器台C
S D03B区

C区上層
17.0 14.5 ヨヨナア ベラミ〃キ ^ヽ ラミオキ ヘラミオキ ヨヨナデ ヘラミ才キ

ヘラミ才キ
外面・杯部内面丹塗

穴 4カ 所

器台C S D03D区 上層 24 0 ヨコナア ヘラミガキ
ヘラミ才キ ミ才キ ヨヨナデ ヘラミ才キ ヘラミ才キ 口緑部に 4条の回線

器台 B S DOSB区 23 0 13 5 16.5 20 5
フヽミ,'キ か

タコナデか ミ才キ ヘフミオキカ ナアか

526 器台A S D03A区 下層 26 0 23.0 ラミオキか ラヽミオれ ｀ヘラミオキか 、ラミ才キか ヘラミオキカ.

ヨヨナデ

胴上部に 2条 の洗線

穴 4カ 所

器台A S D03A区 下層

C区上層
26 5 21 0 25.0 ヘラミ才キ ヘラミ才キ ヘラミガキ ヘラミオキ

ナ ア
穴 4カ 所 2段

528 器台A S D03D区 上層 ヘラミ才キ ヘラミガキ ヘラミオキ ヘラミ才キ ベラミオキ 護に転用

529 器 台 A S D03B区 22.0
ラヽミ才キか ヘフミ灯云か ベラミガキカ ラヽミガキか ベラミガキか

530 器台B S DOaC区 上層

D区
15.0 ヘラミ才キ

器台C S D03A区 下層 17 5 ヘラミ才キ

器台A S D08D区 ヘラミガギ ‐ラミオキ ヨコナデ
穴 a力 所

器 台 B S D03D区

器台D S D03A区 才キ ヘラミガキ
ヨヨナデ

穴 4カ 所 2段

器台C S D03B区 ヘラミガキ
ヨヨナデ

脚部に 3条の沈線

蓋 ナ ア

蓋 S D03C区 西上層 ナデか サ う
. ナアか ナデか 天丼部有孔

蓋 SD∝ A区下層 天丼部有孔

539 小型高杯 S D03D区 ‐ラミ才キ ヘラミ才キ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミ才キ ヘラミガキ

把  手 S D03D区 上層
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番号 器 種 出 上 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日 径 胴部径 脚底径 器 高 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

把 手 S DOSC区
ナ ア

542 小型甕 S D03A区 11.0 7.5 コナア ヨコナデ ヘラケズリ

小型甕 Sつ 03B区 11.5 35 ヨヨナデ ヘラケズリ

小型鉢 S D03D区 ナア ナ デ ナア ナ テ

小型鉢 S D03A区 13.0

小型鉢 S D03A区 下層 11.0 ナア ヨヨナア

547 打ヽ型鉢 S D03C区 上層 5.5 ナデか ナデか ナアか ナアか ナデか ナテか

小型鉢 S D03B区 ヨヨナデ ナ デ トア ヨヨナデ

小型鉢 S D03 ナア ナ デ ナア ナア

550 小型鉢 S D03A区 下層 11.0 12.0 ナア ナア

小型壷 S D03A区 下層 11.0 ヘラミオキ ヘラミ〃キ ナア ヘラミオキ ペラケズリ

小型鉢 S Do3D区 ナア ナア 町底 ヨヨナデ ナア オア

553 小型鉢 S D03D区 ヨヨナア ナア チア ヨヨナデ ナ テ

554 小型鉢 S D03A区 ナア ナア ナア オデ

555 小型鉢 S D03A区 10.0 ヨヨナア ナテ ナ ア ナデ

556 小型鉢 S D03A区 12.0 ヨヨナア ヨヨナア ラヽミガキ ヘラミ才キ ナデ

557 小型鉢 10.0 ヨコナテ ナア

558 ガヽ型鉢 S D03C区 10.5 ナデ ナア

小型鉢 S D03D区 ナ テ

560 主  A 11.5 24.5
ヨヨナア
ヘラミ才キ

＼ラミガキ ヘラミ〃キ

壷 G S D04D区 12.0 16.5 15.5 27.0
ヨヨナア ヨコナデ

ナア
ナア ヘラケズリ

562 甕 C SD∝ C区 150 20.5 ヨナア

甕 C S DIX 160 20,0 ヨヨナア ヨヨナア
ナデ ナア

564 甕  F S D 04 22.0
ヨヨナア ヨヨナア

口緑部に3条の凹線

565 甕  E S D04B区 上・中層 24.0 ヨヨナア

566 甕  E 22.0 ヨヨナア

甕 F 18 0 ヨヨナア ヨヨナデ

568 甕  F S DttC区 20,0 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕 C S DttA区 14.0 ヨヨナデ

甕  E SD∝ C区 15.0 ヨナア ヨヨナア
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 胴都径 脚底径 器 高 日頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 口頸部 】同」Ltth 月同
~FttЬ

脚・底部

甕 E S D04A区 18.5 20.5 ヨコナデ ヨヨナデ ヘラケズリ

壺  G S D04C区 19.0 ヘラケズリ ヘラケズリ

573 主  G S D04E区 ナ デ

甕  A S D04C区 110
ヘラケズリ

ヘラケズリ

575 底  部 S D04C区 ヘラケズリ

576 高杯 C S D04C区 23.0 16.0 ^ヽ ラミオキ ヘラミオキ

甕  F S DiO 20.5 22 5 25 0 コナア

褻 B 16 5 ヨヨナデ ヘラケズリ B同 上部に連続刻み

甕 E 21.5 ヨヨナデ コヨナデ

甕  B 170 19 0 ヨコナア ヨコナア 口縁部に連続刻み

高杯 D S D03A区 ヘラミ〃キ 脚台部に連続刻み

壼  F S D05A区
21 5

ヨヨナデ ヨヨナデ

壷 G S D05A区 100 180
ナ デ

甕 E S D05B区 東 15 0 16 0 ヨヨナデ ヘラケズリ

甕 C S D05B区 16.0 150 ヨコナデ ヨョナデ

壺  G S D05B区 11.5 ヨヨナデ ヘラケズリ

587 鉢  C S D05B区 13.5

588 小型鉢 S Do5A区 100 コナア ヘラミ″キ ヘラミ才キ ヨヨナデ ヨコナデ ヘラミ〃キ ナ デ

589 甕 C S D05B区 16 0 ヨヨナア ヨコナデ

甕  E S D05BIZ 18.0 ヨヨナデ ヨヨナデ

鉢  A S D05A区 22 0 ヘラミ才キ ヨヨナデ ヘラミ才キ 口緑部に 1条 の沈線

592 小型壺 S Do5A B区 11.5 6.5

小型壷 50 ナア ナ ア

小型鉢 S D05D区 ナ ア ナ デ ナ ア

595 壷  G 135
ヨヨナデ ヨ コナ デ

甕  F 19,0 ヨヨナデ ヘラケズリ

597 高杯 F 16 0 ヘラミオキ ヘラミ才キ ヘラミ才キ

598 高杯 C 190 ヘラミガキ ベラミオキ
ヨヨナデ

蓋に転用

小型鉢 ナ デ ナ デ ナ ア

600 底  部 ヘラケズリ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 月同吉Ь径 脚底径 器 高 日頸部 Itt■ tth 月同
~FttЬ

脚・底都 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

601 小型鉢

小型鉢 S D06 125

壺  A S D09C区 17.0 ヨコナデ 口緑部に 1条 の沈線

604 甕  F S D09C区 19 5 ヨナア

上師器
杯底部

S D12B区 回転糸切 り

606 壺  G 120 15.0 27.0
ヨコナデ

ナ デ 頸部に 1条の九線

器台D 14.5 ヘラミガキ ヨヨナデ

壷  A 160 ヨヨナデ

609 底 部
S K27

S D01B区 下層
ヘラミガキ ナ デ

甕 C 15,0 20 0 ヨヨナデ ヨヨナデ

甕  F 21 5 ヨヨナデ ヨヨナデ 口緑部に 2条の回線

612 高杯 C S K28 13.5 穴 4ヵ 所

鉢  A 14.0 14.5 130 ヘラミガキカ ヘラミガキカ ナデか
外面口頸部内面を丹

塗 り

甕  F 15 5 ヨヨナデ

615 小型鉢 ヨヨナデ ナ デ ナ デ ヨヨナデ ナ デ ナ デ

壺 G S D08 14.0 21.0
ヨヨナデ

ナデ
ナデ

617 壷  G 12.0 16.5 26.5 ヘラケズリ 顕部に竹管文

壷  G 11.0 175 23 0
ナデ

壼  G 150 ヘラミオキ ヘラミオキ

ヨヨナデ

620 壷  G S D02 16,5 ヨヨナ デ
ヨヨナア

ナ ア

口緑部に 5～ 6条の
沈線
頸部に竹督文

壷 G 120 ヨヨナデ コヨナデ 頸部に 1条 の充線

622 壷  G 13.5
ヨヨナデ ヨヨナア

ナデ
頸部に部分的に丹盗

り

壷  F 14.0
ヨヨナデ ヨコナデ

ナデ

624 壺  A 18 0
ヨコナア
ヘラミガキ

ヘラミガキ ヨヨナア 頸部に よ条の沈Fa

625 壷 A 15.5 ヨヨナア ヘラミ〃キ
ヨコナデ ナ ア 頸部によ条の沈練

鉢  A 24.0 ヘラミガキ ヘラミガキ

627 鉢  A
“
４０
砂

Ｘ
Ｙ
黒

19.5 15 0 100 ヘラミ〃キ ヘラミオキ ラヽミオキか ヘラミ〃キカ 口織部に 1条 の沈線

628 鉢  A 27.5 ヨナデ

629 小型鉢 B区 14.0 13.0 ココナデ ヨヨナデ ヘラミ″キカ

甕 15.5 13.0
ナ デ ナア

口緑部内側が押圧で

小波状になる
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番 号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 胴部径 脚底径 器 高 日頸部 胴上部 】同TttЬ 脚・底部 口頸部 胴上部 月同
~F苫

ト 脚・底部

甕 180 口縁部内偵1に 櫛描文

の
部

６
底

633 甕  B 18.0 ヨヨナア
ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

甕  E 19 0 19 0 ヨヨナデ

甕  E 17 5 15 0
口緑部に連続刺突
胴上部に 3条 のTJ猫
文

甕  A 17.5

甕 C 17.5 ココナデ ヨナデ

638 甕 C 15 0 ヨヨナデ 〕ヨナデ

639 甕  A 13 5 12 5 ナ デ

640 甕  A 16.0 14 0 ヘラケズリ

主 B 15 5

甕  B 19 0 ヨナデ E向 上部に連続刺突

甕 B 16.0 コヨナデ

甕  E 18.0 ヨヨナデ ヘラケズリ

645 甕  F 17.5 ヨヨナデ ベラケズリ

646 甕  E 19 0 ベラケズリ

甕  E 150 回線部に 1条の回線

甕  E Y35 上層
13 0 115 ヨヨナデ

649 甕 E 14,0 ヨコナデ ヨヨナデ ナデ

650 甕  F 15 0 15.5 ヨヨナデ ヘラクズリ

甕  F 180 ヨコナデ ヘラケズリ

652 甕  E 16 0 ヘラクズリ

653 鉢  C D区下層 17.0 ヨヨナデ

654 甕  F 17.5 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ

甕  F 21 5 ヨコナデ ヘラケズリ

甕  F 165 ヨヨナデ ヘラケズリ 胴上部に連続刻み

657 甕  F 190 ヨヨナデ

658 甕  E 15.5 ヨヨナデ ヨナデ 口緑部に 2条 の凹線

659 甕  F 24.0
ヨヨナデ ヨヨナデ

ヨヨナデ 口緑部に3条 の回線

甕 F 17 5 ヨコナメ ヘラケズリ 日緑部に 3条 の回線

‐
‐
‐
‐
Ｌ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 胴部径 脚底径 器 高 口頸部 胴上部 月同
~Ftth

脚・底部 日頸部 B同上部 握同¬ド言臣 脚・底部

甕 F 19 5 ヨヨナデ ヨコナデ ヘラケズリ 口縁部に 5条の沈線

662 甕  F 19.5 ヨコナデ ヨコナア ヘラケズリ 口縁部に連続刻み

高杯A 32.5 26.0 ヨヨナデか ヨヨナデか
^ヽフミ才渤 ヽ

ヘラミガキ ヘラミガキ 把手がつ く

高杯 C S D01 28.5 24.0 ヘラミガキ ヘラミガキ ヘラミ才キ ヘラミガキ
^ヽ ラミ〃キ

665 高杯C 26.0 19 5

666 高杯C 30.0 24.0 ヘラミ才キ ヘラミ〃キ ヘラミ才キ ヘラミ才キ ヘラミガキ

667 高杯C 28.0 22.5 ヘラミガキ ^ヽ ラミガキ ヘラミ〃キ ヘラミ〃キ ヘラミ才キ ヘラミ才キ

668 器台A 16.0 ナデ
ヘラミガキ

ナ デ 穴 4カ 所

669 器台B 17.5
ヨヨナア

高杯D C区下層 ナ デ 脚部に連続刺突

高杯D
X     Y 34・ 85

ナ デ 脚部に連続刺突

672 蓋 10.5
ナ デ

頂部に穴

蓋
X19

15.5 頂部に穴

蓋
ナ デ

頂部に穴

蓋

蓋 ナ デ

蓋 頂部に孔

蓋

蓋 側面に孔

680 把 手 ナ ア 環状

把  手 ナ デ

小型鉢
上層

115 ヨヨナデ
ナ デ

ナ デ

683 小型鉢 115 ヨヨナア ヨナデ ベラクズリ ヘラケズリ

684 小型鉢 11 5 70

685 小型鉢 105 ナ デ ナ ア ナ ア ナ デ ナ デ ナ デ

小型鉢 10.5 ナ デ ナ ア ナ デ

小型鉢 ナ デ ナ ア

688 小型鉢 ナ デ ナ デ ナ ア ナ デ

打ヽ型鉢 ナデ ナ ア ナ ア ナ デ ナ デ

690 ガヽ型鉢 ナデ ナ デ ナデ ナ デ ナ ア ナ デ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口  径 胴部径 脚底径 器  高 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

小型壷 SD C区 10.0 ヨヨナデ ナ デ ヨヨナデ ヘラケズリ ナ ア

692 小型甕
‐９

お
10.0 ヨコナア ヨヨナデ ヘラケズリ ヘラケズリ

693 小型高羽
X5・ 0

12.5 ヨヨナデ ヨヨナア

694 小型壷
S D01C区

11.5 ヨヨナデ ナア ナ デ ナ デ

695 小型鉢 12.5 85 ナ デ ナ デ ナ デ ナデ ナ デ ヘラケズリ

696 小型鉢 ナ デ ナ デ ナテ ナア ナデ

697 小型壷 ナ デ ナ ア ナ デ ナア

698 小型鉢 ナデ ナ ア ナ デ ナデ

699 須恵器
杯 身

X7・ 8
11.0 ヨコナア ヨヨナデ ヨヨナア

珠州甕 ヨヨナデ ″タキ 1形あて員療
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表13 江上 B遺跡土師器観察表

番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考|

|

外 面 内 面

口 径 胴部径 脚底径 器 高 口頸部 月同」ヒ吉ト 】同T吉る 脚・底剤 口頸部 】同」L吉Б 】同¬F音る 脚・底部

12 5
ヘラケズリ

12 0
ヨヨナデ ,コ ナデ ヘラ状具による文様

あり

gH 15 2
ヘラケズリ

士霊 17 0
gコ ナデ ココナデ

一霊 150
ヨナデ ヨコナデ ヘラケズリ 黒斑あり

霊 17.0
ヨヨナア ヨヨナデ ヘラケズリ

一霊 15 0
ヨコアナ

一霊 16 6 23 8
ヨコナア ヨナデ ヘラクズリ

外面スス付着

壷 18 8
ヨヨナデ コナデ

19 0
ヨコナデ ヨコナデ

ナデ
平行線文指紋あ り

士霊

肩部に櫛状具による

文様あ り

士霊 14 0
ヨヨナデ ヨヨナデ

14 0
ヨコナデ

ナ デ

ヨヨナデ

ナデ

一霊 15 5
ヨヨナデ

ヘラミ才キ
ヘラミオキ

ヨヨナデ
ヘラケズリ

士霊 15 6
ヘラケズリ
ナデ

外面スス付着

156 21 9
ヨコナデ

ヘラミオキ

コヨナデ ヘラケズリ 黒尭あり

一霊 15 0 17 0
ヘラケズリ ヘラケズリ

内面胴下部 も黒ヤ

外面スス付着

48 霊 12.2

一霊 120
ヨヨナデ ヨヨナア

柄描文あ り

士霊 15 0
ヨコナデ

霊 18 6
ヨヨナア ヨヨナデ

2個対 となる円形剌

突あ り

一霊 12.8
ヽラケズリ 外面スス付着

一霊 14 2
ヘラケズリ

｝霊 12 8
ヨヨナデ
ナデ
ヘラミガキ

ヨヨナデ
′ヽケメナア
ヘラミガキ

〓霊 130 ヘラケズリ
外面スス付着

士霊 19 0

gE

外面スス付着

顕部に突特あり

士霊 14.0
ヘラミ才キ

外面丹塗 り(り とスス

付着

14 7 17 6 ヘラミオキ ^ヽ ラ 〃 キ ヘラミガキ ヘラミ才キ ξ署富隻身量驀暑皇

霊 16 8
ヨヨナデ
ヘラミガキ

ヘラミオキ 外面スス付着
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 胴 郡 径 脚 底 径 器 高 口頸部 胴上部 BΠ下部 脚・底部 口頸部 月Π」Ltth 胴下都 脚・底部

士ｑ ヘラミガキ
獅状具による五条の

沈線、外面スス付着

宝 14.0 ヘラミオキ ヘラミオキ ヘラミ才キ
ヘラケズリ

口縁部外面丹塗 り

平行線文

霊 ヘラミオキ ヘラミ方キ ヘラミオキ ヘラミ才キ ヘラミ才キ 黒斑あ り

士霊 S D 030 ヘラミガキ 顕部に突帝あ り

重 11 0 ベラミ〃キ ヘラミオキ ヘラミガキ ベラミ才キ ヘラミオキ ヘラミガキ 黒斑あり

一霊 10.0 ヘラミ才キ ヘラミ才キ ヘラミ〃キ 才キ
口縁端部もヘラミ″

キ

一霊 16.6 ヘラミオキ ヘラミガキ
協部最大径に消主帯を貼
るさらに3個―対の構■
帯を0目所に貼り御 する

ヘラケズリ ヘラケズリ

ナデ

ヘラケズリ

ナデ
ナ デ

gE 15 0 20 6 20 0

甕 12 5 ヨヨナデ 外面スス付着

甕 16.0 ヘラケズリ

甕 15.5 ナ デ ヘラケズリ 外面スス付着

甕 148 ヨナア ヨヨナデ ヘラケズリ 外面スス付着

甕 160 ヨヨナデ
ナ デ

外面スス付着

甕 14 4 外面スス付着

甕 14.4 ヘラクズリ 外面スス付着

甕 145 コナア ヘラケズリ 外面スス付着

甕 19 3 ヨヨナデ ヨヨナア 外面スス付着

甕 20.5
ヨヨナデ

ヨコナデ
外面スス付着
口縁部外面連続束I突
あり

甕 17.6 ヨヨナデ
口緑部外面胴上部外

面に運統刺突あ り

甕 S D030 20.2 20.0 ヘラケズリ 外面スス付着

甕 170 ヨコナデ ベラケズリ 外面スス付着

甕 16 8 ヨヨナデ 外面スス付着

甕 16 2 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ /1・面スス付着

甕 152 ヨヨナア ヨヨナデ ヘラケズリ

甕 24 0 ヨヨナデ

甕 20 8 ヨヨナデ 外面スス付着

2条 の平行線文

甕 24 0 ヨナア ヘラケズリ
術状具による平行線

文あり

甕 27 6 32.0 ヨヨナア ヨヨナア ヘラケズリ
外面スス付着

眉部に連続刺突あ り

甕 17 2 ヨヨナデ ヨヨナア ヨヨナデ 3条 の平行線文
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番号 器  種 出 上 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 胴部径 脚底径 器 高
口頸部 】同」L吉卜 月同

~ド

吉【 脚・底部 口頸部 胴上部 】同
~F吉

焉 脚・底部

甕 179 ヨヨナデ ヨヨナデ
ヘラケズリ

甕 168 ヨヨナア ヨヨナデ
外面スス付着

2条 の平行線文

甕 15,2 ヨコナデ 4条の平行線文

甕 194 ヘラケズリ
外面スス付着

9条の平行線文

甕 18.3 144 110 16 9
ナ デ

ナ デ ヘラケズリ ナ デ 黒斑あり

甕 15 7 ヨヨナア ヘラケズリ
外面スス付着

眉部に連続刺突あ り

甕 14 0 ヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ
外面スス付着

2条の平行線文

108 甕 180 ヨヨナア ヨヨナテ
外面スス付着

2条の平行線文

109 甕 17 2 ヨヨナデ
外面スス付着

5条の平行線文

甕 175 183 18 3 ヨヨナデ
外面スス付着

黒斑あり

甕 16 6 ヘラケズリ 外面スス付着

甕 16 3
ヨナデ ヨヨナテ ヘラクズリ 外面スス付着

甕 182 ヨヨナデ ヨヨナデ ヘラケズリ 3条の平行線文

甕 175 ヨナデ
外面スス付着

5条の平行線文

甕 188 ヨヨナデ 外面スス付着

甕 17.6 210 ヨヨナデ
コナデ

外面スス付着

甕 16 8 20 8
ヨヨナデ

甕 16.8 ヘラケズリ
外面スス付蒲

2条 の平行線文

甕 17.0
ヨヨナデ ヘラケズリ 2条 の平行線文

120 甕 19 4 ヘラケズリ ヘラケズリ ヘラケズリ 外面スス付着

ヘラクズリ

ヘラケズリ 葉脈状文あ り

ヘラクズリ 文様あ り

ヘラクズリ 底部舛面ハケメ

「/」 記号あり

葉脈状文あ り

128 ヘラケズリ 底部外面ハケメ

ヘラ記号あ り

鉢 148 ヨコナデ ヘラミオキ

ヨヨナデ
ベラミガキ

0

●

●
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番号 器  種 出 上 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日 径 胴部径 脚底径 器  高 口頸部 】lllニヒ言焉 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 Л同
~FttБ

脚・底言「

鉢 11 8 13 2
ナデ
ヘラケズリ ナ デ

黒班あ り

鉢 S D030 20 0 160
ヨヨナデ
´ヽラミ〃キ ヘラミ〃キ

ヨヨナデ
´ヽラミガキ

ヘラミ才キ

鉢 14 0 ヨヨナデ ナ デ
ヨコナデ

黒斑あ り

鉢 17.0
ヘラケズリ

鉢 140 10.8 19,0 ヘラミ才キ ヘラミ才キ
ナデ
ヘラミガキ ナ デ ナ デ

ナ デ

甑 19 2
ヨコナデ

ナデ ナ デ

ヘラケズリ ヨヨナデ

ナデ
焼成前の穿了し

甑 S D030
ナ デ

ヘラケズリ 焼成前の穿孔

甑
ヘラケズリ

焼成前の穿孔

甑 ナ テ ヘラケズリ ヘラケズリ 焼成前の穿孔

甑 ナ デ ナ デ ナ デ ナ デ 焼成前の穿JL

甑

鉢 17 8 16.8
ナ デ

口縁端部スス付着

黒斑あ り

鉢 20 0

鉢 20.0 15,0
ヨヨナデ
ヘラミオキ

ヘラミオキ ^ヽラミガキ ヘラミガキ ヘラミ才キ ヘラミガキ
黒斑あり

甑 ナ ア ナ デ
焼成前の穿孔

凹底

甑
ナデ

ヘラクズリ
ヘラケズリ

焼成前の穿孔で胴剖

上半にあ り

飯 S D030
ナ デ

ナ デ 焼成前の穿孔

蓋
ナ ア

ヨヨナデ

ナデ ナ ア

蓋
ナ デ ナデ

かヽラミ方キ

ナデ
ヘラミ才キ

蓋 5_0 ナア

蓋 ナ デ ナ デ ナ デ ナ デ

蓋

蓋 3.0
頂部に焼成前の穴あ

り

蓋

蓋 S D022

高  杯 31 0 23 0 22 8 ヘラミ才キ ヘラミ才キ ヘラミ才キ ガ キ ヘラミガキ ヘラミオキ ヘラミガキ
ンポリ
ヘラケズリ
ヘラミ才キ

値
り

穴
を

に
帯

脚
上

の
結

前
は
る

成
帝
け

焼
突

つ

高  杯 184 ヘラミオキ

高  杯 18 1 57

高  杯 186 13 0 ベラミ才キ

高 杯 164 128
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 詞 整

備  考外 面 内 面

口  径 胴部径 脚底径 器 高 口頸部 胴上部 月同
~FttL

脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底剤

高 豚 13.5

高 杯 ヘラミガキ

高  杯 100 ヘラミガキ ナ デ

高  杯 ナデ ヨヨナア

高  杯

高 杯 16.0 ヘラミガキ

高 杯 ヘラミガキ

高 杯 ヘラミガキ

高 杯

高 杯 ヘラミガキ

高 杯 22.0 37

高 杯 27.5

188 高 杯 73

189 高 雰

高 杯

高 杯 7.7

高 杯 13.2 11 0

193 高 杯

194 高 杯

表14 江上BiBM珠洲観察表

番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備  考外 面 内 面

日  径 胴部径 脚底径 器 高 日頸部 月同」LとB 胴下部 脚・底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

甕
S D070

47.5 52 5 タタキ ヨヨナデ

222 甕
砂 層

49.5 ヨナア タタキ ヨヨナデ

甕 37 5 ヨヨナデ タタキ

甕 40 5 ヨヨナデ

225 蓑 2層
48 0 ヨヨナデ ヨヨナア

226 甕 表採 44,0 ヨナデ

227 甕 67 0 タタ表 ヨヨナデ
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備  考外 面 内 面

日 径 I同吉卜径 脚底径 器 高 口頸部 胴上部 胴下部 肝 底部 口頸部 胴上部 胴下部 脚・底部

甕 68.0 コヨナデ タタキ ヨヨナア 断面に漆付着

甕 S(106 38 5 45 5 ヨコナデ タタキ タタキ タタキ ヨヨナデ
渡来銭を埋納してい

る

230 甕 ヨヨナデ タタキ ヨヨナデ

甕 アタキ

232 甕 2層
タタキ

甕 ヨナア タタキ コナア

甕 Pナデ タタキ ヨヨナデ

236 甕 8層

237 甕
上 面

238 甕
Ｄ

層

Ｓ

砂

外底面に回転糸切り

痕あり

宝 3層

士霊 127 コナア ヨヨナデ

1層
103 ヨヨナデ ヨヨナデ

一霊 ヨコナテ
肩部に5条のクン鵜

き波状文
｀
あり

245 士宝
S D016と S DO04

との合流点

肩部に3条のクン描

き波状文あり

246 霊 2層

一霊 ヨヨナデ ヨコナデ
外底面に静止系切り

痕あり

空
砂利層

23 0 ヨヨナデ タタキ ヨヨナア
外底面に静止糸切り

痕あり?

宝 24 1 33 2 ヨヨナデ タタキ ヨヨナデ 瓦質

250 一霊 タタキ

253 鉢 21.0 ヨヨナデ
外底面に回転糸切り

痕あるか ?

254 鉢

”

一

Ｄ

２
層

20.5 10.0 ヨナア ヨヨナデ ヨナア

鉢
０５８
当

Ｄ

２６

層
ヨコナア ヨコナア

256 鉢
S DO04

25 3 ヨコナデ ヨコナア

鉢

。３

一

Ｄ

２６
層

32 0 オロシメあり

鉢 ヨヨナア オコンメあり

鉢 ヨナデ ヨナア
■条のオロンメあ り
菊花文の押 F「 あ り
片口鉢

260 鉢 ヨヨナア ヨヨナデ オロシメあり

鉢
砂利層

ヨコナデ ヨコナデ
オロンメあり
口緑端部に6条 のク
シ描き文あり片口鉢

-69-



番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 査

備   考外 面 内 面

日  径 】同苫卜径 脚底径 器 高 回頸都 】同」ヒ吉ト 】Π¬下著Б 脚・底部 口頸部 体  部 頂  部 脚・底部

鉢 S D008附近 ヨヨナデ
あ

の
り

ン
６
文

口
に
状

オ
部
波

効
齢
催

鉢
1層

あ
猫
か

ン
ク
“

オ
部
あ

の
端
文

り
縁
状

条
口
波

鉢
H縁端部にクシ描き

涯状文あり

鉢
1層

メ
部
あ

ン
端
文

口
縁
状

鉢 133 ヨコナデ ヨヨナデ
H条 のオロンメあ り

内面に漆付着

鉢 11 5 ヨナデ ヨコナテ コナデ
20条のオロシノか

「米」状に入る

268 鉢 ヨコナデ ヨコナデ

鉢

∝

一

Ｄ

２５
層

13 3 ヨナデ ヨヨナテ 桝癌各去島舜占ぞ装

鉢 の溝内 11 1
10条 以上のオロ

あり

鉢 ,2条のオロシアあ り

鉢
ω

一

Ｄ

２６
層

弘2 3
ユユ条のオロンメあ り

内面に漆付着

鉢
3層

9ナ デ ナ デ ヨナテ 0条 のオロンノあ り

鉢
断面に榛付着

オロシメあり

275 鉢
2層

断面に漆付着

オロシメあり

276 鉢 130 12条 のオロシメあ り

277 鉢 16条のオロシ /あ り

278 鉢
内面に「O」 の押印

あり

鉢
内面に「 」の押印

あり

鉢
２６

層
ヨコナア ヨヨナデ

7条 のオロシアあ り

内面に漆付着

表15 江上 B遣跡土師質小皿観察表

3層

3層
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表16 江上 B遺跡 S K106出 土渡来銭観察表

番 号 銭 文 中国での初鋳年代 西 暦 直径 重 さ 厚 さ 書体 分類 (枚数 ) 備 考

1 開 元 通 賓 唐   武徳 4年 621 隷 A 8 元の字の 1画 が短 く, 2画 が左端上が りの もの。 内郭外径が大 きい もの。

2 隷 B 2 Aよ り4文字とも小さい

3 隷 C 2 Bよ り4文字がやや小 さい。内郭外径が小 さい もの。

4 隷 D 2 元の字の 1画 が長 く, 2画 が左端上が りの もの。内郭外径が小 さい もの。

5 隷 E 2 Dよ りやや文字が小 さい。内郭外径がやや大 きい もの。

6 隷 F 10 元の字が Eと は違 う

7 隷 G 2 内郭外径がΣ、つ う。文字は Fと 同 じ大 きさ。

8 隷 H 元の年の 2画は左端の上がりかたが,Gよ り直上する。他の文字はGに 似る。

9 隷 I 内郭 外径がやや小 さい。文字は Hを小 さ くした感 じ。

0 隷 J 内郭外径が小 さい。文字 もHよ り小 さし

1 隷 K 元の 1画 が長 く, 2画 の両端が上が るもの。

2 隷 L 背の上に「V」 の記号 あ り。大 くて短い。文字は Dに 似 る。

3 隷 M 背の上に「VJの 記号あ り。大 くて短い。文字は Dに似 る。

14 隷 N 3 背の上 に「V」 の記号 あ り。大 くて短 い。文字は Mをやや小 さ くした感 じ。

5 隷 O 背の上 に「▼」の記号 あ り。長 い。文字は Eに似 る。

6 隷 P 背の上に「ヤ」の記号あり。太くて細い。文字はEに 似る。

7 隷 Q 背の上に「―Jの 記号あ り。 0よ り長 い。文字は Eに 似 る。

隷 R 背の上 に「⌒」の記号 あ り。文字は Eに似 る。

隷 S 背の下に「⌒」の記号あ り。大 くて長い。文字は Eに似 る。

20 隷 T 1 背の下 に「⌒Jの記号 あ り。細 くて長 い。文字は Eに似 る。

隷 U 1 背の下 に「⌒ Jの記号 あ り。細 くて短 い。文字は Eに 似 る。

22 開 元 通 資 唐   会昌 5年 845 隷 V 背の上 に「洛」の文字あ り。文字は Dに似 る。紀地銭。

23 隷 W 背の上に「京Jの文字あ り。文字は Dに 似 る。紀地銭。

計 49 不明 2枚 を含む。

24 軋 元 通 賓 唐   草し元 2年 759 偕 A 1 背の下に「⌒ 」の記号 あ り。短 いもの。

25 楷 B 背の下に「⌒」の記号 あ り。長 いもの。

lHt C 背に記号 な し。

27 咸 康 元 賢 前蜀  咸康元年 925 楷 A

唐 回 通 費 南唐  交泰元年 985 築 A

29 崇 B 唐・国の字は文形が違 う。通・賓の字は, Aよ り月ヽ さし

30 宋 通 元 変 北宋  建隆元年 960 PHL A 3 通の字は隷書か。

31 THL B l 通・賓の字は小 さい。元の字は文形が違 う。通の字は隷書カ

32 太平 通 変 北宋太平興国元年 976 楷 A 3 通の字は隷書か。

33 淳化 元 変 北宋  淳化元年 990 楷 A l 通の字は隷書か。

至道 元 質 北宋  至道元年 995 楷 A 2

85 行 B

草 C 2

37 咸 平 元 賓 北末  咸平元年 998 楷 A 11

景 徳 元 賓 北宋  景徳元年 1004 IbL A 〕 内郭外径が大 きい。文字が,内郭 と外輪 との間にす きがある。

楷 B 7 内郭外径が小 さい。特 に,景・元の文字が外輪 と接 している。

祥 符 元 資 北宋大中祥符元年 1008 偕 A 1 元の字の 3画が長 い。大 きい字。内郭外径はやや大 きし

41 楷 B 2 元の字の 3画が長 い。文字は Aよ り小 さい。内郭外径は大 き

偕 C 6 元の字の 3画がやや長い。元の字はBよ り大きい。内郭外径は小さヤ

43 楷 D 1 元の字の 3画がやや長 い。元の字の 4画が Cと 違 う形

44 楷 E 3 元の字の 3画がお、つ う。内郭外径は大 きい。表に舟塗の痕が見える。

惜 F 6 元の字の 3画がやや短い。内郭外径 は小 さ

46 稽 G l 元の字の 3画がやや短い。文字はFよ り月ヽさラ

47 楷 H 1 元の字の 3画がやや短 い。文字は Gよ り小 さヤ

/1 計 21

祥 符 通 賢 北宋大中祥符元年 1008 楷 A 2 大 きい文字。内郭外径 は大 き▼

楷 B 5 文字は Aよ り小 さい。内郭外径は大 きし

50 楷 C 5 通の字は Bよ り維が短い。内郭外径は小 さヤ

51 天稽 通 費 北宋  天積元年 1017 楷 A 5 文字が大 きい。内郭外径が大 き▼

52 楷 B 6 Aよ りも,幅の字が小 さ く変の字 は大 きい。天の 1・ 2画が短 し

53 lbL C 3 文字がやや小 さい。内郭 外径は小 さヤ

54 天 聖 元 責 北宋  天聖元年 1028 楷 A 1 内郭 外径が大 き ,

55 楷 B 16 文字はAと 同 じ大きさ。内郭外径がやや大きい。Bは 細別 され る可能性 あり

56 楷 C 8 文字は Bよ りおヽ さい。内郭外径は小 さヤ

57 兵 D 5

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
Ｉ
Ｌ
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番  号 銭 文 中国での初鋳年代 西 暦 直径 重 さ 厚 さ 書体 分類 (枚数 ) 偏 考

天 聖 元 資 北宋  天聖元年 1023 祭 E 7 内郭外径が Dよ り大 きい もの。

59 祭 F 5 内郭外径は Dと 同 じ大 きさだが,聖・賓の字がやや上の位置にある

計 37

6 0 明 道 元 資 北宋  明道元年 1032 指 A 2

61A 祭 B 2

62 景 祐 元 賞 北宋  景祐元年 1034 楷 A 1 内郭 外径が大 きヤ

63 楷 Aよ りも,元 賓の字が小さい。景の 5画の横棒が長ヽ

64 楷 C l Bよ り文字が/1ヽ さく, ネロい

65 隷 D l 景・祐の字が郭 よ り離れている。

隷 E l 景・祐 の字が郭に接 している。

67 皇 宋 通 賢 北宋  賓元 2年 1038 楷 A 3 通の字が内郭内径の真中にくる。内郭内径は大きヤ

楷 B 1 Aよ り皇の字が横広で,賓の字が小さい。内郭内径はやや大きし

楷 C 3 文字は Aをやや小 さ くした感 じ。内郭 内径はお、つ う

70 楷 D l 通 ・安の字が Cよ り大 きい。 内郭外径はお、つ う。

71 楷 E 通の字が Aよ りやや上の位置にある。内郭 外径は大 きし

72 稽 F 3 Eよ り宋の字は横広で,賓 の字は小 さい。内郭外径はふつ う。

楷 G 内郭外径は小さい。文字は大ヽ

74 楷 H 3 内郭外径は小 さい。文字は細 ヤ

75 隷 I 4文字は大 き く,太い。内郭外径 はΣ、つ う。

隷 」 4文字は大 き く,細い。内郭外径 はふつ う。

77 隷 K 文字は Iよ り小 さい。孔形が大 きい。内郭外径 は大 きヤ

隷 L 皇・宋の字は Kよ り小 さい。内郭外径はお、つ う

隷 M 1 文字が郭か ら離れている。内郭外径は大 きヽ

隷 N 2 文字がやや小さい。内郭外径も小さ▼

81 祭 0 4 大 きい字。

暴 P 7 宋 賓の字が 0よ り大 きヤ

察 Q 3 宋,安 の字は Pと 同 じ,皇・通は Pよ りやや小 さヽ

象 R 文字がPよ りやや/1ヽ さ▼

豪 S 4 皇・通の字が Rよ りおヽ さい。内郭外径は小 さヤ

察 T 2 文字が Sよ り細 く,縁が広セ

月ヽ 計 66

87 至 和 元 資 北宋  至和元年 1054 楷 A 1

察 B 2

察 C 2 賓の字がBよ り/1ヽ さし

象 D 2 文字が Bよ りおヽ さい。内亨卜外径が大 きヤ

9ユ 至 和 通 資 北宋  至和元年 1054 察 A 1 内郭外径が大 き▼

象 B 2 内郭外径が小 さ▼

嘉 祐 元 資 北宋  嘉祐元年 1056 lat A 1 大きい字。

楷 B 2 」ヽさい字。

祭 C 2 内郭外径が小 さい。賓の字は大 きヤ

察 D l 内郭外径が大きい。通の字は小さし

ガヽ 計 16

第 祐 通 資 北宋  嘉祐元年 1056 楷 A 2

楷 B 1 通の字は隷書。

楷 C 3 通の字は隷書。賓の字がBよ りやや小ど

100 祭 D 1 大 きい字。

101 象 E 4 /1ヽ さヤヽ~T。

汀ヽ 計 11

治 平 元 変 北末  治平元年 1064 楷 A 2 元の 3・ 4画が「りし」

楷 B l 内亨卜外径は Aよ り刀ヽ さ く, 縁が広 い

楷 C 1 元の 3・ 4画が「りLJ

祭 D 2

祭 E 2 平の字がDよ り小さ�

小 計 8

治 平 通 資 北宋  治平元年 1064 蒙 A 1

熙 専 元 資 北宋  熙寧元年 1068 楷 A 3 内郭外径がやや大 き
'

楷 B 6 内郭外径がよつう, Aよ り事の字は小さく,元・安の字は大きヤ

10 楷 C 2 元の 3・ 4画が「)し」。その他の文字はBと 同じ。

11 楷 D 4 Bよ り寧の字は大 きい。熙・安の字は Bに 同 じ。
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番  号 銭 文 中国での初寿年代 西 暦 直 径 重 さ 厚 さ 書 体 分類 (枚数 ) 備 考

2 熙 寧 元 賓 北宋  熙寧元年 1068 偕 E 3 文字は B～ Dよ りやや小 さい。内郭外径はやや小 さい

3 楷 F 4 Eよ り,熙の字は小 さ く,寧の字は縦長で,元の字はやや郭 に接す る

4 楷 G 1 内郭外径は小 さ く,元の字の 2画 は左端上が り。

5 楷 H 1 元の字は Gと 同 じ,内郭 外径は大 きヤ

6 祭 I 安の字の「卜〕は長 い。内郭外径はやや大 きヤ

7 集 」 3 賓の字の「卜 Jは短 い。内郭外径はやや大 きヤ

8 祭 K 5 費の年の「卜Jは長 いが,字はやや小 さサ

9 髪 4 賓の字の「卜」は Jよ り小 さい。熙の字 も Jよ り小 さヤ

20 箕 M 内郭 外径はお、つ う。安の字の「卜Jは Lと 同 じ長 さ。

1 祭 N 4 内郭 外径はやや小 さい。賓の宇の「卜」は Mと 同 じ長 さ,寧の字は Mと 違 う

22 集 O l 内郭 外径は小 さい。文字 も小 さし

集 P 7 熙・寧の字は I-0と は違 う。元の字 2画は両端上が る。

乗 Q ユ 内郭外径 は Pよ りやや小 さ

〕 計 (59

125 元 豊 通 費 北宋  元豊元年 1078 行 1 文字は大 きい。内郭 外径 も大 きい。元の年の 3画がはね る。

126 行 B 元の字の 3画はわずかにはね る。安の字は Aよ り小 さし

127 行 C 2 内郭外径はやや大きい。賓の年の19画 は内側にはね る。他の文字は Bに 似 る。

128 行 D( 2 内郭外径はやや大 きい。賓の字の 18・ 19画 は内側 にはね る。他の文字は Bに

似 る。

129 行 E( 4 内郭外径はお、つう。Dよ りも通 費の字が大きい。女の年の18・ 19画 は内側
にはねる。

行 F 7 豊・通・賓の字は Eに 似 る。元は Dに 似 る。

31 行 G 2 豊・通・賓の字は Dに 似 る。元は Eに似 る。

32 行 H 1 豊 。通の字は Cに 似 る。元の字の 3・ 4画が G Fと は違 う

行 ] 2 文字は Gに似 るが,元・安の字は違 う

行 」 2 元の宇の 4画が上 にはねる。

35 行 K 3 内郭外径 は小 さい。文字 も Fを やや小 さ くした感 じ。

豪 L 2 文字が大 きい。内郭 外径はやや大 き

137 豪 M 4) 豊・費の字はLよ り小さい。元の字の3画 はLよ り長い。内郭外径はやや大
きい。

138 象 N 3 文字が郭に接 している。 Mの文字に似 る。内郭 外径はお、つ う。

139 祭 0 11 内郭外径はお、つ う。文字はMに 似て郭にやや離れている。

140 乗 P (  2) 元の字の 4画は郭 に接 している。通は郭 よ りやや離れている。他の 2字 は 0
に似 る。

141 兵 Q 1 貨の字の「卜」は 0よ り短い。内郭 外径 も小 さし

142 祭 R 1 賓の字の「卜Jは 0と 同 じくらい。内郭外径は小 さヤ

143 集 S 1 文字は Qと 同 じ大 きさだが,縁が広 ヤ

144 元 祐 通 賓 北末  元祐元年 1086 行 A 5 内郭 外径は大 きい。表に丹塗の痕が残 っている。

145 行 B 6 賓の字が Aよ り大 き▼

146 行 C 3 安の字の19画 は内側 にはねない。元の字の 3画は上にはね る。

147 行 D 2 内郭外径はお、つ う

148 行 E 3 内郭 外径 はふつ う。安の字が Dよ りやや大 きい。元の字が Dと 少 し違 う

149 行 F 3 内郭 外径は小 さし

150 衆 G 4 内郭外径は大 き▼

151 祭 H 2 元の字の 3画が折れ まが る。

152 祭 I 2 元の字の 2画 が Hよ り長 |

153 異 J 5 内郭外径はお、つ う。祐・安の字がやや上の位置にある。文字は Iに 似 る。

154 象 K 1 内郭外径 は小 さ く。縁が広 い。文字は細 く,大 きヽ

155 察 L 5 外径は小 さ く縁が広い。文字は細 く小 さし

計

56 紹 聖 元 変 北宋  紹聖元年 1094 行 A 1 大きい字,内 郭外径は大 きヤ

57 行 B 2

58 行 C 1 聖の字は Bと 違 う。他の文字は Bに 似 る。

59 D 1 安の字は B,Cよ りも大 きセ

60 行 E 2 内郭 外径は小 さい。紹の字は B～ 0よ りも横広 である。

61 祭 F 1 大きい宇。

62 祭 G 2

63 象 H 2 Gよ り, 紹の字
`よ

/1ヽ さいが, 聖の字は大きし

64 察 I 2 内郭外径 は,やや小 さい。元の字が Hよ り小 さし

65 象 J 2 元の字が Iよ り偏平 であ る。

66 象 K ] 内郭外外は小 さし

-73-



番  号 銭 文 中国での初鋳年代 西 暦 直 径 重 さ 厚 さ 書体 分類 (枚数 ) 備 考

167 紹 聖 元 変 北宋  紹聖元年 1094 寮 L 3 紹・賓の字は Kよ りも小 さい。縁が広 し

/1ヽ 計

168 元 符 通 費 北宋  元符元年 1098 行 A

169 行 B 元の字 は Aよ り偏平。

170 行 C Aよ りも行の字は小 さ く,賓 の字は大 きヤ

171 行 D 内郭外径が小さく,縁が広い。符・通・賓の字はBに似る。

172 祭 E 2 大 きい字

173 祭 F 1

174 集 G 3 Fよ り,元の字は郭に接 している。符の字 は違 う。内郭外径は小 さ,

175 祭 H l 内郭外径 は小 さい。 Gよ りも符の字 は大 きく通の字は小 さ

176 聖 宋 元 資 北宋建中靖国元年 1101 行 A( 1 孔形が大 きい。内郭外径 はやや大 きいが, 4文 字 とも字形が違 う。聖の字は

楷書。

177 行 B(  1) 孔形が大きい。内郭外径はやや大きいが, 4文 字とも宇形が違う。聖の字は
楷書。

178 行 C 1) 孔形が小さい。内郭外形はやや大きいが, 4文 字とも字形が違う。聖の字は
lHL書 。

179 行 D 4

180 行 E 4 文字は Cの字 を小 さ くした感 じ。

181 行 F 1 聖 の字は Eよ りも小 さし

182 行 G 2 Eよ り,聖の字の「王Jが小さく,宋の字は小さい。聖は指書

183 行 H 1 内郭 外径は小 さ く,縁が広い。聖の字は l10t書 。

184 象 1 7 内郭外径がやや大 きヤ

185 象 」 4 元の字の 2画 が Iよ り長 ▼

186 祭 K 2 内郭外径 はお、つ うで,縁が広 い。文字は細い字。元の字が特徴的。

187 象 L 3 文字が郭 に接 している。内郭 外径はふつ う

188 豪 M 2 文字が/1ヽ さ�

189 祭 N 2 宋の字が Mよ り大 きい。内郭外径は小 さヽ

/1 計

90 大 観 通 資 北未  大観元年 1107 楷 A 5

91 楷 B 2 通の字は,Aよ り上の位置にある。

92 楷 C 2 大の字の 3画が A・ Bよ り短 く,郭に接 している。

93 政 和 通 資 北宋  政和元年 1111 楷 A 1

94 隷 B 1 和の字は隷書か。大きい宇。

隷 C 1 文字はBよ りもやや/1ヽ さい。 子し形は大きν

隷 D 2 文字はやや小 さい。孔形は大 きし

97 隷 E 2 和の字は内郭に接 している。縁が広 い。政の字の 6画が長 ▼

隷 F 〕 和の字の 4画は Eよ り長 い。他の文字は Eに似 る。縁が広 い。孔形は大き▼

199 隷 G ユ
通・賓の字は, Dよ りやや縦長にした感じ。他の文字はDに似る。和の字の
「日」イよ/1ヽ さい。

200 隷 H 1 和の字が B～ Gよ り,やや左寄 りの位置にある。

201 隷 I 1 文字は縁に寄 っている。

202 象 」 3 和の字の 1画 が長 ヤ

203 祭 K 5 和の字の 1画が短ヽ

204 豪 L 4 文字 は Kに 似 るが通 ・安の字がやや上の位置にある。

205 象 M 10 和の字の1画が短い。文字はK・ Lよ りも小さ▼

小 計 33

206 宣 和 通 資 北宋  宣和元年 1119 隷 A 1 大 きい字

207 隷 B /1ヽ さい字

208 蒙 C

209 嘉 定 通 資 商末  嘉定 8年 1 15 楷 A 背に「入Jの記号 あ り

2 0 淳 熙 通 資 南宋  淳熙元年 1 74 楷 A 背の上に半円形 あ り。

2 1 淳熙 9年 1 楷 B 背の上に「九」の記号 あ り。

2 2 淳熙 12年 1 楷 C l 背の上 ・下 に「十二」の記号 あ り。

2 3 淳熙 16年 1 楷 D l 背の上 下 に「十六Jの記号 あ り。

2 4 嘉 泰 通 賢 南宋  嘉泰元年 1201 楷 A 背の上 に「元」の文字あ り。

2 5 開 確 通 資 商宋  開薩 2年 1206 楷 A 背の上 に「二」の記号 あ り。

2 6 開薩 3年 1207 楷 B 背の上 に「三」の記号が見えるか ?

総 計 559枚

詮 直径は上・下の長さ、厚さは縁の厚さを示す。
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表17 東江上遺跡須恵器観察表

かえりあり
ヘラケズリ

ヨヨナデ

ベラケズリ
かえりあり

かえりあり

かえりあり
(S A15任 大内 )

かえりあり

かえりあり

かえりあり

ヘラケズリ
かえりあり

かえりあり

ヨヨナデ
かえりあり

かえ1)あ り
(束 区大溶内 )

ヘラケズリ

ヨヨナデ

かえりあ 1,

ヘラケズリ

ヨコナデ

ヨヨナデ
かえりあり

かたりあり

ヨヨナデ

かえりあり

ヘラケズリ

ヨヨナデ
かえりあり

かえりあり

かえりあり

かえりあり

ヘラケズリ

ヨヨナデ

ヘラケズリ

ヨヨナデ

(東 区大溝内 )

ヘラケズリ

ヨヨナデ

ヨヨナデの

ちナデ(東 区大溝内 )

(東 区大澪内 )

ヘラケズリ
ヨコナデ
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(東 区大濤内 )

ヘラケズリ

ヨヨナデ

ヨヨナデ

ヘラケズリ

ヨヨナデ

頂吉卜内面に墨痕あり

杯藍硯 として利用か

ヘラケズリ

ヨヨナア

(東 区大藩 )
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杯 AⅢ
(b種 )

杯 AⅢ
(b種 )

東区 トレンチ 4

杯 AⅣ
(a種 )

ヘラケズ
''

のちナア

(東 区大溝内 )

外底面にヘラ記号あ
り (X)
径高指数292

L

-77-



番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 底  部 器 高 口縁部 体  言躊 頂 部 底  部 日縁部 体 部 頂  部 底 部

杯 BH 164 11 6
ヨヨナデ′

ちナデ

杯 BH
(西 区 トレンチ 2)

推定
160 112 41

ヘラケズリ

のちナデ

ヨコナ,

杯 BH 156 11 6
ヨヨナアの

ちナデ

杯 B 134
ヘラケズリ ヨコナアの

ちナデ

杯 B 126 ヨヨナアの

ちナデ

きわめて丁寧なつく

り 高台はお、たばる

杯 B
(西 区 トレンチ 2)

12 4 ヨヨナデ ヨヨナテ

杯 B
(西 区 トレンテ 1)

11 6 ヨヨナデ

杯 B 12 2
ヨヨナデの

ちナデ

杯 B 推定
14 1

10 4 推定
3.1

ヨヨナデの

ちナテ

100 杯 BH 推定
15 3

推定
3.1

ヨナア ヨコナデ

杯 BH 推定
15 0

10 2 推定
40 ヨコナ″

杯 BH 14 8 10 0 ヨヨナ, ヘラキリ コナデ ヨコナデ
ヨコナデの

ちナデ

杯 BI] 遊難
推定
14,0

ヨヨナデ ヨヨナテ
ヨヨナデの

ちナデ

杯 B 11 0
高台に接す
る部分はヘ

ラケズリ

ヘラケズリ
ヨヨナアの

ちナデ

杯 B 11 0

杯 B 11 4
ヨヨナアの

杯 B 10 6
ヨヨナアの

ちナデ

杯 B 10 2 ヨヨナデ

杯 B 102 ヨヨナデ ヨヨナア
ヨヨナデの

ちナデ

杯 B

杯 B II 142 ヨヨナデ
体部外面の中ほどに
2条 の沈線あり
(杯 Bと 推定 )

杯 B II 140
体部外面の中ほどに
2条 の沈線あり
(杯 Bと 推定 )

杯 B II
客土

142 ヨヨナア

杯 BⅢ 推定
136

推定
39 ヨヨナデ ヨコナデ

ヨヨナア″

ちナア

杯 B 10 0 ヘラケズリ
ヨヨナデ′

ちナデ

杯 B 10 0 ヨヨナデ ヨコナテ
ヨヨナデ′

らナデ

杯 B ヨヨナテ
ヨヨナデ′

らナテ

杯 B ヨヨナデ″

らナデ

杯 B SD05 ヨヨナデ″

杯 B ヨヨナア
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番号 器 種 出 上 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 脚底径 器 高 口縁部 体 部 頂 部 脚・底部 口縁部 体 部 頂部部 脚・底部

杯 B 10 0 ヨヨナデ

杯 BШ
床 土

推定
13 4

102 推定
41

ヨヨナアの

ちナデ

杯 BⅢ
床 土

13 2

杯 B ⅡI
(東 区大溝内 )

130 コナデ

杯 BШ
(東 区大藩内 )

13 0 ヨヨナ, ヨコナデ ヨナデ

杯 BⅢ 試掘33ト レンチ ヨヨナデ ヨヨナデ ヨコナア

杯 B
床土

ヨコナアの

ちナデ

杯 B
床 土

ヨコナデの

ちナデ

杯 B
ヨヨナアの

ちナデ

杯 B 束区トレンチ 5 ヨヨナデ

杯 B ヨヨナア

杯 B ヨコナデ ヨヨナデ
ちナア

杯 B Ill 122 ヨコナア ヨヨナア ヨヨナア ヨコナデか
内底面はツルツル

転用現 として利用か

杯 BⅣ 11.0 ヨヨナア

杯 BⅣ
Y不明

102 ヨコナア
体都外面は高台に接

奪争習
分をヘラケズ

杯 BⅣ
床土

ヨヨナア ヨヨナア ヨヨナデ

杯 BⅣ
客土

ヨコナアの

ちナデ

138 杯 BⅣ ヨヨナデ ヘラキリ ヨヨナデ ヨヨナア

杯 BⅣ ヨヨナデ

杯 BⅣ ヨヨナデ
ヨヨナアの

らナデ

杯 BⅣ
床土

ヨヨナデの

ちナデ

杯 BⅣ 遊 離

杯 BⅣ 6.2 ヨヨナア

144 杯 BⅣ
床 土

ヨヨナア ヨコナア ヨヨナア

一軍 床土
120 19 6 18.8

不定方向の
静止ヘラケ ヨヨナア

一霊 140 ヨヨナデ 頚部以下を欠 く

士霊 床土
14.0 ヨヨナデ ヨヨナア 頸部以下を欠 く

壷 126 ヨヨナデ ヨナア 円心円丈 環部以下 を欠 く

空 150 ヨヨナア ヨヨナア 円心円文 蹟部以下を欠 く

士霊 遊離 (東 区 ) 14.0 ヨヨナア ヨヨナア 円心円文 員都以下を欠 く
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番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日  径 体部径 脚底径 器  高 口縁部 体  言隅 頂  部 脚・底部 日縁部 体  部 頂  部 脚・底言【

10 0
口縁部外面に 1条′
沈線あり
体部矢損

短頸壺 70

短頸壺 遊縦

と霊 85
口縁部、底部を失 〈
体部外面に 2条 の枡
線あ り

士空 10,3 ヨヨナデ ヨヨナア 150と 同一個体

霊 ヨヨナデ ヨヨナア 15Sと 同一個体

一電 17.2
体部外面に 2条 の沈
線を引き、その間を
キザ ミで埋める

台付壷 10 3

台付壷 110

悟  鉢
床 上

15,0

円面硯
床 土

外堤径
17.0

径
８

台
＆

脚
２

宇
あ

十
し

に
透

部
の

脚
形
り

ヨコナデ
陸吉Llよ 焼成中の膨併

によりお、くらむ

甕
床 土

復原
31 0

ヨコナデ ヨ]ナデ 体gFjを 欠 く

甕 訳掘 46ト レン

'
復原
40 0

ヨヨナア
口緑部外面に3条 ク

続緒波状文

大 甕 SDOS底 60,6 83 4 91 4
平行タタキ 平行タタキ

円心円文 円心円文
口緑著卜外面に 2条 の
沈線あり 櫛鶉渡承
文あ り

表18 東江上遺跡土師器観察表

番号 器  種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

日 径 胴部径 底  径 器 高 口頸部 胴上部 胴 下 郡 底  部 日頸部 〕同」L吉Ь 胴下部 底  部

甕 A
(S(1つの南 )

19 6 20 6 推定
27 0

ナ ア
(縦 ) (縦 ) (横 ) (横 ) (横 )

甕 A 24 0 23 4 推定
24 5

ナアのち一

部ハケメ (縦 ) (縦 )

ナ デ ナ ア 部ハケメ

(積 )

甕lAl 24.0
(鵜足) (横 ) (横 )

甕lAl 23.8
(縦 ) (鵜廷) (横 )

甕lAl
文19

23 0 (縦 )

(僚 )

甕 B
(S K19の 南 )

17 8
(縦 ) (横 )

207 甕 B
(S Klつ の南 )

19 6 18.6 22 5
一
メ

デ

ハ
縦

ナ
に
く (縦 ) (縦 )

ナ ア 、一 剖

(横 ) (横 )

外底面及び胴部上半

の内面に煤付着

208 甕 B
(S K10の 商 )

17.0 17.2 23.0
ナデ

(横 )
(縦 ) (縦 ) (横 ) (横 ) (横 )

外面及び胴部上半の

内面に煤付着

甕 B ３７
■

Ｙ

床

８８

　

０８

Ｙ

４８

Ｙ
182 17 5 21 5

ナデ

(横 ) (縦 ) (縦 ) (横 ) (横 ) (横 )

簑 B
床 土

160 15 5 推定
22.5

一
メ

デ

ハ
縦

ナ
に
く (縦 ) (縦 ) (横 ) (横 ) (横 )

甕 B
床 土

130 138 13 8 (横 ) (縦 ) (縦 ) (積 ) (横 )

外面下半及び胴部上

半の内面に煤付着

甕 C
床 上

142 14.2 (横 ) (縦 )

ナデ(横 )′

ちハケノ
(横 )

(横 )
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番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 調 整

備 考外 面 内 面

口 径 胴言卜径 底  径 器 高 日頸部 胴上部 胴下部 底 部 口頸部 胴上部 胴下部 底  部

甕 C
(S K19の 商 )

12 8 144 推定
157

ナデ

(横 ) (縦 ) (縦 ) (横 ) (横 ) (瑞驚)

外画及び胴部上半″

内面に集付着

簑 C
床  土

14.2 142
ナデ

(横 ) (縦 )

ナアのちハ

ケメ (穣 ) (横 )

甕 C 144 130
ナデのちツ

ケメ (縫 ) (縦 ) (縦 ) (横 ) (構 ) (横 )

胴部中央に接合痕を

とどある

甕 C 14 0 120 ナア

(横 ) (41L)

ナデ

(横 ) (横 )

甕 C 12 0 148 ナデ

(横 ) (縦 ) (横 )

ナデ

(横 )

霊 13 6 15 2 180 ヘラミオキ
藩耗により

不明
不 明 不 明

(横 ) (横 )

床  土
100 10,7 ナ デ 黒色土器

椀 12.5 ナ デ
ナデのち―

部にハケ/

ナテのち―

部にハケ/

高 杯 (S(19の 南 )

15,2 10 2
ナデのち′

脚端部ナア
よ

へ
か

耗
明
才

磨
不
ミ

よ

へ
か

耗
明
才

磨
不
ミ

ケ
部

ラ
端

へ
脚
デ

黒色土器

222 支  脚 ナ テ 上半を欠く

支  脚 上半を失 く

士霊 150
ハケ/の ち
ヽラミ才キ

ハタメのち
ヘラミガキ

ハケメのち
ヘフミガキ

襄 B
床  土

168 口縁都破片

甕 19 8 口縁部破片

甕 20,0
'ヽ デのち′

ケメ (横 )

甕 B
床 土

178 20 0
ナデのら一
部ハケメ

(縦 )
(縦 ) (縦 )

ナデ

(横 ) (横 ) (横 )

底部を失 く

甕
(縦 )

阿部の大半を欠 く

一霊 き響。半]踏 25 0 29 0 ナ ア
(縦 )

ヘラミ〃キ

(横 )

一部にヘラ 嚢か ?

231
塩
器

製
土

顕部ヘラケ

ズリ

顕部ナデ

接合痕 あ り
能登式製上土器頸軒

232 塩
器

製
土

S K19付 近
磨耗により

不明

頸部ナデ

接合痕あ り
能登式製塩土器験部

233
塩
器

製
土

S K19付 近
シポリ/あ 能登式製塩土器尖底

部

打ヽ 皿 116 推定
2.6

ヨヨナデ ヨヨナデ 〕コナア ヨコナデ ヨヨナデ ヨヨナデ
土師質小皿

(鎌 倉時代)

表19 東江上遺跡珠洲観察表

―
―
―
Ｉ
Ｌ

番号 器 種 出 土 区

法 量
成 形 詞 整

備 考外 面 内 面

口 径 体部径 脚底径 器 高 口縁部 体 部 頂  部 脚・底部 口縁部 体  部 頂  部 脚・底部

信 鉢 コナデ ヨヨナデ ヨヨナデ

指 鉢 ヨヨナデ
ヨヨナア

悟 鉢 訳掘 トレンチ22 ヨヨナデ 櫛描波状文
ヨコナデ

霊 遊 離 状秀梯菱ム 円形アテ堀

痕
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78.1号方形周濤墓 84・ 90,3号方形周濤墓

7号方形周溝墓 70.8号方形周薄墓

75・ 80。図版27 飯坂遺跡
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図版28 飯坂遺跡  93・ 97・ 111。 112.3号方形周滞墓 102.5号方形周濤墓
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図版29 飯坂遺跡

0__「____ャ_―ドー守~~~~~―――一―――¬――――――――――――甘5Cm





ぷ

形

尽
ミ ミ ご

~~~ 
―

―

と業

怨 (洋

約

――――
一卯

0                                     20Cm
t

図版30 江上 A遺跡 SD01
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図版31 江上 A遺跡 SD01





図版32 江上 A遺跡 SD01
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図版33 江上 A遺跡 SD01
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図版35 江上 A遺跡 SD01
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図版36 江上 A遺跡
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図版37 江上 A遺跡 SD01





図版38 江上 A遺跡
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図版39 江上 A遺跡 SD01


